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神奈川県立自然保護センター野外施設の植生 13)

谷戸の植物群落
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はじめに

神奈川県のほぼ中央、厚木市七沢に位置する自然保護センター野外施設の植生について

は、これまでに現存植生図が作成され (川村 ・森尻  1994)、 斜面の植物群落が明ら

かにされている (大野ほか 1994)。

今回の報告はそれに引き続くもので、谷戸の植物群落が明らかにされ、野外施設の植物

群落の目録が作成された。

まとめられた資料は、 1985年 から1995年 の間に、野外調査により得られた、 64か

所の植生調査資料である。

調査方法

BRAUN― BLANQET(1964)の 優占度と群度を用いて、植物社会学的調査が行われた。

調査地概要

調査地の自然環境と現在に至るまでの施設整備、管理状況の概要については、自然保護

センター野外施設の植生位)現存植生図 (川村 ・森尻 1994)の なかで詳 しく述べられ

ているので、ここでは現存植生にかかわる基本的事項以外は省略する。

調査対象地(図 1)で ある谷戸は緩やかに東に傾斜している。南縁に水路がつくられてお

り、 20～ 30年 はど前まで、長い間水田として利用されていた (写真 1)。

当該地の野外施設維持管理および利用上の区分としては、ほぼ上半部が手を付けずにお

く非公開の保護区域、下半部が、観察の場として、施設整備と定期的管理をしながら利用

する保全区域に位置づけられている (川村 ・森尻 1993)。

1982年 の野外施設開設以来今日までの、保全区域における施設整備 ・管理状況は、池、

池の止水壁、木製水路、素堀水路、乱杭水路、谷止め堰堤、護岸などの設置、濯水管理、

定期的刈り取り、除草などである。
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台風等による集水域の斜面崩落については、大規模な擁壁工事を極力避けて原状復元を行

い、谷戸内の土砂堆積については、基本的に施設運営に支障のない程度の管理を、入力作

業で行うにとどめている。

谷戸の水分条件としては、保護区域内にある数力所の水源から湧き出た水が、保全区域

の入田部では概ね毎秒2,600～1,600ccの水量となっている(柳下 1994、長門 1995)。

これを引いて、池を造り平坦部にオーバーフローさせる形で湿原状態を作り出しているが、

もちろん谷戸全域で地下水の浸出、湧出は認められているので、谷戸全体がもともと低層

湿原的特性を備えていることは明かである。

調査結果

1 植 物群落

(0 夏 緑高木林

ll)-1 ハ ンノキ群落夏季相 (表1)・ 春季相 (表2)

Alnus japonica_Ces.,Sommer‐Aspekt und Friihling‐Aspekt

<相 観 ・種組成 >:亜 高木層にはハンノキが優占し、草本層にはミゾソバ、セリ、スギナ、

アオミズなどが多数生育する夏緑広葉樹の明るい高木林(写真 2)。群落高は3.5～ 10

m。亜高木層と草本層にくらべ低木層は植被度、種数とも貧弱。出現種数は23～ 31

種。

<生 育地 >:常 時流水でまわりを囲まれているような凸状湿地や、地下水位が高く絶えず

水分が供給され、柔らかで湿潤な泥上の湿地。

<人 為的影響 >:な し

<野 外施設における分布と推移 >:野 外施設開設時にハンノキが植栽されており、その実

生が生育して樹林が形成されたもの。土砂が堆積して周辺よりわずかに高い所や水位

が下がった所に生育している。
'85年
の調査区では出現していなかったアマチャヅル、

ヤブマメ、カナムグラなどのツル植物や ドクダミ、ヒカゲイノコズチ、カキ ドウン、

ヘビイチゴ、ョモギなどが
'95年
調査区で出現 してきており、 10年 間で土砂堆積

や水位低下による陸化が進んだことがうかがえる。

<遷 移 >:オ ニスゲーハンノキ群集の成長途上のものと考えられる。持続群落である。

<群 落分類上の位置 >:ヤ チダモーハンノキ群団、ハンノキオーダー、ハンノキクラス

121 湿地の多年生草本を主とする群落

12)-1 ヨ ン群集 (表3)

Phragmitetum austraHs Schmalc 1989

<相 観 ・種組成 >i水 辺の高垂草原で群落高は2～ 3m(写 真 3)。出現種数は3～ 19種 。

この群集の典型は、ヨシが優占する純群落だが、ここでは水位が下っているため、マ

ント群落や路傍群落の構成種の出現が恒常的になっている。 '95年 の調査区ではこ

の傾向が明かである。

<生育地 >:肥 沃な泥質上の湿地。水深は0～ 2 0 allの停滞水。

<人 為的影響 >:1年 ～数年に1回の刈り取り。



<野 外施設における分布と推移 >:谷 戸のほぼ全域。
'85年
の頃に比べると水位が下がり、

刈り取りが頻繁に行われなくなり、ヨシ群落の生育立地が拡大している。

<遷 移 >:こ のままの立地が続けば持続する。地下水位が低下し陸化がすすむと、オニス

ゲーハンノキ群集 (ハンノキ群落)へ 移行する。

<群 落分類上の位置 >:ヨ シ群団、ヨシオーダー、ヨシクラス

12)-2 コ ガマ群落 (表4)

Typha oricntalis―Ces.

<相 観 ・種組成 >:大 型の抽水草本群落 (写真 4)。 群落高は70～ 1 8 0 clll、出現種数

は 10～ 24種 。アカバナ、コプナグサ、セリ、アオコウガイセキショウなどが恒常

的に混生する。

<生 育地 >:常 に水深 0～ 5 allの水位で湛水し、緩やかな流れのある泥質上の沼。

<人 為的影響 >:か つて植栽されたもの。その後は灌水管理と年 1回の刈り取り。

<野 外施設における分布と推移 >:1の 沼から2の 沼の間の湿地と、 2の沼から3の沼の

間の湿地で、 '85年 、 '88年 に調査記録されている。

野外施設開設時に植栽されたコガマが、推移して群落を形成したものであるが、コ

ガマの本来の生育地はサンカクイーコガマ群集として、水の流れによって常に湛水し

ているような河川敷の中州などであり、この野外施設の谷戸のようなところではない。

したがって、 '85年 、 '88年 当時までは、谷戸下半部が、本来の生育地に近い状

態に維持管理されていたといえる。

現在は、 7の 池上部で、斜面から表流水が集まり、多湿で柔らかい粘質土壌が 20

～ 30 all堆積する湿地に生育している。

<遷 移 >:水 位が下がリヨン群集、オニスゲーハンノキ群集へ移行する。

<群 落分類上の位置 >:人 為的に造られた立地で、一時的に生育を広げコガマ群落を形成

したが、サンカクイーコガマ群集を形成するまでの立地が得られず衰退した。ヨシ群団、

ヨシオーダー、ヨシクラス

(2)-3 セ リ群落 (表5)

Ocnanthe javanica‐Gcs.

<相 観 ・種組成 >:セ リが優占する湿地の草原(写真 5)。ほかにミゾソバ、ネコノメソウ、

コブナグサ、アメリカセンダングサ、ヤノネグサ、アカバナ、アキノウナギツカミ、

チゴザサなどを伴う。また、テンツキ、ヒデリコ、タマガヤツリ、コゴメガヤツリ、

アゼガヤツリなどの水田に出現する1年草もみられる。

群落高は10～ 1 2 0 oll程度。出現種数は4～ 17種 。種数にひらきがあるのは水位

が高く流水の勢いが強いと生育種が限られることによるもの。

<生 育地 >:ゆ るやかな流水縁や常に停滞水のある所。泥質土。水位は0～ 10数 all。栄

養塩類の豊富な肥沃立地。

<人 為的影響 >:水 田耕作のような、人為的富養化と濯水管理と年数回の定期的刈り取り。

<野 外施設における分布と推移 >:わ ずかに流水のある湿地。 '85年 調査では谷戸の中

央部の至る所で記録されているが、
'95年
になると谷戸中央部では記録されていない。



したがってこの 10年 で、水田時代の施肥による栄養塩類がほぼ消滅し、水田放棄地

が持つ湿潤肥次という特性がなくなってきたと判断される。

また一方で、種々の工作物が設置され、水漏れなどがなくなって、停滞水のある所

とない所が明確になり、いわゆる推移帯が無くなったことも影響しているといえよう。
'95年
の記録は、非公開エリア内の2か 所であるが、その立地は湧水箇所付近の

水が豊富な所。

<遷 移 >:ヨ シ群集からオニスゲーハンノキ群集 (ハンノキ群落)へ 移行する。

<群 落分類上の位置 >:流 水が弱い立地でのセリークサヨシ群集の変形と考えられる。セ

リークサヨシ群団、ヨンオーダー、ヨンクラス

(2)-4 チ ゴザサーアゼスゲ群集 (表6)

Isachno‐Caricctuni thunbergit Miyawaki et Okuda  1972

<相 観 ・種組成 >:ア ゼスゲ、チゴザサが優占する密集した草本群落 (写真 6)。 出現種

数は7種 。

<生 育地 >:湧 水で潤う厚い粘質上の湿地。水深 O all～1 0 all。

<人 為的影響 >:年 1回 の定期的刈り取り。

<野 外施設にお|する分布と推移 >:1の 沼とその周辺の湿地。 '88年 調査で記録されて

いるが、 '95年 では衰退している。

<遷 移 >:湧 水量が変わらず、停滞水が常に確保されれば持続する。

<群 落分類上の位置 >:ホ ソバノヨツバムグラー大型スゲ群団、大型スゲオーダー、ヨシ

クラス

121-5 ハ ンゲショウ群落 (表7)

Saururus chinensls―Ges.

<相 観 ・種組成 >:湿 生夏緑草原 (写真 7)。 夏期には、 7 0 clllほどの群落高となる。ア

ゼムシロ、マツバイ、チゴザサ、スギナが混生する。出現種数 17種 。

<生 育地 >:湧 水で絶えず湿っている所だが、前述のチゴザサーアゼスゲ群集域よりは乾

燥立地。粘質土。

<人 為的影響 >:か つて植栽されたものが生育拡大している。その後は年 1回の定期的な

刈り取り。

く野外施設における分布と推移 >:植 栽したハンゲショウが、生育を広げて群落となって

いるもの。 1の沼と2の 沼の間の湿地で
'88年
に調査記録された。現在も確認され

ている。

<選 移 >:ヨ シ群集、オニスゲーハンノキ群集に移行する。

<群 落分類上の位置 >:ヨ シ群団、ヨシオーダー、ヨシクラス

(2)-6 タ コノアシ群落 (表8)

Penthorum chinensc―Ges.

<相 観 ・種組成 >:比 較的疎生した大型の夏緑草原(写真 8)。タコノアシの他にコガマ、

チガヤ、セリ、チゴザサなどが常在的にみられる。出現種数は16～ 21種 。



<生 育地 >:湿 ったり乾いたり水位の変動がある所。泥質土。

<人 為的影響 >:認 められない。

<野 外施設における分布と推移 >:こ の群落は野外施設開設当時から谷戸の下半部で確認

されていた。

調査記録は
'88年
に行われており、当時の分布域は2の 沼から下方の湿地である。

しかし現在は、水田時代のような大きな水位の変動がなくなり、また水漏れを許さな

い工作物の影響もあって、全体的に乾燥化がすすみ、消滅している。

この群落を復元するには、冠水したり乾いたりという、谷戸の本来の特性が部分的

にでも確保されることが条件となる。

く遷移 >:変 動水位が確保されると持続するが、水位が下がり乾燥化がすすむとヨシ群集、

オニスゲーハンノキ群集へと移行する。

<群 落分類上の位置 >:ヨ シ群団、ヨシオーダー、ヨシクラス

12)-7 サ ヤヌカグサ群落 (表9)

Lcersia sayanuka‐Cest

<相 観 ・種組成 >:密 生する多年草の草原 (写真 9)。 群落高は20～ 2 0 0 all。サヤヌ

カグサのほかにミゾソバ、セリを混生している。出現種数は7～ 14種 である。

<生 育地 >:浅 い池と緩やかな流水の縁。水の流れの変動によって引き起こされる水位変

動がある所。水位は0～ 1 0 clll。

<人 為的影響 >:認 められない。

<野 外施設における分布と推移 >:1の 池下の湿地や 7の池上の湿地。 '85年 、 '95年

の調査区で記録されており、生育域は拡大している。それは、工作物によって水路や

池が明確に区切られたため、流水や流水縁エリアが明確になったことによるもの。

<選 移 >:水 流がなくなり、水位が下がるとヨシ群集へ移行する。

く群落分類上の位置 >:オ ギーヨシ群団、ヨシオーダー、ヨシクラス

(2)-8 シ ロバナサクラタデ群落 (表10)

Persicaria japoica―Ces.

<相 観 ・種組成 >:小 規模で帯状に密生する多年草を主とした湿地の草原 (写真 10)。

シロバナサクラタデのはかにテゴザサ、アオミズや多くのマント群落、ソデ群落の構

成種を伴う。出現種 29～ 31種 、群落高 1 70 all程度。

<生 育地 >:緩 やかな流れのある水辺。

<人 為的影響 >:認 められない。

<野 外施設における分布と推移 >:2の 沼周辺の湿地。調査記録は
'95年
だが、 '85

年当時も確認されていた。生育域は水路の移動にあわせて移動しているが、面積的に

は変化していない。

く選移 >:水 位変動がなければ持続するが、乾燥化に伴いヨシ群集に移行する。

<群 落分類上の位置 >:ヨ シ群団、ヨシオーダー、ヨシクラス



131 肥沃地の草本群落

13)-1 ス スキ群落 (表11)

Miscanthus sinensis‐Ces.

<相 観 ・種組成 >:ス スキの優占する多年生植物群落(写真 11)。群落高は2～ 3m程 度。

出現種数は23～ 28種 。構成種としては、ツル植物が多く、ススキ草原の構成種は

殆ど含まれていない。

<生 育地 >:日 当たりのよい年数回刈り取りの行われる土手。

<人 為的影響 >:定 期的刈り取り。

<野 外施設における分布と推移 >:谷 戸のほぼ全域で畔道ぞいに小規模にみられる。掲げた

データは、 '95年 の調査記録であるが、野外施設開設時から確認されている。

<遷 移 >:オ ニスゲーハンノキ群集へ移行するが、土砂堆積がすすめばムクノキーエノキ

群集へ移行する。

く群落分類上の位置 >:ス スキ群団、ススキオーダー、ススキクラス

13)-2 ア キノノゲシーカナムグラ群集 (表12)

Lactuco‐Humuletum japonicae Okuda 1 982

<相 観 ・種組成 >:一 年生ツル性植物のカナムグラが優占し、地上を這うように被う草本

植物群落 (写真 12)。 群落高は3m程 度。出現種数は17種 。

<生 育地 >:ぼ う軟で肥茨な日当たりのよい適潤地。

<人 為的影響 >:ゴ ミや動植物の遺体など有機物の供給。

<野 外施設における分布と推移 >:1の 沼と2の沼の間にある斜面下の台地。調査記録は
'95年
だが、以前から継続的に確認している。

<題 移 >:ク サイチゴータラノキ群集を経て、シラカシ群集へ移行する。

<群 落分類上の位置 >:カ ナムグラーヤブガラシ群団、ヨモギオーダー、ヨモギクラス、

(3)-3 ヘ ビイチゴーカキ ドォシ群落 (表13)

Duchcsnca chrysantha、Glcchoma hederaceae var.glandis‐Gcs.

<相 観 ・種組成 >:多 年生草本が優占する路傍雑草群落 (写真 13)。群落高は20～ 30

oll。出現種数は20～ 24種 。

<生 育地 >:軟 らかい湿った畦で、年数回刈り取りが行われ、頻繁な踏圧がないところ。

<人 為的影響 >:踏 圧、定期的刈り取り。

<野 外施設における分布と推移 >:観 察路として使われていない湿った畦。 '85年 調査

と
'95年
調査の出現種にあまり変化がみられないことから、水田耕作当時の、湿潤

で肥沃な土壌条件が持続していると考えられる。それは、群落を構成する多年草の根

や葡伏茎が、畦の表面や側面を保護していることによるもの。

もし踏圧が強まると、根や葡伏茎が損傷を受け群落が破壊されるので、畦の崩壊も

引き起こされることとなる。谷戸エリア観察路が、オーバーユースにならない好まし

い状態であることの指標として、今後注目されよう。

<遷 移 >:踏 圧と定期的刈り取りがなくなるとオニスゲーハンノキ群集、さらに土砂堆積

がすすむとムクノキーエノキ群集へ移行する。



<群 落分類上の位置 >:検 討材料が不十分であるがヨモギクラスの 1単位と考えられる。

(4)水辺 ・水中の多年生草本群落

14)-1 マ コモ群落 (表14)

Zizania latifolia‐Ges.

<相 観 ・種組成 >:大 型の抽水植物群落 (写真 14)。 群落高は2m程 度。出現種 9種 。

マコモが優占し、ツユクサ、ヤノネグサ、カンガレイなどが混生している。

く生育地 >:静 かな水の岸辺。水深 20～ 3 0 ullほどの所。

<人 為的影響 >:約 10年 前の植栽。水位の確保と年 1回 の刈り取り。

<野 外施設における分布と推移 >:野 外施設開設時に植栽されその後約 10年 間推移し、

群落となっている。現在、 1の池の縁や 1の 沼と2の 沼の間の湿地に分布するが、掲

げられたデータは、 '88年 の調査記録である。かつて、谷戸全体に生育がみられた

こともあったが、20～ 3 0 allの水深を必要とするので、現在では生育域が限られてい

る。

<遷 移 >:水 位が確保されれば持続するが、水位低下によってヨシ群集へ移行する。

<群 落分類上の位置 >:本 来はヨンクラスのウキヤガラーマコモ群集に成長するはずである

が、人為的に水の流れを作るなどしているので、立地形成が不十分である。ウキヤガ

ラーマコモ群集の断片と理解される。

14)-2 フ トイ群落 (表15)

Scirpus iacustris ssp.creber‐Ces.

<相 観 ・種組成 >:大 型の抽水植物群落 (写真 15)。 群落の高さ80～ 1 5 0 all。フトイ

が優占し、他にチゴザサ、コガマ、サンカクイ、ミクリ、カンガレイなどが混生する。

出現種 4～ 10種 。

<生 育地 >:静 かな水の中。水深 20～ 3 0 allの所。

<人 為的影響 >:野 外施設開設時に植栽。水位の維持と定期的刈り取り。

く野外施設における分布と推移 >:約 10年 間推移し群落となったもので、現在は1の 沼、

2の 沼などの水の中に局地的に生育。掲げられたデータは、
'88年
の調査記録である。

<題 移 >:水 位が確保されれば持続するが、低下するとヨシ群集へ移行する。

<群 落分類上の位置 >:水 深が豊かであれば、ヨシクラスのウキヤガラーマコモ群集とし

て生育しているはずだが、立地形成が不十分のため、典型的組成がみられない。ウキ

ヤガラーマコモ群集の断片ととらえられる。

14)-3 ミ クリ群落 (表16)

Sparganium stolonifcrum‐Ces.

く相観 ・種組成 >:大 型の抽水植物群落 (写真 16)。 群落の高さは50～ 2 5 0 clll。ミク

リが優占し多くの湿地生種を混生する。出現種 5～ 16種 。

<生 育地 >:緩 やかな水の流れの中。水深は 15～ 4 0 all。

<人 為的影響 >:前 述の2群 落と同様、野外施設開設時に植栽したものが、約 10年 間の

水位確保と定期的刈り取りのもと推移し、群落となっている。



く野外施設における分布と推移 >:現 在は2の 沼など池の中にみられるが、かつては、 1

の沼と2の 沼の間の湿地全体に生育を広げたこともあった。掲げたデータは
'88年
、

'95年
の調査記録である。

<遷移 >:水 位が確保されれば持続するが、低下するとヨシ群集へと移行する。

く群落分類上の位置>:水 位が十分確保され、除草 ・抜根などの管理が行われなければ、

ウキヤガラーマコモ群集へと成長していたと判断される。この群落もウキヤガラーマ

コモ群集の断片ととらえられる。

14)-4 ア サザ群落 (表17-a)

Nymphoides peitata‐Ges.

<相 観 ・種種組成 >:浮 葉沈水植物群落。アサザ、マツモで形成する群落 (写真 17)。

水質が悪化するとアサザ単独となる。

く生育地 >:流 れのない静かな水の中。水深は20～ 5 0 allで底質は泥土、水質は貧養～中

養。基本的には環境の変化にも強い群落である。

く人為的影響 >:野 外施設開設時に植栽され、水位確保と定期的除草 ・抜根のもとで推移

し群落となっている。

く野外施設における分布と推移 >:現 在は、 1の沼、 2の 沼、 3の 池に生育する。掲げら

れたデータは、 '88年 2の 沼の調査記録である。この時点で群落構成種であったマ

ツモは、現在は消滅しアサザ単独の群落となっている。また生育は、かつては1の池

も確認されていたが、水位の低下、水質の悪化などで消滅した。

<題 移 >:水 位が確保され水質が保全されれば持続する。

<群 落分類上の位置 >:ヒ ルムシロクラスの 1単位

14)-5 コ ウホネ群落 (表17-b)

Nuphar japonicum―Ges.

<相 観 ・種組成 >:浮 葉沈水植物群落。コウホネ、 ミツガシヮで形成される高さ3 0 allほ

どの群落 (写真 18)。

く生育地 >:わ ずかに流れのある水の中。水深は30～ 50 allで、底質は泥土、水質は貧

養～中養。

<人 為的影響 >:野 外施設開設時にコウホネ、ミツガシヮがそれぞれ植栽されたが、その

後の推移で同じ群落に生育。水位の確保と年 1回 の除草 ・抜根が行われている。

<野 外施設における分布と推移 >:掲 げたデータは
'88年
の 2の 沼の調査記録である。

現在は、 1の 沼と2の 沼に、種ごとの展示植物として、 ミツガシヮとコウホネが混生

しないよう管理が行われている。

く遷移 >:推 移が確保されれば持続する。

<群 落分類上の位置 >:ヒ ルムシロクラスの 1単位

(5)流 水縁 ・湧水縁の多年生草本群落

15)-1 セ キショウ群集 (表18)

Acoretum graminei Ohba,Adachi et Maoka 1979



く相観 ・種組成 >:セ キショウが優占する常緑の密集群落 (写真 19)。 群落高は30～

50 ull。出現種数は5～ 16種 。

<生 育地 >:緩 やかな流水の堆積土砂の上や湧水で湿った日陰地。

く人為的影響 >:認 められない。

<野 外施設における分布と推移 >:斜 面下の水路や沢内に、数mの 帯状または島状で分布。

掲げたデータは、 '93年 、 '95年 の調査記録であるが、 '82年 の野外施設開設当

時から、沢沿いで確認されていた。群落としては、沢の中の崩落土が増えているため、

生育を拡大している。

く選移 >:持 続群落である。

<群 落分類上の位置 >:オ オバセンキュウ群団・オオバセンキュウータネツケバナオーダー・

ヌマハコベータネツケバナクラス

(5)-2 イ ワボタン群落 (表19)

Chrysosplenium macrostemon‐Ges.

<相 観 ・種組成 >:イ ワボタンを主とする多年生草本植物群落 (写真 20)。 群落高は5

all程度。出現種数は10～ 16種 。

<生 育地 >:日 陰で、浸出水にようて常に湿潤なところ。

<人 為的影響 >:認 められない。

<野 外施設における分布と推移 >:北 斜面の沢沿いの凹状地および地下水の浸出するとこ

ろ。数 1 0 all以下の帯状または島状に生育する。掲げたデータは、 '95年 の調査記

録であるが、 '82年 の野外施設開設当時から確認されていた。当時は地下水がしみ

出る沢沿いの壁に大群落が生育していたが、長年の斜面上部の利用などによる影響で、

壁の崩落がみられ、生育地が減少している。

<速 移 >:持 続群落である。

<群 落分類上の位置 >:検 討材料が不十分であるが、ヌマハコベータネツケバナクラスの

1単位と考えられる。

2 野 外施設で記載された植物群落リスト

1994年 に記載された群落も含めて野外施設の植物群落リストが作成された。

ヤブツバキクラス (常緑広葉樹林)

Camellietea japonicae Miyawaki et Ohba 1963

シキミーアカガシオーダー

11licio‐Quercetalia acutac K.Fuitwara 1981

アカガシーシラカシ群団

Quercion acuto‐myrsinaefoliac K.Fuiiwara 1981

ウワミズザクラーアラカシ群落

Prunus grayana‐Quercus giauca,Ges,
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ブナクラス (夏緑広葉樹林)

Fagetea crenatac Miyawakl,Ohba ct Murase  1964

コナラーミズナラオーダー

QuerCetalia serrato‐grossescrratac Miyawaki et al.  1971

イヌシデーヨナラ群団

Carpino―Quercion serratae Miywaki et al.  1971

クヌギーコナラ群集

Quercetum acutissimo―serratae Miyawakl 1967

ハンノキクラス (沼沢林)

Ainetea japonicae Miyawaki,K`Fuitwara et Mochizukl 1977

ハンノキオーダー

Ainetalia japonicae Miyawaki,K.Fuiiwara ct Mochizuki 1977

ヤチダモーハンノキ群団

Fraxino‐Alnlon japonicae Miyawakl,K.Fuiiwara et Mochizuki 1 977

ハンノキ群落

Ainus japOnica‐Ccs.

ヌマハコベータネツケバナクラス (湧水縁植物群落)

Montio‐Cardaminetca Br.―Bl.ctTx. 1943

イワボタン群落

Chrysosplenium macrostemon‐Ges.

オオバセンキュウータネツケバナオーダー

Angelico genuncxac_cardaminetalia Ohba  1975

オオバセンキュウータネツケバナ群団

Angelico genuflexae‐Cardaminion Ohba  1975

セキショウ群集

Acoretum gramine1 0hba,Adachi et Maoka  1979

ヨシクラス (低層湿原)

Phragmitetea Tx.et Prsg.  1942

ヨシオーダー

Phragmitetalia eurosibiricac Tx.et Prsg.  1942

ヨシ群団

Phragmition W.Koch  1926

ヨシ群集

Phragmitetum australis Schmale  1939

マコモ群落

Zizania latifolla‐Ges.

フ トイ群落

Scirpus tacustris ssp.creber―Ces.



ミクリ群落

Spargantum stoloniferum‐Ces.

コガマ群落

Typha orientalis‐Ges.

ハ ンゲショウ群落

Saururus chinensis‐Ges.

タコノアシ群落

PenthOR】m Chinense,Ces.

シロバナサクラタデ群落

Persicaria japoica―Ces.

セリークサヨシ群団

セリ群落

Ocnanthe javanica―Ccs.

オギーヨシ群団

サヤヌカグサ群落

Leersia sayanuka‐Ces.

大型スゲオーダー

Magnocaricetalia Pign.  1953

ホソバノヨツバムグラー大型スゲ群団

G】io brevゃedunculati‐Magnocariclon Miyawaki et K.Ftttwara

チゴザサーアゼスゲ群集

Isachno―CaricetuHi thunbergii Miyawaki et Okuda  1972

ススキクラス (刈取 ・放牧地草原および海岸断崖地風衝草原)

Miscanthetea sinensis Miya、vaki et Ohba  1970

ススキオーダー

Miscanthetalia sinensis Miyawaki et Ohba 1970

トダシバーススキ群団

Miscanthion sinensis Suz.‐Tok ct Abe  1959  cx Suganuma  1970

アズマネザサ群落

Plcloblastus chino―Ces.

メダケ群落

Pleioblastus simonii‐Ces.

ススキ群落

Miscanthus sinensis‐Ces.

ヨモギクラス (路傍植物群落)

Artcmisietea principis Miyawaki et Okuda 1972
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ヘビイチゴーカキ ドオン群落

Duchesnea chrysantha‐Glechoma hederaceae var.giandis‐Gest

ヨモギ群落

Artemisia princeps‐Ges.

ヨモギオーダー

Artemisietalia principis Miyawaki et Okuda 1972

カナムグラーヤブガラシ群団

Humulo‐Cayration Okuda 1978

アキノノゲシーカナムグラ群集

晩ctuco‐Humuletum japOnicae Okuda 1982

オオバコクラス (路上、冠水地植物群落)

Plantaginetea maioris TX,et Prsg. 1950

オオバコオーダー

Piantaginetalia asiaticac Miyawaki  1964

ミチヤナギ群団

Polygonion avicularis japonicac Miyawaki  19 64

アキメヒシバ群落

Digitaria violascens‐Ges.

ヒルムシロクラス (浮葉沈水植物群落)

Potamogetonetea(Potametea)Tx.et Prsg.  1942

アサザ群落

Nymphoides peitata‐Ges.

コウホネ群落

Nuphar japonicum‐Ces.

この他に、スギ植林、ヒノキ植林が記載されている。

野外施設の自然の現状 ― 谷戸の現存植生からの考察一

ll)谷 戸にみられる植物群落の推移をまとめてみると次のようになる。

●消滅したか消滅を懸念される植物群落

タコノアシ群落

水位変動がなくなり立地が乾燥化したことによる。谷戸が自然状態で推移 (時に大水で

流されたり上砂が堆積したりなどの状態)していれば、消滅することはなかったと推定され

る。池をつくり、水の流出を押さえたこと、止水壁によって水漏れがなくなり土壌の乾燥

化がすすんだことが原因となる。



チヨザサーアゼスゲ群集

地下水の湛水する場が減少したことによる。記録された生育地は人為的に作られた立地(1

の沼)で あり、同じ状況を永続的に保全するのはむずかしい。むしろ自然の立地を探すべ

きであろう。保全区域最上部の湧水箇所周辺が自然の生育域と推定される。

イワボタン群落

斜面が崩落することにより地下水の浸出する壁が破壊されたことによる。

セリ群落

水位が下がり立地が貧養化したことによる。もともと水田や水回放棄地の雑草群落なので、

耕作放棄した所では、持続しない。

●かつては一時的に生育が拡大したが、現在は減少または活力が衰退している群落

コガマ群落

流れのある湛水エリアの減少による。

マコモ群落、フトイ群落、ミクリ群落

水の汚染と湛水部の水位低下による。

アサザ群落

水の汚染と湛水部の水位低下による。

●生育が拡大または活力が旺盛になった群落

ハンノキ群落

ハンノキ林が成長 したことによる。

ヨシ群集

定期的刈り取りの頻度が減ったことと水位が下がったことによる。

サヤヌカグサ群落

水路が整備され、小規模ながら勢いのある流水域がふえたことによる。

セキシヨウ群集

沢沿いの斜面崩落がふえて流れの中の土砂堆積立地が増加したことによる。

●生育について特に変化がみられない群落

ハンゲショウ群落、シロバナサクラタデ群落、ススキ群落、アキノノゲシーカナムグラ群

落、ヘビイチゴーカキ ドオシ群落、コウホネ群落。

12)以 上のことから、この谷戸全体が、水回放棄地として湿潤、肥次地という特徴をしば

らくは持ち続けていたが、それがおおむね消滅し、谷戸本来の自然に推移しつつあると

判断される。

13)水 田耕作という直接的な影響が消滅すると、谷戸の植生を支える要因としては、地下

水の浸出 ・湧出状況、表流水の状況、斜面の状況、土壌条件、人為的影響などが重要とな

る。谷戸の上半部は、地下水位が高く表流水も多く湿原状態が続き、結果的に植生は、

水田放棄地時代と大きな変化はみられない。また、谷戸の下半部は、地下水位は高いが浸



出 ・湧出箇所は上半部ほど多くなく、土壌条件は乾燥傾向、安定傾向にあり、植生も乾

燥傾向 ・安定傾向を示す群落におきかわっている。

14)一方で、野外施設開設以来の運営方向として、谷戸全体を自然の推移にまかせるので

はなく、一部を人為的に湿地や水辺の状態にしておくこととしている。それは、植栽さ

れた特定の湿生植物や水生植物を、生育させるための湿地や水辺づくりであり、水田放

棄地が、自然の谷戸へと推移していく過程でみられる植物や植物群落を、保全するため

のものではない。

そのために、谷戸中央部に水をせき止める池をつくり、水を、時間をかけて少しずつ

全体にオーバーフローさせている。また、水漏れを防ぐため、 7つ の池に擬木止水壁や

コンクリート止水壁が造られ、水路も造られている。結果として、現在は谷戸下方部ヘ

の水漏れはなくなったが、それによって、池から下方部の乾燥化がより進んだと推定され

る。

151 これまでは、水田放棄地として谷戸全体が湿潤状態にあり、また池からも水漏れがあっ

て、下方部で、水の流れや種々の湛水域を確保するのは容易であった。しかし今後、谷

戸の安定化が進むと、現状のままでは、これまで目指してきた湿地や水辺づくりは困難

になると予想される。

今後の維持管理の方向を探るための提案

植生調査結果から把握される、野外施設の現状をふまえて、二つの今後の方向が考えられ

る。一つは、従来目指してきた、特定植物の生育を支える湿地環境を維持していくもので

あるが、これは今まで以上に、野外施設への管理強化となる。そして二つめの方向は、水

田放棄地であった谷戸の特性を生かしての、維持管理の方向である。以下に、それぞれに

ついて提案されている。

位)従 来目指してきたように特定種の生育を支えていく方向

① 自 然植生や持続群落の保全のために

タコノアシ群落を保全するには、水位変動のある湿潤状態を、確保することが必要である。

現状の管理方法のまま、タコノアシ群落生育地の条件を確保するのは、もはや困難であるが、

回の 1枚 を水田管理することで復元が期待できる。

チゴザサーアゼスゲ群集を保全するには、地下水の湧水箇所周辺に、浅い湛水エリアを

確保することが必要である。群落衰退エリアで確保するなら、湧水 ・水質の保全と池の深

さの保全である。管理をしない方向なら、保全区域最上部の自然立地で、推移をまつこと

になる。

イワボタン群落を保全するには、斜面の上部の崩落を押さえることが必要で、そのために

は、上方部の利用制限 (例、観察路の定期的ルート変更)や 斜面保全作業 (例、地表の植

被率を高めるための、沢沿いの高木伐採や下刈り)が 望まれる。



② 植 栽種やその群落の保全のために

コガマ群落を永続的に保全するのは基本的に困難である。推移にまかせるのが好ましい。

マコモ群落、フトイ群落、 ミクリ群落、アサザ群落を現在の生育地で保全するには、池

の水質保全と水位が確保されなければならない。そのためには、定期的に凌渫することが

必要となろう。しかし、基本的には、自然の推移の途上にある群落ではないので、推移に

まかせてもいいと思われる。

(2)従 来とは異なり、池沼や水田放棄地が、自然の谷戸へと推移する過程でみられる、種

々の植物群落を保全する方向

現在、池が7つ、沼が5つ作られ維持されているが、池や沼として確保するものを限定し、

まわりから自然に侵入してくる種を保全する。また、今回、いろいろな植物群落が調査記

録されたのは、主に池から下のエリアであるが、ここにおける個々の植物の見本園的運営

をやめ、水田雑草から水田耕作放棄地雑草まで、様々な群落が観察されるよう、維持管理

をしていく。具体的には、毎年耕絃し濯水をくり返す日、これを3年 ごと、 7年 ごとにく

り返す田をそれぞれ設け、それ以外は原則的に自然の推移にまかせるというもの。これによっ

て、今回記録された群落の大半は生育可能と推定され、自然観察園の今後の方向としても

好ましいものといえる。
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年

月

日

査調

表 1 ハ ンノキ群落夏季相
Tab.l  Alnus japOnica―Ces. Sommer―Aspek t

調査番号

亜高木層:高さlm)
:植被率(%)

低木層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第一層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cn)
:植被率(%)

革本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(rr)

出現種数

Datun d.Aufnahme

Nr.d.AuFnahme

崎he d.Baumschicht―(m)
Deckung d.Baumschicht―(%)
mめhe do strauschicht-2(cm)

Deckung d.Strauschicht-2(括)
崎he d.X「autschicht-1(cm)

Deckung d.【rautschicht-1は)
崎he d.【rautschicht-2(cm)
Deckung d.krautschicht-2(%)

ibhe d.Xrautschicht-3(an)

Deckung d.【rautschicht-3(%)

G崎8e d.Probeflache(Hr)

Artenzahi

Alnus japonica

P01y80nun thunbergii

Oenanthe javanica

Equlsetum arvense

Pllea mOngolica

Commelina communis

Miscanthus sinensls

Houttuynla cordata

Clechoma hederacaea var,81andis

Duchesnea chrysantha

Cynostemma pentaphyllun

Achyranこhes japonica

Attphicarpaea edgeworthii

Humulus japonicus

」u81ans allanthif0113

1冊patiens textori

P01y80nun sieboldii

５

　
８

６

５

　
８

０

９

　

　

　

３

８

　
１

３

１

７

３０

‐

１５

２

７

８

１

５

３

　

　

　

１

　

　

　

　

　

１

4

10

70

300

10

150

25

80

70

10

60

16

31

ハンノキ

ミツ
・
ツハ
‐

セリ

セリ

スギナ
スギナ

アオミス
・

アオミス
・

リユタサ

ツユクチ

ススキ

ト
・
クタ
・
ミ

ト
・
クタ
'ミ

カキト
‐
オン

ヘヒ
・
イチコ
‐

アマチヤツ
‐
ル

7マチヤツ
・
ル

アマチヤツ
・
ル

アマチヤツ
・
ル

とカダイブコス
・
チ

ヒカケ
‐
イブコス
・
チ

ヤフ マメ
ヤフ
‐
マメ

ヤフ
・
マメ

カナムク
・
ラ

カナムク
・
ラ

カナムク
‐
ラ

オニケ
・
ルミ

リリフネツ,

7キノウナキ
・
ツカミ

33   54

33   23

32    +
●     +

24    +
●     キ

+    +
●     +

十    十

●     +

+   11

●     +

●     キ

,   23

・     十

●     +

・
    1 1

・   22
・    12
●     +

●     +

。    12
・
    1 1

・   22

●     +

・
    1 1

2 2     ・

B

X2

【2

K3

【2

X3

【2

X3

Xl

【2

【1

【2

X3

K3

X3

B2

S

Kl

【2

K2

【3

S

Kl

【2

32

S

Kl

S

【2

【2

３

十

＋

・

十

・

＋

十

・

＋

２

＋

・

２

１

＋

２

２

３

２

１

１

３

十

十

２

２

＋

＋

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

　

　

１

１

　

１

１

３

１

１

１

２

　

　

２

２

３

２

＋

●

・

■

・

＋

・

２

２

３

・

４

３

十

１

・

＋

２

・

１

・

＋

１

１

・

＋

・

４

２

　

　

　

　

　

　

２

２

２

　

３

３

　

２

　

　

２

　

１

　

　

１

２
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アシホ
・
ツ

アシホ
・
ツ

ヨモキ
・

ヨモキ
・

ヨモヤ
・

ヘクツカス
'ラ

ヘケツカス
・
ラ

ヘクツカス
・
ラ

ミクリ

ケ
'ン
ブショ'コ

セイタカ7ワタ
・
チツウ

チチ
・
ミサ
・
サ

Iノキ

ヤマタ
・
ワ

7メリカセンタ
・
ンク
・
サ

ヨフ
・
ナリ
'サ

ネコ,メツサ

7カハ
・
ナ

コカ
'マ

オヘと
・
イチヨ

イ

トタ
・
シハ
・

イホ
・
クサ

コ] メカ
・
ヤツリ

ヤハガッウ
ヒメクク
・

タコブアシ

クサヨシ

カヤツリク
・
サ

ヤマブイモ

コ ウツ

トコロ
スス
・
メブとエ

イスリラと
'

イスト,,fナ

イヌトウ′ドナ

リュウブヒケ
‐

フシ
‐

コ7カツ
コ7カツ

ヤフ
・
ラン

テンツキ

カラムシ

カントウヨメナ

オオフ
Ⅲ
タクサ

7サ
・
ミsP.

イネ呑斗sp.

ヌマ〕
・
ヤ

とメヨウツ
・

ツル'メモト
‐
キ

Aufn. Nr.1 : Aufn.

Aufn. Nr.2,3,u.4 :

【2

X3

Kl

【2

X3

B2

S

【1

【2

【2

Kl

X2

B2

S

【

【

【3

【

K

X 3

【

【

【

k

K

【

【

Xl

【

Xl

【

K3

X

X2

X2

X3

【3

S

Kl

【2

X3

K

K2

【2

【1

X2

X2

X2

S

S

十

12

+

十

■

十

+

十

■

+

von. Y.【awaIIlura

Aufn. von. S.Ohtsu,A.【adowaki u. Y.Karasawa

Microstegiun vittineun var,polystachyuIE

Artealisi a princeps

Paederla scandens var.lnal re l

Sparganium stoloniferu81

Ceraniun thunbergii

Solldago altissima

Oplismenus undulatifollus

Celtis sinensis var.japonica

Morus bollbycis

Bidens frondosa

Arthraxon hispidus

ChrysospleniurR 8「ayanurl

Epilobiutt pyrricholophu皿

Typha orientalis

Potentilla kleiniana

」uncus effusus var.decipiens

Arundinella hirta

Aneilena keisak

Cyperus iria

KulBnerowla striata

Cyperus brevifolius var。  lelolepis

Penthorun chinense

Phalaris arundinacea

Cyperus microlrla

Dloscorea japonica

Carex ttaxinowiczll

Dloscorea tokoro

Paspalull thunbergii

Athyriunl niponicull

Clinopodium Elicranthum

Ophlopogon japOnicus

Wisteria floribunda

8oehmeria spicata

Liriope platyphylla

Finbristylis dichotoma

Boehmeria nipononivea

Kalinerus pseudoyomena

ArBbrosia trifida

Cirsiull sp.

Cranineas sp.

Molinia japonica

Broussonetia【 azinoki

Celastrus orbiculatus

■

＋

・

２

１

■

●

・

・

・

・
十

２２

・
２‐

＋

．
＋

２２

‐２

‐２

４４

＋

Ｈ

+2
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年

月

日

査調

表 2 ハ ンノキ群落春季相
Tab.2  Ainus japOnica―Ces. Fruhling―Aspekt

調査番号

亜高木層:高さ(m)
:植被率(%)

低木層:高さ(cn)
:植被率(%)

草本層:高さ(cm)
:植被導(%)

調査面積(Hf)

出現種数

Datun d.Aufnahme

Nr,d.Aufnahme

崎he d.Baumschicht―(m)
Deckung d.Baumschicht―(%)
lbhe da Strauschicht―(cm)
Deckung d.Strauschicht―(%)

的he d.【rautschicht―(cm)
Deckung d.【rautschicht―(%)

GttBe d.Probeflache(Hf)

Artenzahl

Ainus japonica

Poa acroleuca

Bromus cathartics

lxeris debilis

Arte冊lsia princeps

Vicia angustifoia var,seget31iS

Youngia japOnica

Erigeron philadelphicus

Brachypodiun sylvaticum

Glechona hederacaea var.glandis

Sedum bulbiferum

Runex acetosa

Miscanthus sinensis

Equisetum arvense

Oenanthe javanica

Carex maxlrRowicZl l

Carex parciflora var.llacroglossa

Lapsana hunlills

Microstegiutt vinineull var,p01ystachyun

Duchesnea chrysantha

BrO冊uS rerF10tiflorus

lxeris dentata

Cerastium holosteoides var.hallaisanense

Ceraniun thunbergii

Astragalus sinicus

Festuca parvigluma

Trisetum bifidu冊

Cirsium japonicum

Ranunculus cantoniensis

Carex phacota

Commelina collmunis

８

５

９

８８

５

９

ハンノキ
ハンノキ

ミデイチゴツナギ

イヌムキ
‐

オオン
‐
シ′ドリ

ヨモキ
'

カラスブIント
‐
'

オニタと
‐
ラヨ

ハルシ
・
ョオン

ヤマナモシ
い

カキト
・
オシ

ヨモチマンネン

スイハ

ススキ
スギメ

セリ
コ
・
ウツ
ヨン
・
ュス
・
スケ
‐

ヤフ
・
夕と
'ラ
ヨ

7シホ
'ツ

忙
・
イチゴ

キツネカ
・
ヤ

_力
・
ナ

ミミナク
‐
サ

ケ
'ン
タシヨウ]

レンダ

トポシオ
・
ラ

カニツリク
・
サ

ノ7サ
'ミ

ケキツネノホ
い
タン

アオコ
‐
,ソ

ツユクサ

Aufn. Nr。1-2

B2

S

【

【

【

【

K

K

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

k

【

【

R

【

【

【

【

【

【

K

【

【

【

３

　

　

　

　

　

６

８

３

０

０

０

　
０

０

８

５

７

　
４

８

２

２

＋

＋

２

＋

＋

１

　

　

　

１

45

22

12

+

33

12

+

22

+2

22

23

+

12

33

22

22

12

12

33

23

22

+

+2

+

+

４

１

２

２

＋

３

キ

＋

３

２

３

＋

＋

キ

４

２

２

２

　

３

　

　

３

１

２

: Aufn. Von. Y.【awamur a
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表3 ヨ シ群集
Tab.3  Phragtlitetu■ 3uStralis Sch回31e 1939

調査年

月

日

調査番号

草本第一層 :高さ(c回)

:植被率 (%)

草本第二層 :高さ(cm)

:植被率 (%)

革本第二層 :高さ(cコ)

:植敏事 (%)

調査面積 (nf)

水深 (ca)

出現種数

1  2  3  4  5  6

230   200   280   350   180  300
100   15  100   70   60   70
130  120  120   90  150
100   75   80   50   90
30                  8
20                40

25   15   12   9    12   10
3               3

3   19   15   19   11    4

D3tutB d.AuFnahtte

Nr.dすAufn3 『`e

路he d.Xrattschicht l(c口)
Deckung d.Irautschicht-1(】)
lbhe d.Iraulschicht-2(c口)
Deckung d,XrauLSChicht-2は)
崎he d.【ra」tschicht-3(cm)
Deckung d.【rautschicht-3は)

G南8e d.Probefldche(甫)
Wassers↓and(cm)

Artenz3hl

ヨン
ミアツハ
‐

ミデツハ
‐

ミデツハ
‐

ツリフネツサ
リリフネツ,
7オミス
‐

アオミス
‐

カキト
・
オン

"辛卜
・
1シ
ス辛
・
ナ
スキ
"ナ

セリ
セリ
セリ

ツユケ,

アシポツ

ドクタ
'ミ

ハンブキ
セカゲブイブヨポす
ヤフ
・
マメ
ヤラ
・
マメ
ヤフ
・
マメ

7キルナギツぶ
夕'ヨン
ミクリ
アメリ〕センタ
‐
ンタ
‐
'

オゼ イチゴ
ヘヒ
・
イチヨ
・

ヤデ〕ンデ,
ヨモギ
77チヤデル
Iブヤク
・
す

カナなケ
・
ラ

ケ
・
ン′ショ'コ
ンロボ舟クラタデ
センダンゲ'
すゴT,

ツルマメ
トコロ

ネ],メツ,
ハルシ
・
ョオン
けゲショ,
ヒメデギン
ヒルメオ
ハタツサス
・
ラ

ヘケツカス
‐
ラ

マヨモ
マヨモ

ミガタマツ'
ミツ〕由f
ヤフ
・
力
・
ラン

55   21
+2    ・
・   54

・    23

・
    1 1

95   95

10    8

18   30

38

95

8

16

95

9

13

【1
Xl
R2
X3
X2
【3
X2
【3
【2
X3
X2
【3
【1
X2
【3
【2
【2

X2
Xl
X2
【1
【2
【3
【2
【2
【2
【2
12

【2
【2
【2
X2
【1
【2
12
【2

X2
【2
【2
【1
【3
【3
【2
Xl
12
Xl
【2
【1
【2
X2
Xl
【1

22

5   33   44   44

5   44   33   22

・
    1 1      ・

     ・

・     +    11     ・

・     ・
    1 1      ・

Ph「agnites cottnuni s
PolygonRI口 thurlbergi i

lRPatiens textori

Pllea tton801lCa

Clechotna hederacaca var.81andis

Equlsetum arvense

Oenanthe javanica

Can口elina contBunis
MicPostegiun vi口ine」田var,Polys,achッu■
loutluynia cordata
Ainus japonica
lchyranthes 」aponica
Attphicarpaea edge中Orthii

Poly8onun sieboldii
Phalaris arundinacea
Sparganiu口 stoloniferulB
Bidens frondosa
Potentil13 kleiniana
Duchesnca chrysantha
letteroc311lS fulva var.kwans。

ArteDiSia princeps
Gynoste口■a pentaphyllulB
Acalypha australis
H u l l u l u s  j a p o n i c u s

C e r a n i u l l  t h u n b e r = i i
P01y80nulR j3pOniCun

31dens biternata
l s a c h n e  g l o b o s a

Clycine soja
Dloscorea tokoro
Chrysospleniutn grayantlコ
Erigeron philadelphicus
Saururus chinensis

Erigeron annuus
Calystttia japonica
Paederia scandens var.mairei

Zizania latifoha

Circaea mollis
Lythru■ anceps
Cayrati a」aponica

42    ・     ・     ・     ・     ・

・     ■     ・     ・     ・    34

・   ・   ・   ・
  1 1   ・

Auf■. Nr.1 : Auf■. vOn. Y.【3Wallura
Auf■,Nr.2-6:Auf■.von.S,Ohtsu,A.【adottati,Y.Rarasawa u.Y.【卸attura
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表 4 ョ ガマ群落
Tab.4 Tvpha o「ientalis―Ces.

調査年
月
日

調査番号

車本第一層:高さ(Cm)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(Hf)

水深(cm)

出現種数

70  100   100  100  180   150  100

100   20   50   50   30   20   30

50   50   30   50   50   50

85  100   100  100  100   80

25   25   25   25   15   100   36

Datum d.Aurnahme

Nr.d.AuFnahme

H∞ed.Xrautschicht-1(cm)

Deckung d.Rrautschicht-1(%)

陶he d.Xrautschich↓-2(cm)

Deckung d,Xrautschicht-2(0/c)

Gttne d.PrOttf lache(nf)

Wasserstand(cm)

Artenzahl

Typha oricntalts

Epi10bium pyrricholophum

ArthraxOn hispidus

Oenanthe javanlca

」uncus ieschenauitil

P01y80num sieboldii

Equlsetum arVense

Pilea mong01ica

Potentil13 kleiniana

Cammelina communis

PolygonuDt thunbergii

」uncus effusus var.decipi

Aneilella keisak

lmperata cylindrica

lsachine 81obosa

lrRpatiens textori

Arundinella hirta

Ainus japonica

Cyperus serotinus

Polygonum nippOnense

Bidens frondosa

Stachys japonica var.intermedia

Hemarthria sibirica

Scirpus triangulatus

Houttuynia cordata

Scirpus tabernaemontani

Phragmites communis

Lactuca indica

Microstegium vimineum var.polystachyurR

Cyperus 810bOSus

Scirpus wichurae

Cyperus microiria

Hypericum iaxum

Cyperus lrla

Carex maximowiczii

Miscanthus sinensis

Paspalum thunbergii

SolldagO virga― aurea ssP.asiatica

Panicum bisulcatum

Eupatorium sachalinense ssp.chi n. vt simpl.

kummerowia striata

85

11

5

1

85

10

30

3

85

10

30

4

5         TR  NAS

ヨカ
'マ

アカボナ
コデナゲ,
セリ
アオヨウカ
・
イセ
・
キショウ

ア半′'ナキ
・
ツカミ

スキ
'ナ

アオミガ
オヘヒ
`イ
チヨ
‐

リユタサ
ミツ
・
ツ,f

イ
イドクけ

チカ
‐
ヤ
チカ
・
ヤ
チヨ
‐
サ
・
サ

ツリフネツウ
トダシポ
′ツ′キ
ミス
・
力
‐
ヤツリ

ヤブネケ
も
,

アメリカセンタ
・
ンケ
・
サ

イヌヨ
・
マ

,シブシッドイ
オンオ
・
レイ
ト
・
クタ
‐
ミ

フトイ
ヨシ
アキブ,ケ
さ
シ

アキ′ブダシ

アシポツ

アセ
‐
力
・
ヤツリ

アフ
・
ラ古
`ヤ

カヤツリク
‐
,

コケオトキ
・
リ

コゴメカ
・
ヤツリ

ゴウツ
ススキ
スス
‐
メ,ヒエ
セイタカ7'ダチツ'
ヌオキヒ
‐

ヒヨドリドナ
ヤAポツサ

21   22   45

+    +   44

■2   33   12

Ⅲ   22   34

■2   12    ・
・     ・    12
・     ・   44
・   22    ,
●     ●     +

Ⅲ   22    ・
・   55     ,

45     ・     ・

11    12

12   21

33   45
・   22

■2   ■2

22   22

24   12

12   23

23    +

22     ・

34

22

22

23

45

22

年

24

12

Xl

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

Xl

k2

k2

k2

Xl

Kl

Xl

k2

Xl

k2

Kl

Xl

k2

Xl

kl

Kl

k2

k2

Xl

ll

Kl

k2

X2

X2

【1

Xl

Kl

X2

Xl

k2

33

12

22

45

12

14

33

22

33

12

34

33

12

12

12

22

十

32

44

12

22

22

+

34

+

+

12

+

+

12

33
・   55

+     ・

・    21

,   11

,     十

●     +

・   +2

■     ・

23   23

11     ・

22    ・
・    12

11

+

45

・     ・      十

・   45   33

+     ・     ・

・   21    ,
・     +     ・
・   21    ・

十     ・       ・

22    ・     ・

12     ・     ・

・    ・   ■2

,      ・    12

・     ・    12
・     ・    12

・     ・     十

AuFn. Nr, 1-7 : AuFn. von. Y.Xa77amura
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表 5 セ リ群落
Tab`5 0enanthe javanica―偉s.

年

月

日

査調 95

10

18

1

1    8   25    9   15

2                   15

4    6    12   10   11

33    ・     ・    ・   55
・     ・   55   12    ・
・   22    ・     ・    ・

21     ,     ・     ・     +
・   23   11   44    ・

85   85
10    11

29    5

85

11

5

D3しun d.Aurn3htRC

調査番号

草本第一層:高さ(c冊)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(Rf)

水深(c口)

出現種数

7  8  9  11r.d.lufnahme

20   120   30   100   10   60

60   20   20   30  100   100

50   15   50
20   100   100

10

90

lbhe d.Xrautschicht-1(m)

Deckung d.【rautschicht-1は)
lbhe d.【rautschicht-2(伽)
随ckung d.【rautschicht 2は)
lbhe d.【rautsc iヽcht-3(m)

DecXじng d.【rautschichぃ9は)

G崎8e d.Probeflsche(nf)
Wasserstand(ctB)

O o n a ■t h e  j a v a n i c a

Poly【onuln thunber=11

ChrysosPleniulB GrayanuIB

Arthraxon hispldus

Bidens frondosa
P01y80nun sieboldii

Poly8onum nipponense

Epi10biutB pyrricholophum

lsachne globosa

Equisetum arvense

Panicum bisulcatu皿
Pilea mor1801iCa

」uncus effusus var,decipiens

Echinochloa crus-3111

R3nunCulus canしoniensis

Cyperus iria

Phragtnites communi s

P01y80nun longisetun

S p i r o d e 1 3  p O l y r h i z a
Typha orientalis

Lcersi a sayantlka

Cammelina contttnis

Ainus japonica

Cyperus brevifollus var. lelolepis
Cyperus serotinus

」uncus ieschenaultil

Cyperus 81obosus

Scirpus wichurac

Stachys japonica v3r.internedia

Anellema keisak
Po↓entilla kle10iana
Cyperus tRicrol,la

Sci「pus triangu13tuS
Carex tlaxllBo中lCZl l

Cardanine flexuos3

1tBpatiens textori

Saurus chinensis

Finbristylis lniliacca

Scirpus taberaaeFROntanl
【ummero甲la strlaしa

セリ
セリ
セリ

ミツ
‐
ツハ
‐

ミツ
・
ツハ
・

ネヨアメツ,
ネヨ′メツ)
ヨ,・ナク
‐
,

アメリ"センタ
・
ツク
・
,

アキブルギリぶ
ヤ,ネク
‐
サ

7'ハ
・
ナ

チゴ,・サ

スキ
‐
ナ
スキ
‐
ナ
スキ
‐
ナ

ヌ〕キピ

アオミズ

ア子ミズ

イ

イヌと
い
I

ケキツネ′ホ
さ
タン

ヨ」
・
メカ
｀
ヤツサ

ヨシ
ヨン

イカデ

,キク'
ヨ"'7

チヤヌ"ケ
・
サ

リユケ'
ハンブキ
とメクタ
・

ミス
・
す
°
ヤリリ

アオヨ'〕
‐
イセ
‐
キショ,

7セ
・
)・ヤリリ

アア
‐
ラナ
‐
ヤ

イヌゴマ

イホ
・
ク'

オ忙
・
イカ
・

カヤツリケ
・
,

オン〕
・
レイ
ヨ
・
,ツ
タネツケハ
‐
ナ

リリフネツ,
nッヶ
・
ショ,
とすリヨ

フトイ
ヤハス
‐
ツ,

34     ・     ・     ・
,    23   12    +

・    ・   22    ・

12   11

・   34
12     ・

・   12

■2   22

12   +2

22   55

22     ・     ・     ・

・    +   +2    ・
・    12     ・     ・

・   ■2    ・    ・

・   11    ・   ■2
・     ・    12     ・

・     ・    12     ・

11

k2
13

kl

k2

kl

k3
k2

Xl
kl

k2

【2

k2

kl

12

k3

kl
12

k3
kl

kl

kl

kl

kl
k2

kl

ll

に1
12

kl

kl

k2

kl
k2

k2

12

33    ・    ・

・    22     ・

12     ・     ・

12    ・    +

Ⅲ2     ・     ・

・    ・   23

1 1     ・

十       ・
        ・

23

12

,     ●     ●     ●    ●    ●    ●   ■2

k2

kl

kl

12

22
+2

■2

Aufn. Nr.1 : AuFn. vont S.OhtstI,A.【adottaki u, Y,X3reSa■6

AuFn. Nr.2 : Aufn. von. S.Ohtsu u. A.【3dottaki

AuFn.Nrt 3-9:Aufn.von▲Y`【awanur a
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年

月

日

査調

表 6 チ ゴザサーアゼスゲ辞集
Tab,6  1sachno―Caricetum thunbergil
ltiyawaki et Okuda l研2

調査番号

草本第一層:高さ(cm)
:植被申(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被韓(%)

調査面積(耐)
水深(cm)

出現橿数

アセ
・
スケ
・

フトイ

チヨ
・
サ
・
け

チカ
・
ヤ

スギナ
セリ

ヤハス
・
ツ,

AufB, Nr.1 : Aufn. von. Y.Xattamura

表 7 ハ ンゲシヨウ群落
Tab.7  Saururus chinensis Ces.

調査番号

草本第一層:南さ(cm)
:植被導(%)

草本第二層:高さ(c口)
:植被率(%)

調査面積(nf)
水深(cm)

出現種数

けダショ,
マツドイ

アどムシロ

チヨ
・
サ
`サ

スギナ
セリ

ヤブネク
‐
サ

チカ
・
ヤ

ケキツネ′ホ
・
タン

アオヨ,ガイセ
・
キショ,

ブミブフスマ

イ
コ
・
ウツ

タネリケドナ

′,カシ
ハリイ

アカドナ

DatulD d.Aufnahme

Nr.d,Aufnahme

rbhe d,xrautschicht-1(印)
Deckung d.【raulschichい1(X)

陶he d.Rrautschicht-2(cm)

Deckung d.【rautschich↓-2(X)

6おne d.ProbeF lsche(市)
口3SSerStand(cn)

Artenzahi

Carex thunber81i

S c i r p u s  i a c u s t r i s

lsachne g10bosa
lmperata cylind『ica

5quisetu口 arvens e

徒nanthe javanica

XulRRlerOwia striata

年

月

日

査調 88    Datun d.AuFnahme

5

ll

l     Nr.d.AuFnahme

40     1bhe d.【rautschicht-1(cm)

40    Deckung d.Xrautschicht-1(%)

20  1bhe d.【rautschicht-2(cm)

90    Dec【ung d.【rautschicht-2(X)

9  CttBe d.Probef ttche(Hf)

O  Wasserstand(c口 )

17     Artenzah l

31     Saururus chinensis

33     Eleccharis acicularis var.longiseta

34     Lobella chinensis

33     1sachne 81obosa

33    Equlsetunt arvense
22    0enanthe javanica

23     Polygonu81 nippOnense

22     11Rperata cylindrica

12     Ranunculus cantoniensis

12     」uncus ieschenaultii

12     Stellaria alsille var.undulata

12     Juncus efFusus var,deciPiens
+2  Carex maximowiczii

キ    Cardamine flexuosa
キ     Euphorb18 3denOChlora
+     Eleocharis congesta

十     EPilobiu8 Pyrricholophum

kl

k2

k2

k2

に2

k2

k2

kl

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

k2

Aufn. Nr.1 : Auf■. von. Y.kawa口ura
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表 8 タ コノアシ群落
Tab.8  Penthorun chinensis―Ces.

調査年
月
日

調査番号

低木層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(f)
水深(cm)

出現種数

130

10

40   15   50   20

85   40   90   70

Datun d.Aufnahme

Nr.d.Aufnahme

陶he do Strauschicht―(cm)
Deckung d.Strauschicht―(%)
崎he d.【rautschicht―(cm)
Deckung d.【rautschicht―(括)

Gttne d.Probef lache(甫)
口assers tand(cm)

Artenzahl

‐２

船

タコブアシ

トキワハセ
・

チオ
・
ヤ
セリ
コ ,ツ
コル
‐
マ

チヨ サ
・
サ

ハルシ
‐
ョオン
ケキツネブホ
・
タン

スキ
‐
ナ
オヘヒ
・
イナコ
・

ブミブフスマ

ヤハス
・
ソウ
イ
とメシ
'ョ
オン

ト
・
クタ
・
ミ

ヤブネク
・
サ

オオドコ

レンデ

カラスブエント
・
ウ

オニタビラコ
ニカ
・
ナ
スス
・
メブカタヒ
・
ラ

メヒシハ
・

ヤフ
・
マメ
コモチマンネン

タネツケ,ドナ
ハンブキ
ヨモ辛
・

ヤマカモシ
・

ヘヒ
・
イチゴ

オキト
'オ
シ

ハ,ロダサ
ブイドラ
カントウヨメナ

キュウリク
・
サ

′ッゲショウ
7オヨ'力
・
イセ
・
キショウ

ミミナク
・
サ

イホ
・
クサ

23   13   12

+    +    +

23   +2   23

33   33   12

23   12   22

22    ・    12

12    ・   12

12    ・   33

Ⅲ2   +2    ・

44   13   22
・    +   12

12    ・     ・

・   12    ・

Penthorun chinense

Hazus pumilus

lmperata cylindrica

Oenanthe javanica

Carex maxlmowiczll

Typha orientalis

lsachne globosa

Erigeron philadelphicus

Ranunculus cantoniensis

Equisetum arvense

Potentilla kleiniana

Stellaria alsine var.undulata

Xummerowola strlata

」uncus effusus var.decipiens

Erigeron annuus

Houttuynia cordata

P01y80num nippOnense

Planta80 asiatica

Astragalus sinicus

Vicia angustiforia var.se8etalis

Youngia japonica

lxeris dentata

Poa annua

Digitaria adscengens

Amphicarpaea edgeworthi i

Sedurl bulbiferu81

Cardamine flexuosa

Ainus japonica

Artemisia princeps

Brachypodium sylvathm

Duchesnea chrysantha

Clechoma hederacaea var.81andis

Cnaphalium affine

Rosa multiflora

【alimeris pseudoyomena

Tri80notis eduncularis

Saururus chinensis

」uncus ieschenauitii

Cerastium holosteoides var.hallaisanense

Aneilema keisak

12

+

+2

+

・    12    ・
・    12    ・
・     ・    十
・     ・   22

+    +    ・
・   12   +2

・     +     ・      ・

・    十     ・      ・

・    12    ・      ・

・     キ      ・      ・

・     +     ・      ・

・    +    ・      ・

・     +     ・      ・

・     ・      十      ・

・     ・   33    ・
・     ・    12    ・
・     ・    12    ・
・     ・    12    ・
・      ・     +     ・

・     ・      十      ・

●     ●      ●     +

・     ・      ・     十

●     ●      ●      +

●     ●      ●     +

・     ・      ・     12

・    ・     ・    22
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９
　

年

月

日

９

ｂ
・

査

表

Ｔａ
　

調

サヤヌカグサ群落
Lcersia savanuka―Ces.

十

■

十

十

+

+

十

十

+

Aufn. Nr.1,2,4 u.5 :Aufn. vono S.Ohtsu,A.【adowaki u. Y.Karasawa

Aufn. Nr。3 :Aufn. von. Y.Kawamura

Datun d.Aufnahme

Nr.d.Aufnahme

陶he d.【rautschicht-1(cm)
Deckung d.【rautschicht-1(%)
的he d.Krautschicht-2(cm)
Deckung d.Krautschicht-2(%)

CttSe d.Probefiache(8f)
押asserstand(cm)

Artenzah i

Lceresia savanuka

P01y80num thunbergii

Oenanthe javanica

Equisetull arvense

lmpatiens textori

Bidens frondosa

Pilea mongolica

Microstegiun vimineum var.polystachvum

lsachine globosa

CamRlelina corlmunis

Houttuvnia cordata

Clechona hederacaea var.81andis

Arthraxon hispidus

P01V80num nippOnense

Miscanthus sinensis

Artetlisla princeps

Achyranthes 」aponica

」uncus effusus varedecipiens

Cyperus serotinus

Panicum bisulcatum

Scirpus triangulatus

Typha latifolia

Eupatoriun chinense var, simplicifollum

Carex japOnica

５

８

３

８

１

２

調査番号

草本第一層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(ポ)
水深(cm)

出現種数

８

０

８

０

サヤヌカク
‐
サ

サヤスカケ
Ⅲ
サ

ミデツボ

ミツ
・
ツ,f

セリ
セリ
スキ
・
ナ
スキ
・
ナ
ツリフネツウ
ツリフネツサ

アメリカセンタ
・
ンケ
・
サ

アメリカセンタ
'ン
ク
'サ

7オミガ

7オミポ

アシホ
・
ッ

7シドツ

チコ サ
・
サ

チヨ
・
サ
・
サ

ツユクサ

ト
・
クタ
‐
ミ

カキト
・
オン

コフ
・
ナク
・
サ

ヤノネク
‐
サ

ススキ
ヨモキ
'

とオダイブコガチ
イ
ミス
‐
力
'ヤ
ツリ

ヌ方キヒ
‐

カン方
・
レイ

オ
'マ

カ
'マ

とヨト
・
リハ
・
ナ

ヒコ
・
クサ

54   44    ・
・     ・

   1 1

+   33    ・
・     ・   44

32   11   ・
・    ・   23

12   11     ,
・    ・   22
・     +     ・
・     ・      十

+    +   12
・     ・

    1 1

,     1 2      ・

・     ・
   1 1

1 2      ・     ・

十     ・      ・

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

k2

kl

kl

kl

kl

kl

kl

kl

kl

kl

kl

kl

k2

kl

k2

kl

kl

1 1

5 5

４

■

十

＋

＋

・

・

＋

１

＋

２
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表10 シ ロパナサクラタデ群落
Tab.10 Persicaria jaPonicattes

年

月

日

査調

調査番号

草本第
一
層 :高さ(c■)

:植被平 (%)

車本第二層:高さ(m)

:植被率 (%)

車ホ第二層:高さ(印)

:植被騨 (%)

調査面積 (「r)

ホ深 (cn)

出現種数

D a t u n  d . A u f n a h l D e

Hr.d.AuFnah口e

lbhe d.【rautschicht-1(cm)
Deckung d.【rautschicht-1は)
ibhe d.Rrautschicht-2(9m)
Decku■8d.【raulschicht‐2(1)
lbhe d.Irauischicht-3(伽)
Deckung d.【rautschicht‐3は)

crOne d Pttbemache(nf)
申asserstaFld(Ctn)

Arte■2abl

P01y80■utt japOnicuロ
Isachine 810bOSa

Pllea ttOngollca

Polygonum sieboldil
6ynos letR,a pentaphyllun

CtechotB3 hederac3ea Var giandis
Oenanthe javanica
Canmelina cOmmunis
I口Patiens textori
Paederia scandens var.印airei

Duchesnea chysantha
POly80■un thuRbergil
Amphicar,3ea ed揮的rthil
lrtenis13 prinCeps
llicrostegiu口 vitti neull vart,01ystachyせ■
Scirpus wichurae
」せncus effusus var.decipFerls
Stachys japonica var,1■lertDedi 3

Poル忠mug i3pathifolluロ
Xanthi88 canadeflse
Potentilla kleiniana
l u t t u l u s  j a p O n i c u s

A8PoPyrOrl tsukushiense var trallsiens
Typha latifolia
Brcl口us,3uCiflo「us
Cerani」印lhunbergii
Equisettln arvense
S01id38o 31tiSSi口a

Sorgh」n h31epense

Bidens biternat3
Pen↓horu口 chinense
lnperat3 Cylindrica
Clycine stta
Dioscorea tokOr0
A r u n d i n e l l a  h i r i 3
CirsiuB IlippOnicutl vart incoaptun
llou↓tuynia cOrdata
Rubus parviforius
Rosa nul↓iflora

Eupatoriu口 chinense var.si口pliciFoliulE
Oenothera stricta
SParganiun sto10rliferuln
Siegesbeckia puttscens
Polygonutt nipPonense
Cala『agrostis epigelos
PhraglDlleS Co■ttu■ls

2

170

6

130

100

30

6

16

シEド"クラタデ
チゴす,

アrミス
・

アオミス
・

Rブ,力
・
り,ミ

アマチヤス
・
ル

アマチヤリ
・
ル

,キト
・
,シ
セリ
リユタ'
ブ'フトツ,
Aクツ"ポラ
Aケツ)ス
・
ラ

ヘビイチヨ
・

ミツ
・
ツn・

ヤフ
・
マメ
ヨ【キ
・

7シホ
・
ツ
アフ
・
ラカ
・
ヤ

イ
イスコ
・
マ

イヌ]マ

イオイメタテ
‐

1オオナモミ
オヘt・イす]・

カナムク
‐
ラ

〕ナムク
・
ラ

カミシ
・
夕
・
,

)・マ
キリネ〕
・
ヤ

ケ
・
ンブシヨ'ヨ
スキ
・
ナ
セイタ対7'夕
‐
チツ,

セイタ〕7'夕
・
チツ'

セイ戸ンモDン

センタ
・
ンク
・
'

タコ'7シ
チカ
・
ヤ
リルマメ
トヨE
卜,ⅢシA・

卜ヽ7'・ミ
ト
・
クタ
‐
ミ

ナリン0イすヨ
‐

アイドラ
ブィ′r,
t3ドリA・ナ
リヨイア,
ミケサ
メナモミ
ヤブホタ
°
,

ヤマ7'
ヨン

k2
k2

12
k3
k2
13
k2
R3
k2
12
k2
kl
k2
13
k2
12
12
kl
kl
12
k2
k3
12
k2
12
k2
kl
12
Xl
k2
k2
12
kl
k2
12
k2
12
12
k2
k3
k2
k2
k2
k2
11
k2
kl
12
k2
k2
k2
k2
11

22

11

23

12

11

11

33

43

12

29   31

22   44
23   54

33

21

23

23

・    12

・    +2

22     ・

1 1   ・

22  ・
・    12

AuFn.N「,1-2:Aufn.von.S.Ohtsu,A.X3doWaki,Y.【 arasawa u.Y.【awa口ura
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表11 ス スキ群落
rab.1l   ltiscanthus sinensis―Ces.

年

月

日

査調

Xl

Xl

【2

Xl

X2

Xl
【2
Xl

Rl

12

111

Rl
【2
【l

【1

【2

【2

【2

Xl

【1

X2
Rl
【2

【1
【1

【1

【1

【2
Xl

【1

【2
【1

【1
【1

【2

Xl

Xl

R2

Xl

Xl

【1
k2

X2
【1

【1

【1
【2

【1

X2

【2

【2
【2

95
9

13

55

11

11

11

12

Datuはd.Aufn3h□e

2     N「.d.AuFnahtne

200  陶 he d.Xrautschich,-1(cΠ)
80  Deckun8 d.【 rautschicht-1は)
lbhe d.Xrautschicht-2(cm)

Deckung d.krautschicht-26)

10  GttSe d.Probef 16che(nf)

23     Artenzah i

44     11isca■thus sinensls

12     Clechoma hederacaca var.81andi s

+2  Houttuynia cordata

ll     Paederia scandens var.marire i

+     POly80nulD thunbergi i

+     Artenisia princeps

キ     Akebia quinata
+     Athyriull ■iPonicuロ

23  1umulus japonicus
■2     Cynostemma pentaphyllun
・     Heloしhria japonica
・  O e n a n l h e  j a v a n i c a
・     C●E口rlina cotRIEuniS

l l   A c h y r a n t h e s  j a p O n i c 8
・     Amphicarpaea edgewOrthii

+  Dloscorea japonica

i  Salvia japonica
t     Deutzia crenata

ll     」u813■S ailanthiforia
・     Dloscorea tokoro

+  8ercheRia racetts3
42     Carex sachalinensis var.duvaliana
・     Ceraniu口 ↓hunbergi i
23     8oehmeria spicata

12     Cynanchun sublanceo13↓un Var.obtusullE
・     lndi80fera pseudo―tinctoria

■     しonlcara japOnica
・     Clematis lerniflora

+2     0,1lsmenus undu13tif01lus

,    Clycine soJ3
・     Arundinel13 hirしa
・  R u b u s  p a r v i f o l i u s
・     Ac81■etia indica
+   D e s t 8 0 d i u l D  o x y p h y l l u m

+     Rosa lRultiflora
・     Thelypteris ほlanduligera

・     口isteria fioribunda
・     Cyclosorus acuntrlatus
・     beptogralntBa po20i SSP,molllssi口a
・  Lspedeza cuneata
・     Sangutsorb3 0ffiCin31iS

調査番号

草本第一層:高さ(cm)
:植被率(%)

草ホ第二層:高さ(cm)
:植被導(%)

調査面積(「r)

出現程数

ススキ

カキト
‐
オシ

カキト
`オ
シ

ト
・
″タ
ヤ
ミ

ト
・
″夕
・
ミ

Aタツカポラ
ヘタツ〕ポラ

ミツ
‐
ツポ

ヨモギ
ヨモギ

アケと
‐

イヌワラと
い

イヌリラと
い

カナムク
・
ラ

7マすやス
・
ル

スス
・
メ'リ

セリ

リユタ'

め,‐イカポチ

ヤフ
・
7メ

ヤフ
'マ
メ
ヤマブイモ

ヤマブイモ

アキブタムラツ'

,ツキ
・

オこク
・
ルミ

オこ卜
‐
ヨロ

オこ卜
・
ヨロ

'マヤナキ
・

ケスゲ

ケ
‐
ン′シヨウヨ

ヨ7カツ
ヨド′カモメス
・
ル

コマツチヤ
'

コマリナキ
'

スイカス
・
ラ

セツこンツサ

センこンツ'
すす
‐
ミ,・'

リカマメ

トタ
・
シハ
・

ナワシロイナゴ

ナンハ
・
ツキ
‐
セ乃

ヌスと
'ト
ハ寺
・

ブイハ
・
ラ
ゆゴシタ
・

巾ゴカ
・

フシ
・

ホシタ
・

ミツ
・
シタ
‐

メト
・
ハキ
‐

,レモヨ,

AuFn. Nr.1 : Aufn. von. S.Oh↓su,A.【adowaki u. Y.【arasawa

AuFn.Nr.2:なufn.von.S.Ohtsu,A.【adowakl,Y.【arasawa u・Y.【3Wanura
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表 12 ア キノノゲシーカナムグラ群集
Tab.12 Lactuco―Hutnuletum japonicae Okuda 1982

Datum d.Aufnahme年

月

日

査調 ５

８

６

９

　

　

１

調査番号

低木層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第一層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(nf)

出現種数

Nre d.Aufnahme

陶he d.Strauschicht―(cm)

Deckung do Strauschicht―(%)
Jbhe d.【rautschicht-1(cm)

Deckung d.【rautschicht-1(%)

Bじhe d.Krautschicht-2(cm)

Deckung d.【rautschicht-2(%)

GttBe d,Probefiache(ポ)

Artenzahl

Humulus japonicus

Glechoma hederacaea var.glandis

Houttuynia cordata

Paederia scandens var.marireュ

P01V80num thunbergii

Artelnisia princeps

Gynostemma pentaphyllum

Melothria japonica

Oenanthe javanlca

Commrlina communis

Achvranthes japonlca

Amphicarpaca edgeworthii

Microstegェuln vimineum var.polystachyum

Pleloblastus chino

Rubus hirsutus

Telypteris palustris

Microstegium vimineum var.polystachyum

０

０

０

５

０

０

５

　
１

　
０

９

１

３

舟ナムケ
Ⅲ
ラ

カナムタ
や
ラ

オキト
'オ
シ

ト
・
クタ
Ⅲ
ミ

ヘケツカス
'ラ

ミツ
｀
ツ,ヽ
い

ヨモキ
・

アマチヤツ
｀
ル

77チヤツ
ト
ル

7マチヤツ
｀
ル

スガメサリ
セリ

ツユケサ
とカケ
‐
イブヨガチ

ヤフ マメ

ヤフ マメ

7シホ
ヤ
ツ

アス
・
マネサ
い
サ

アス
｀
マネサ
｀
サ

ケサイチ]
とメシタ
゛

ワラと
・

＋

４

＋

＋

＋

キ

＋

＋

２

１

＋

■

１

＋

２

■

＋

＋

＋

１

■

１

５

　

　

　

　

　

　

２

１

　

　

１

　

２

　

　

　

　

１

　

１

Ｓ

ｈ

Ｋ２

Ｋ２

ｍ

Ｋ ｌ

Ｘ ｌ

ｓ

ｘ ｌ

Ｋ２

ｍ

ｍ

Ｘ ｌ

Ｈ

組

越

貶

ｓ

Ｋ２

Ｒ２

ｋ ｌ

畑

AufR, Nr.1 : Aufn. von, S.Ohtsu,A.【 adowaki u. Y.Karasawa
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表 13 ヘ ビイチゴーカキ ドオシ群落
Tab。13  Duchesnea chrysantha
― Glechoma hederaceae var. 81andis―Ges.

調査年

月
日

調査番号

草本層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(nf)

出現種数

Datun d.Aufnahme

Nr.d.Aufnahne

崎he d.Krautschicht(cm)

Deckung d.Krautschicht(%)

Gttne d.Probeflache(苗 )

Artenzahl

Duchesnea chrysantha

Ciecholna hederacaea var.81andi s

Artenisia princeps

Planta80 asiatica

Equlsetutt arvense

Oenanthe javanica

Houttuyni a cordata

Cirsium japonicum

Erigeron philadelphicus

Erigeron anndus

」uncus effusus varedecipiens

Potentilla kleiniana

Eragrostis ferruginea

Setaria glauca

Bryull argenteun

Ranunculus cantoniensis

Arthraxon hispidus

Rumex acetosa

P03 annua

Viola grypoceras

Pennisetum alopecuroides

181perata cylindrica

Hvdrocortyle sibthorploldes

lmpatiens textori

Lycoris radiata

Cyperus brevifollus var. leiolePis

Telvpteris palustris

Cyperus serotinus

Poly8oniurn thunbergi i

Cryptotaenia japonica

Cerastiun holosteoides vare angustifollun

D18itaria adscengens

Kummerowia striata

Hemerocallis fulva var. kwanso

Astragalus sinicus

８

１

２

５

１

５

８

１

３

　
０

２

　
８

ヘヒ
‐
イチヨ
'

カキト
・
オン

ヨモキ
‐

オオハ コ

スキ
・
ナ

セリ

ト
・
クタ
い
ミ

ノアサ
‐
ミ

ハルシ
'ョ
オン

とメシ
・
ョオン

イ

オヘヒ
・
イチヨ
Ⅲ

カセ
Ⅲ
ケサ

キンエノコロ

キ
Ⅲ
ンコ
Ⅲ
ケ

ケキツネノホ
・
タン

ヨフ
・
ナタ
や
サ

スイ,ヽ
・

スス
'メ
ノカタと
'ラ

タチツホ
Ⅲ
スミレ

チカラシハ
'

チカ
・
ヤ

チト
・
メタ
・
サ

ツリフネツ,
と力
・
ンハ
'ナ

とメケク
い

とメンタ
・

ミス
・
力
・
ヤツリ

ミツ
'ツ
ハ
・

ミツハ
'

ミミナク
・
サ

メヒシハ

ヤ,スヽ
・
ツサ

ヤフ
や
オンツ
・
サ

レンケ
・

Aufn. Nr,1-2 : Aufn.

３

３

２

２

＋

３

２

１

２

２

・

２

３

・

３

２

２

１

　

２

１

１

１

１

　

２

２

２

２

３

＋

＋

十

・

＋

３

２

２

＋

・

１

■

１

３

　

　

　

　

　

２

１

＋

　

　

１

１

　

１

１

　

　

１

＋

十

　

・
　

・
　

・
　

・
　

２

一

＋

　

・
　

●
　

１

一　

・

２

２

・
　

・
　

＋

３

von. Y.【 awanlura
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表14 マ コモ群落
Tab.14 Zizania latifolta―Ces.

調査年

月

日

調査番号

草本第
一層:高さ(c冊)

:植被率 (%)

草本第二層:高さ(cm)

:植被率 (%)

調査面積 (「f)

植被率 (%)

水深 (Cn)

出現極数

D a t u 口d . A u f n a h t n e

Nr.d.Aufnablle

lbhe d【rau↓schichい1(cm)
Deckung d.【rautschicht-1(X)
lbhe d【rau↓schichぃ2(cm)
Deckung d.【rau↓schichい2は)

Grone d.Probeflache(IIl)

Vegetationsbedeckung(X)
Wassers,and(cm)

Artonzahl

Auf■̀ Nr.1 : Auf]. von. Y.Itawallura

表 15 フ トイ群落
Tab,15 Scirpus iacus↓ris ssp`

55    Zizani3 1atifolia
22    CatRIlelina comtnunis
22    8idens frOndosa
22  Polypautt nippOnense
12  Scirpus triangulatus
+  lypericun i3Xuコ
+    EpilobiutR pyrricholophuE
+     Impa tiens ↓extori
+  Oenanthe」aVanica

creber―Ces.

88   88
8    8
9    9

マ]モ

リユタサ
アメリカセンタ
‐
ンク
・
サ

ヤブネク
・
予

カン"・レイ
ヨケオトキ
‐
リ

ア"A・ナ
リリフネツ,
セリ

フトイ
セリ
ミデツド

7セ
‐
ガヤツサ
チヨ
・
'‐,
,シ)タイ
ヨカ
'マ

ヨ"`マ
)キク'
7メリカセンタ
‐
ンク
''

ケキリネブボル
イヌ]・マ
ヨフナケ
・
,

ミクリ
7キルナギツカミ
ヨン
ハツ′キ
ル〕
・
叫

【1
X2
【1
【2
【1
X2
【2
【2
【2

調査年

月

EI

調査番号

草本第
一
層:高さ(cn)

:植被率 (%)

草本第二層:高さ(cΠ)
:植被率 (%)

調査面積 (nf)

植械率 (%)

水深 (c口)

出現種数

DatulB d.AuFnahコe

N「.d`A」fnahtte

lbhe d Xrautschicht-1(m)
Deckung d.Xrautschich↓-1(括)
lbhe d.Xrautschicht-2(m)
Dectung d.【rautschicht 2(X)

CIo8e d.Probeflache(Hf)
Vageta↓ionsbedeckungは)
口assers,and(cn)

Arlenzahl

Scirpus tabernaettOntani
Ocnanthe javanica
P01y80■un thunbergii
Cyperus E10bOSus
isachineどlobosa
Scirpus trlqueter
Typh3 0rientalls

S,lrodela polyrhiza
Bidens frondosa
Ranunculus cantoniensis
Stachys japonica varo interlledi a
Arthraxon hispidus
Spar`aniutD St010niferulE
Polyど。「」冊sieb01dii
PbragtBi tes conlnuni s
A i n u s  j a p o n i c a
S c i r p u s  t r i a r l t t l a t u s

Xl
【2
【2
X2
【2
Xl
【1
X2
【2
Xl
lt2
【1
Xl
【1
Xl
【1
【1
【1

23

12

22

■2

33

11

11

11

12

12



年

月

日

査調

表 16 ミ クリ群落
Tab。16  Sparganium stoloniferum―ceS.

調査番号

草本第一層:高さ(cm)
:植被率(%)

草本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

車本第二層:高さ(cm)
:植被率(%)

調査面積(nf)

水深(cm)

出現種数

Datum d.AuFnahme

Nr.d.AuFnahme

陶he d.Krautschicht-1(cm)

Deckung d,Xrautschicht-1(%)

的he d.Krautschicht-2(cm)

Deckung d,Xrautschicht-2(%)
1めho n.Krau↓schicht-3(cm)
Deckung d,Rrautschicht-3(%)

Gttne d.Probeflache(Hf)

口Asserstand(cm)

Artenzah i

ミタリ

ミクリ

ミデツハ
・

ミデツド

アメリカセンダンダサ
セリ

カンカ
・
レイ

カンカ
・
レイ

アカ,fナ

アキブ,ナギツカミ
ヤブネク
・
サ

コデナク
・
サ

スギナ
コオ
・
マ

リユタサ

イ

クサヨシ

ヨシ

チ] サ
‐
サ

チカ
'ヤ

イヌヨ
'マ

コケオトキ
・
リ

イホ
・
ケサ
ヨン
・
ュス
・
スケ
・

7オコ)舟
・
イセ
・
キショウ

] リツ
ハンブキ
シカクホタルイ

カ
‐
マ

タコブアシ

アオウキクサ

ブミブフスマ

オモタ
・
カ

アセ
・
Aシロ

キツネブホ
‐
タン

フトイ
マツ,ドイ

kよ

k2

k2

k3

kl

k2

kl

k2

k2

k2

k2

k2

k2

kl

k2

k2

k2

kl

k2

kl

kl

kl

k2

k2

k2

11

kl

kl

kl

kl

kl

kl

k2

kl

kl

kl

kl

・   44

22     ・

44   33

・
    1 1

+     ・
・    32

12     ・

12    ・

■2     ・

12     ・
・   44

+     ・

・    Ⅲ2
・   21

33    ・
・    12
・
    1 1

45

11

12

23

12

22

■2

22

12

12

12

31

12

22

+2

Palganium stoloniferum
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表17 ア サザ群落(3)、ヨウホネ81落(b)
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表 19 イ ワボタン群落
Tab.19 Chrysosplenium macrostemon―Ces.
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写真 1 自 然観察国の谷戸

(PHOT. 1992. 12)

写真2 明 るい林内のハンノキ群落

(PHOT. 1994. 5, Y3+寸 j丘)



写真 3

高さ3mに もなるヨン群

集

(PHOT, 1993. 6,

Y16付 近)

写真 4

奥に密生しているコガマ

群落、手前はマコモ群落

(PHOT: 1982. 7,

Y10付 近、現在は減少

している

写真 5

宮養土壊にみられるセリ

群落

(PHOT, 1994. 7,

Y26付 近、現在は減少

している)
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写真 6

チゴザサーアゼスゲ群集

のアゼスゲが優占する植

分

(PHOT. 1988. 4,

Y2付 近、現在は減少し

ている)

写真 7

地下水のしみ出る立地に

生育するハンゲショウ群

落

(PHOT. 1993. 6,

Y4付 近)

写真 8

変動水位の立地にみられ

たタコノアシ群落

(PHOT. 19901 6,

Y ll付近、現在は消滅

している)
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写真 9

池の縁にみられるサヤヌ

カグサ群落

(PHOT. 1984. lo,

Y17付 近)

写真 10

小さな流れに沿つて帯状
に生育するシロパナサク

ラタデ群落

(PHOT. 1992. lo,

Y10付 近)

写真 11

使われていない畦道に生

育するススキ群落

(PHOT. 1983. 9,

Y2付 近)
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写真 12

アキノノゲシーカナムグ

ラ群集

(PHOT. 1983. 7,

Y13付 近)

写真 13

池の間の畦にみられるヘ

ビイチゴーカキ ドオシ群

落

(PHOT。 1995. 4,

Y18付 近)

写真 14

水深 2 0cmほどの池の中

にみられるマコモ群落

(PHOT. 1992. 10,

Y15付 近、現在は減少

している)
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写真 15

水深 20～ 3 0 cmの池に

ひろがるフ トイ群落

(PHOT. 1990. 6,

Y5付 近)

写真 16

線やかな流れの中にひろ

がるミクリ群落

(PHOT, 1983. 7,

Y9付 近)

写真 17 ア サザ群落

(PHOT. 1981. 10,

Y2付 近、現在は減少し

ている)
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写真 18 コ ウホネ群落

(PHOT. 1989. 4,

Y9付 近)

写真 19

流れによる堆積土砂に生

育するセキショウ群集

(PHOT. 1989.

2.7,Y20付 近)

写真 20

地下水がしみ出る壁に生

育するイワボタン群落

(PHOT, 1994. 3,

Y26付 近、現在は減少

している)
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神奈川県におけるハクビシンの生息状況に)

中村一恵*
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f r o m  K a n a g a w a  P r e f e c t u r e  1 4 )

Kazue NAKAMURA*

はじめに

ハクビシン ∽ 評″aル rИ′α)は 東南アジアを中心に生息する食肉ロジャコウネコ科

(V市erridae)の1種 である。これまで筆者は共同研究者の協力を得て、神奈川県におけ

るハクビシンの生息状況を調査してきた(中村 ・石原ほか 1989、 中村 1990、 中村 ・

石原 1992)。 本報告はこれらに続く第 4報 である。第 4報 では、相模川以東におけ

る1992年 以降 1995年 までの 4年 間の記録を整理 し、神奈川県東部、とくに寒川町 ・

茅ケ崎市 ・藤沢市 ・鎌倉市 ・横浜市南部および北部 ・横須賀市における近年の生息状況に

ついて報告する。

資料及び調査方法

相模川以東の神奈川県東部における1992年 以降のハクビシンの捕獲記録と写真記録を

収集し、それらの記録を 1989年 から1991年 までの同地域における記録(中村 1990、

中村 ・石原 1992)と 比較し、 1995年 までの分布変動を検討 した。同地域における

保護記録の情報は横浜市立金沢動物園、横浜市立野毛山動物園、県立自然保護センターに

問い合せて得たほか、個人情報についても収集した。個人情報については原則として標本

写真や生態写真のあるものに限定した。ハクビシンはタヌキ (妙c姥″″たs〃 οりθ″ο′たS)

と混同されることがある (中村  1990)。 タヌキとの混同が避けられていると判断さ

れた記録は証拠写真がなくても採用した。

結  果

寒川町、茅ケ崎市、藤沢市、鎌倉市、横浜市、横須賀市における過去 (1989-1991)

と現在 (1992-1995)の 記録を地域別に以下に示す。

位)寒 川町

これまで寒川町からの生息記録はなかった (中村 ・石原 1992)が 、以下の 1例 が得

られた。

記録 1:1995,08.19.宮 山 (寒川神社境内).幼 獣 2頭 .体 重 140 gr,

160 gr(自 然保護センター保護受け).
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α)茅 ケ崎市

茅ケ崎市における記録は甘沼における 1990年 の 1例 (捕獲)が最初のものである(中

村 ・石原 1992)。 その後、以下のような記録が発表された。

記録 1:1992.04.19,堤 (個人の庭).雌 とその幼獣 2頭 。さといもの冬越し

のために深く掘った穴に営巣.幼 獣 1頭 捕獲し飼育 した。 5月 26日 現在の

体重 80 g r (石塚  1 9 9 2 ) .

記録 2:1992.12.25～ 29の うちの 1日 ,20時 頃行谷 (個人宅)で 3頭 目撃.

1998年 4月 15日 ,24時 30分 に再び自宅で 1頭 目撃.タヌキも出現(大

谷 1992、 同氏による 『茅ケ崎自然の新聞 124号 』の続報も参照).

記録 3:1994.03.24.高 田 (個人宅).幼 獣 1頭捕獲.半 年ほど前から天丼裏

に住み付いたらしい.天 丼から尿が落ち,糞 からウジが発生するなど家人は

非常な迷惑を被ったことで捕獲された.4月 8日にも別の1頭が捕獲された(岸

19 9 4 ) .

131 藤沢市

藤沢市における記録は 1987年 頃から目撃されていたが、大庭における1989年 の 1

例 (捕獲)が 最初のものである (中村 1990)。 その後、以下の地域で記録された。

記録 1:1995.04.27.片 瀬山.個 人宅の天丼に営巣.幼 獣 3頭 保護.同 年 5月

1日計測の雄 2頭 の体重 160 gr, 19 0 gr(自然保護センター保護受け).

記録 2:1995.05.01.葛 原 (個人宅で捕獲).成 獣 1頭 (自然保護センター保

護受け).

記録 3:1995.07.18.石 川.交 通事故死個体.雌 成獣.

14)鎌 倉市

鎌倉市における記録は植木における1989年 の幼獣 1例 (撮影記録)が 最初のもので

あり (中村 1990)、 その後、以下の地域で記録された。

記録 1:1993,03.30.稲 村ヶ崎 (個人の庭)。若獣 1頭 .1992年 から同地に出

現 (以上,稲 村ヶ崎在住某氏の撮影記録による).

(5)横 須賀市

横須賀市における記録は上町における 1991年 の 1例 (捕獲)が最初のものである(中

村 ・石原 1992)。 その後、アンケー ト調査 (1992年 9～ 10月 )の 結果、横須賀市

北部の2メ ッシュから生息情報が得られた (有馬ら 1993)。

(6)横 浜市

横浜市における記録は北部の旭区における1989年 の 1例 (捕獲)が最初のものであり、

ついで南部の栄区における1991年 の 1例 が第 2例 日である (中村 1990、 中村 ・石

原 1992)。 第 3、 4例 日として以下の南部と北部地域で記録された。

記録 1:1995.03.14.金 沢区泥亀.雌成獣 1頭 .植込の中にうづくまっていた。

(市立金沢動物園保護受け)1995,09.02,園 内に放野.
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記録 2:1995。 11,28.港 北区新吉田町 952番 地.幼 獣 1頭 保護 (市立野毛山

動物園保護受け).他 に同日同地で幼獣 1頭 が確認された (市立野毛山動物

園竹田洋獣医による).

考  察

神奈川県東部におけるハクビシンの分布記録を 1991年 当時(■印)と 1995年 現在(●

印)と に分けて図 1に 示す。図 1に 示された記録は大きくは四つの地域に整理することが

できる。

第一の地域は相模原台地 (図 1の 縦線で示 した地域)で ある。この地域へは1984～

1988年 頃に進出していたことがわかっている (中村 1990)。 第二の地域は湘南東

地域である (図 1の 横線で示した地域)。 この地域では 1986年 頃から藤沢市における

生息の情報が報告されるようになり、 1989年 には藤沢市に隣接する鎌倉市西部からも

記録された (中村 1990)。

さらにそれ以後もハクビシンは分布を広げ、茅ケ崎市や横浜市南部、横須賀市からの生

息記録が得られるようなった (中村 ・石原 1992)。 湘南東地域のうち、藤沢市と茅

ケ崎市に記録は集中していることから、同地域を中心に個体群の増大が起きたと推定される。

1990年 代には茅ケ崎市へ進出した。

第二の地域は二浦半島域西部 (図1の斜線で示した地域)で ある。おそらく1990年 頃

に湘南東地域の個体群が三浦半島域西部 (図1の斜線で示した地域、鎌倉市
一帯)へ も進

出したと考えられる。

第四の地域は横浜市南部である。1991年に鎌倉市に隣接する栄区から記録され(中村・

石原 1992)、 今回、新たに金沢区から記録された。横浜市南部の記録は第二地域か

らの波及であろう。

以上の考察から、ハクビシンの県東部域における分布拡大のおおよその経路を想定する

ことが可能である。

ハクビシンは県央東地域 (相模原市 ・座間市 ・海老名市など)か ら相模川東岸域沿いに

湘南東地域に達 し、そこの地域で個体群を増大させ、三浦半島地域西部 (鎌倉市)へ 達し

たと結論される。

湘南東地域ばかりでなく、近い将来に川崎市西部に分布は波及すると予測されていた(中

村 1990)が 、 1994年 に川崎市の二つの区 (多摩区 ・高津区)に おいて初めて本種

の生息が確認された (山本 ・木下 1995)。

横浜市青葉区奈良町と東京都町田市三輪町にまたがる緑地帯 (こどもの国)か らの生息

情報は得られていない(桑原 ・樋口 1992)が 、町田市ではすでに生息の記録がある(中

村 1990)こ とから、川崎市の個体群は多摩丘陵(図1参 照)か らの進出と考えられる。

横浜市北部 (港北区新吉田町)か らの新たな記録は、その地理的な位置から推察して川崎

地域からの進出とも考えられるが、分布変動を見ての今後の判断にゆだねたい。

三浦半島地域のうち、逗子市と葉山町からの生息情報は得られなかったが、すでに進出

している可能性は高い。その分派が横須賀市へ浸透したとも考えられるが、現段階では三

浦半島地域中部(逗子市 ・葉山町)における情報はなく、生息状況を述べるには至らない。

今後の三浦半島地域における分布変動に注目したい。
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ま と め

主として捕獲記録と写真記録に基づいて相模川以東の県東部 (寒川町 ・茅ケ崎市 ・藤沢

市 ・鎌倉市 ・横浜市南部および北部 ・横須賀市)に おける1995年 現在のハクビシンの

生息状況について報告した。1992年 から95年 までの4年 間に寒川町から1例 (新記録)、

茅ケ崎市から3例 、藤沢市から3例 、鎌倉市から1例 、横浜市から2例 の新たな生息記録

が得られた。個人の庭や屋根裏などから発見される例が多かったのが記録全般に認められ

る特徴である。

これらの地域における1991年 当時の記録は、茅ケ崎市 1例 、藤沢市 1例 、鎌倉市 1例 、

横浜市 (ただし南部)1例 、横須賀市 1例 であった (中村 ・石原 1992)か ら、ハクビ

シンは現在も県東部内で分布を拡大させていることが明らかとなった。

横須賀市からの情報はなかったが、有馬ら (1993)の アンケー ト調査では生息の情報

が得られている。

ハクビシンは自力による分布拡大能力に加えて、人為による放野 (ペット出来など)が

付加されて生息域を増大させているとも考えられ、今後、湘南東地域に隣接する横浜市域

南部への分布拡大と川崎市内での分布拡大、川崎地域に隣接する横浜市北部への分布拡大

とがいっそう進展するものと思われる。

謝  辞

本報告をまとめるにあたり、横浜市立金沢動物園、横浜市立野毛山動物園、県立自然保

護センター野生動物課各機関のご協力をいただいた。また、岸一弘氏と木下明氏からはそ

れぞれ茅ケ崎市と藤沢市における生息記録の情報についてご教示いただいた。以上の関係

各位に衷心より御礼申し上げる。

引用文献
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大矢 鴻  1992:ハ クビシン出現 茅 ケ崎自然の新聞 (120):8

岸 一 弘 1994:ハ クビシンご用 茅 ケ崎自然の新聞 (135):5, 7

桑原康裕 ・樋ロー孝 1992:哺 乳類 こ どもの国環境保全調査報告書 :29-33 神

奈川自然保全研究会
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41 神 奈川県立博物館

中村一恵  1990:神 奈川県におけるハクビシンの生息状況 (補遺) 神 奈川自然誌資

料 (11):75-78 神 奈川県立博物館

中村一恵 ・石原龍雄  1992:神 奈川県におけるハクビシンの生息状況 (補遺 2) 神

奈川自然誌資料 (13):1-6 神 奈川県立博物館

山本祐治 ・木下あけみ 1955:川 崎市で発見されたハクビシン乃辞″″乙α″И物の死体
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解剖事例について 川 崎市青少年科学館紀要

山口佳秀 1993:座 間市の哺乳類 座 間市の動物 :

(6):89-92

29-42 座 間市教育委員会
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神奈川県東部 におけるハク ビシンの分布 (1995年 現在)

縦線の県央東地域 (相模原市 ・座間市 ・大和市 ・海老名市)は 従来の生息域 (中村 1990、 山

口 1993、 有馬ら 1993に よる)。

湘南東地域 (寒川町 ・茅ケ崎市 ・藤沢市)、 三浦半島地域西部、横浜市南部および北部のうち、

口印は1986年 以降 1991年 までの生息記録 (中村・石原 1989、 中村 1990)、 ●印は1992

年以降の記録 (本報告)を 示す。

横須賀市における●印は有馬ほか(1993)の アンケート調査、川崎市における0印 は山本 ・木

下 (1995)に よる。

■および●印に付記した数字は発見年を示す。
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神奈川県立自然保護センター野外施設周辺の脈翅類

脇 一 郎*

Fauna of spectes of Neuroptera

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Ichiro WAKI*

はじめに

脈翅類については、専門家が少ないためか系統的な分類が充分ではなく、種名が明確に

なっていないきらいがあったが、おりしも日本産のセンブリについて、詳細なる検討がなさ

れ、成虫についての分類が確立された (HAYASHI&SUDA 1995)。

著者は、多くの方々の協力をえて、神奈川県における脈翅類の分布調査 (脇 1994、

1995)を 実施 している。自然保護センター野外施設に、センブリが棲息 していること

は、茅ヶ崎市文化資料館の岸一弘氏によって知らされていた。しかし、種名は確認されて

いなかった。

今回、自然保護センターに凄息するセンプリについて、その種名を明らかにし、あわ

せて脈翅類の生息状況について、調査する機会が得られたので、その結果について報告す

る。

種の同定についてご指導いただいた、青森県農業試験場の市田忠夫氏に深く感謝申し上

げます。

調査方法

自然保護センター野外施設において、脈翅類の採集調査を行った。調査期間は1995年

4月 ～ 10月 で、原則月初めに一度の頻度、午前中の三時間の調査である。採集には口径

4 2 allの捕虫網を用い、下草から木々の梢にいたるまでのスイーピングによる。採集試料

は、実体顕微鏡にて頭部の斑紋,翅脈,脚部の斑紋,交尾器などを観察し、種同定を行った。

調査結果

合計 7回 の調査結果に基づいていて、リストを作成した。

センフリ科  Sialidae

l.ネ グロセンプリ  S,α′Js jttO″'∽ Weete

l♂ 5♀  1995,Apr, 24
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*神 奈川昆虫談話会  Kanagawa Entomologists′ Association,Yokohama
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本種の幼虫は水棲で、比較的清らかな水流に棲息しているとされている。成虫も水辺近

くを棲みかとし、日中気温が上がると案外敏捷に沢沿いに飛翔している。発生時期が極め

て短いようで、 5月 8日 には見られなかった。ヤマ トセンプリの棲息が期待されたのであ

るが、結果的にはネグロセンブリ1種 だけであった。

コナカゲロウ科  Coniopterygidae

2.マ ダラコナカゲロウ  Cο 所∝ο切%ブqPθttCα Enderlein

l e x ,  1 9 9 5 ,  J u n。 1 2

3 .キ バラヨナカゲロウ  Cο ″"姥亨 αうあ″筋α′な Ok a m o t o

lcx. 1995, Jun. 12, lex。 1995, Scp. 4

4 .ア トコバネコナカゲロウ  Cο ″吻 冴αPれ2r i cθtt  E n d e r l e i n

l c x .  1 9 9 5 ,  O c t .  1 6

5.シ ロコナカゲロウ  最 初′あ′なα均旅ガル初な Stephens

コナカゲロウの仲間は前翅長僅か l EIll～2 EElの小さな虫で、捕虫網に入れても中々採り

出しにくいのであるが、一応予想された種は確認できた。この他、ムツボシコナカゲロウ

というのがいるのであるが、神奈川県ではまだ2例 しか得られていない。

ヒロバカゲロウ科  Osmwidae

6.ツ マモンヒロバカゲロウ  PrcttDSぃルSたcο″物s Nakahara

lて夕  1 9 9 5 ,  J u n .  1 2

7 .ス カシヒロバカゲロウ  Pル 協Dt t r z sりα"″αrZ S  M a c L a c h i a n

3。″2♀   1 9 9 5 ,  M a y  8 ,  2。 ″2♀   1 9 9 5 ,  S e p .  4

8 .キ マダラヒロバカゲロウ  助 挽崩りr2s  y 7 a t t cο印,s  M a c L a c h i a n

10♂ 7♀  1995, Jun. 12, 2。刀1♀  1995, Jul. 10

2。力1♀  1995, Aug。 7, 7。刀2♀  1995, Sep. 4

ヒロバカゲロウの幼虫は水棲、半水棲といわれているので、成虫もやはり沢沿いに多い

ようである。カスリヒロバカゲロウ,ヤ マトヒロバカゲロウがいてもよさそうであるが、

今回の調査では得られなかった。ヒロバカゲロウの仲間は多化性のものがあるようであるが、

その詳しい生態はまだよく判っていない。

ヒメカゲロウ科  Hemerobildae

9.キ バネヒメカゲロウ   rr2″ c″。bど″s力″初2″沈″″s Navas

l♀  1 9 9 5 ,  O c t。 1 6

1 0 .ヤ マ トヒメカゲロウ  H c陥 釘θう′″sルPοtt C″s N a k a h a r a

l c″  1 9 9 5 ,  J u n .  1 2

1 0′。 (ミヤマヒメカゲロウかヤマ トヒメカゲロウの♀)rr 2材 夕拘b′″s s P .

1♀  1 9 9 5。 O c t。 1 6
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11. ホ ソバヒメカゲロウ   〃 ′crOz″s ri″で。メな Hagen

l♀   1995, Jun. 12

1♀  1995, Jun, 12  り ,ど去拐そ算寺 師面寄, 1995, Jun. 25  羽 化

1♀  1995, Oct. 16

1 2 ,チ ャバネヒメカゲロウ  〃 た,ο″zs″″″?rO S″S N a v a s

4。刀1♀  1 9 9 5 ,  J u n ,  1 2 ,  1♂ 1♀  1 9 9 5 ,  S e p .  4

4♂  1 9 9 5 , O c t .  1 6

1 3 .ア シマダラヒメカゲロウ  〃 た″″″s c a "冴αs H a g e n

l♂  1 9 9 5 ,  J u n .  1 2 ,  2。″4♀  1 9 9 5 ,  O c t ,  1 6

1 4 .  ミ ドリヒメカゲロウ  ∬ θttb , cとこas″bο"ッaccα Na k a h a r a

l♀  1 9 9 5 ,  J u l .  1 0 ,  1♂  1 9 9 5 ,  A u g .  7

8♂ 9♀  1995 0ct. 16

神奈川県内で、小さな林があればおおむね棲息しているヒメカゲロウが、一通り確認でき

た。マツにこだわる (マツにつくアプラムシやキジラミを、幼虫、成虫とも主たる食餌と

しているようである)キ バネヒメカゲロウが緑化見本国内のクロマツから確認できたが、

同じようにマツにつくマダラクロヒメカゲロウは確認できなかった。

ミヤマヒメカゲロウとヤマ トヒメカゲロウは翅脈や翅の斑紋が酷似し、♂は交尾器で明

確に判別がつくが、♀については今のところ有効な判別点が見出されていない。このため

rrc″夕″所″s sp.としてある。

ヒメカゲロウの仲間は成虫で越冬するものがあり、このためか秋田から数を増やす種が

見られた。この現象は他の地域の様相とはぼ同じである。

クサカゲロウ科  Chrysopidae

15.ム モンクサカゲロウ  0佐 パ】rCP'αC′″αra wesmael

l c″1♀  1 9 9 5 ,  M a y  8

1 6 ,イ ツホシアカマダラクサカゲロウ  P sを″あ円α′われ cοg″α″″″s O k a m o t o

lま・3♀  1 9 9 5 ,  A u g。 7 ,  4♀   1 9 9 5 ,  S e p .  4

1 7 .  クロヒゲフタモンクサカゲロウ  P sを″施乱α′ルあ ″ss″能なな Ma k a r k i n

l♂  1 9 9 5 , A u g .  7

1 8 .ヤ マ トクサカゲロウ  Cカ リsqβで,あca閉を, S t e p h e n s

l♂  1 9 9 5 , O c t .  1 6

1 9 .ス ズキクサカゲロウ  働 ヮs●rr r a  M″た, o k a m o t o

l♀  1995, Oct. 16

20. ア ミメクサカゲロウ   A解 ,cカリs,″αを″αrs″″″″c Okamoto

3。″2♀   1995, Sep. 4, 4。 ″4♀   1995, Oct. 16

日本のクサカゲロウについて、塚口茂彦氏により詳細な検討がなされ、 2亜 科、 3族、

14属 、 43種 に整理されて記載がされた (TSUKACUCH1 1995)。 種名などは塚田茂

彦氏の著書による。
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今回の調査でやや期待に反したのは、クサカゲロウの仲間であった。僅か6種 でいささ

か淋しい。どこにでも普通なヨツボシクサカゲロウなど、当然確認できると思われた種が

欠けている。

ウスバカゲロウ科  Myrmeleonidae

21. ウスバカゲロウ  rra旨初0碑ytαれた″as MacLachian

4♀  1995, Aug. 7

大型の脈翅類の一グループで目につきやすい種類なのであるが、ウスバカゲロウしか確

認できなかった。ホシウスバカゲロウなど他の種がいて不思議はない。

まとめと考察

以上春から秋にかけて月一度の頻度で、当センター野外施設における脈翅類を調べてみ

た結果を報告させていただいたのであるが、 6科 21種 の棲息が確認できたに止まった。

科ごとのコメントでも少し触れたように、当然いても不思議はないと思われる種が確認

されていない。当センター野外施設の特徴かとも思うが、やはり調査頻度の不足と調査方

法の偏りによるのではないかと反省している。

『谷戸』が当センター野外施設の大きな特徴なので、水辺に棲む種がもう少しいてもよ

いと思う。例えば、ヘビトンボの仲間やヒロバカゲロウの仲間である。ヘビトンボの仲間

は灯火にくることが多いので、調査方法にも工夫が要るところである。また、ヒメカゲロ

ウやクサカゲロウの仲間は肉眼では種を確認しがたい種があり、顕微鏡の助けを借りる必

要がある。従って調査にはどうしても採集という行為が必要とされる。

県内の分布がまだ明らかになっていないので、その評価は難しいところであるが、いず

れにしても当センター野外施設にセンプリが棲息していることは貴重なことで、長く棲み

ついていてくれることを望みたい。環境変化の指標となってくれると思うので、観察を是

非続けるようにしたい。

おわりに

自然保護センターの野外施設は、丹沢山麓に残された数少ない谷戸を生かした、今となっ

ては大変貴重な存在と云える。今回図らずも脈翅類に焦点を当てて調査を行ったのである

が、とても全貌をつかみとったとは云えない。また、脈翅類はもとより、まだまだ色々なグ

ループの昆虫が棲息しているので、今後も、継続的に、網羅的に調査を続けたいと願ってい

る。

引用文献

TSUKAGUCHI,S,1 9 9 5 i ChrysopFdae of Japan(InseCta,Neuroptera)自費出版 大 阪市

HAYASHI,F.&SUDA,S.1995:Sialidae(Megalopteraj of Japan Aquatic lnsects 17-(1)

: 1 - 1 5

脇 一 郎 1994:相 模の脈翅類その一 神 奈川虫報 (107):1-9

脇 一 郎 1995:相 模の脈翅類その二 神 奈川虫報 (110):1-17
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キマダラヒロパカゲロウ

ス ケ ッチネグロセンプリ

スカシヒロ′てカゲロウ ツマモンヒロパカゲロウ
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キバネヒメカゲロウ

ミドリヒメカゲロウ チャバネヒメカゲロウ

アミメクサカゲロウ
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衰退 しつつある神奈川県内自生植物の保全に関する研究 (ll
―神奈川県花ヤマユリを例として

一

松山明彦*・竹本直昭*

The Decline of Native Plants in Kanagawa Prefecture and their Prcservation(1)

一  Lilium auratum in Kanagawa Prefecture ―

Akthiko MATSUYAMA* and Tadaaki TAKEMOTO*

はじめに

ヤマユリは日本だけに自生し、ユリの中でも雄大で、花には強い香りがある(清水 1971)。

この気品に満ちた美しい姿は、昔から多くの人々に愛されてきた。

神奈川県では、本県を表徴するのに最もふさわしい花として、昭和 26年 1月 23日 に、

全国に先がけて 『県の花』に制定している。その当時は県内各地に見られていたようで

あったが、土地造成等の開発や、採取などの原因により、現在では我々のまわりから衰退

しつつある (井上ほか 1986)。

そこで、ヤマユリの自生地における保全方法を探ることを目的として、本調査研究が実

施された。

調査研究の概要

計画としては、現在自生地にあるヤマユリを今後どのように保全していけるのかを検討

するために、①県内における分布調査 (聞き取り調査の実施)、 ②減少した原因と人との

かかわり、③自生地の環境変化、④県内での分布に系続性があるのか、③増殖法の確立

など、様々な角度から検証する。今回はその中で、増殖法の確立について報告する。

増殖するにあたっては、自生地のヤマユリを採取して増殖し、その自生地にもどす事を

考えての実施である。

採取地については、県内の自生地 (井上ほか  1986)か ら、逗子、鎌倉、秦野、伊勢

原、七沢、津久井、丹沢、足柄、清川、山北、湯河原の 11地 域を選び、選抜すること

にした。

研究内容

① 器 官培養

まず増殖の方法として、無菌の球根を作る必要がある。従来では、自生のりん片を殺菌

し挿し木する方法がとられているが、雑菌による汚染率が高く、しかも自生球根を傷つけ

てしまう。そこで増殖材料は球根を傷つけない菅とし、病気などが見られない生育の旺盛

な個体から選抜した。

*神 奈川県立平塚農業高等学校

Kanagawa Prefectural Hiratsuka Agricultural Senlor High School
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器官培養の方法 (古川 1985、 大川 ・高山 1987、 松山 1993)に ついては、

無菌状態に保たれている書内部の各器官の利用が一番であると考えた。

採取 した書は70%エ タノールで表面殺菌した後、クリーンベンチ内にて内部から花糸、

花柱、子房、柱頭、南、の各器官を取り出し、それぞれ 511111程度の大きさに調整し、各器

官を標準MS培 地 (表 1)に 糖濃度を3%加 え、さらにNAA O.3 1ng/″、BA lmg/〃 を

添加した寒天培地上に置き、25℃ 、4,000 Lux、16時 間照明で培養した。

② 大 量増殖法の改良

器官培養によって得られた球根を大量増殖する方法としては、酸素供給が良好で培地と

の接触が大きく、一度に大量のりん片増殖が可能である液体培養とした。培養には以前研

究開発した簡易タンク培養装置で試験を行うことにした。

糖濃度が球根肥大にあたえる影響を調べるため、糖濃度を 1、 3、 6、 9、 12、 15

%と 設定し、 1″ 瓶にリン片 50枚 をいれ、それぞれ明所と暗所に分け、平成 5年 10月

より培養を開始した。

なお、タンク培養装置については、市販の培養装置は値段が数十万円と大変高価であり、

購入する事ができないため、身近な材料を使い開発を試みた。 (図1)の ように1夕 の清

涼飲料水のガラス瓶、観賞魚用エアーポンプ、エアーストーン、ゴム栓、ガラス管、足用

ゴムキャップなどの安価で加工しやすい材料を用い作製した。

③ 低 温処理日数の違いが生育に及ぼす影響

組織培養球は球根形成と同時に休眠に入るため、低温処理による休眠打破が必要である。

低温処理日数の違いを調べてみたところ、70日 と記載されていた(大川 ・高山 1987)。

そこでヤマユリの低温処理日数をもう少し短縮しようと考え、処理日数を30、40、 50、

60、 70日 に設定して、低温処理終了と同時に植えだして、発芽率の調査を行った。

④ 球 根重量が開花に及ぼず影響

培養した球根を植え出し調査を行っていたところ、球根の大きさによつて生育に差が生

じていた。このことから、球根の重さと生育 ・開花には関係があるのではないかと考え、

球根を5～ 9.9g、 10～14.9g、 15～19.9g、 20g以 上と4区 に分け調査を行った。

結果及び考察

① 器 官培養

器官培養を行った結果、3か月後に、花糸、花柱、子房の切り口に球根の形成が見られた(写

真 1)。 しかし、柱頭とおについては球根の形成が見られなかった。各器官の球根形成率

は花糸、花柱、子房の順に良かった (表2)。

② 大 量増殖法の改良

大量増殖法については、糖濃度をかえ、明所、暗所あわせて 12区 とした。タンク培養

装置利用の結果、固体培地に比べ、球根の形成や肥大が優れており、 50日 後には球根の

初期形成がみられた。球根の肥大については、糖濃度6%で の生育が最適であることがわ



かり、しかも糖濃度は高すぎても生育は不良になることがわかった。また光線の有無につ

いては、重量、大きさともに影響はとくに見られず、従来の国体培地よりも、大量に増殖

することができた (写真 2・表 3)。

③ 低 温処理日数の違いが生育に及ぼす影響

低温処理日数は、文献によると70日 と記載されていたが (大川 ・高山 1987)、 そ

れを短縮しようと、30～ 70日 まで 10日 おきに区を設定し比較試験を行った。その結果、

植だし後 100日 目において 30日 区では発芽率10%、 40日 区では発芽率22.5%、 また

50日 区では発芽率72.5%、 60、 70日 区ではともに発芽率95%と なり、 60日 の低温処

理でも休眠打破が可能であることがわかった (写真 3・ 表 4)。

④ 球 根重量が開花に及ぼす影響

生育への球根重量の影響については、重量が重いほど生育が良いことがわかった。

5～ 9.9g区 と20g以 上区では発芽は早かったものの、花芽は形成されなかった。それ

に対し、15～ 19.9g区 と20g以 上区では発芽がやや遅かったにもかかわらず、生育は良

くすべてに花芽が形成された。 したがってヤマユリの場合、球根の重さが15g以 上あれ

ば花芽が形成されることがわかった (写真 4・ 表 5)。

今回は増殖法について報告したが、今後も研究計画を継続して、自生植物の保全に役立

てたい。
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1 1〃 清涼飲料水ビン

2 培 養液

3 り ん片

4 実 験用スタンド

5 エ アーポンプ

6 エ アーフィルター

7 シ リコンチューブ

8 足 用ゴムキャップ

9 エ アーストーン

10  ガ ラス管

11  シ リカゲル

12  フ ラスコ

図 1 簡 易タンク培養装置
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表2 器 官培養試験結果

表 3 糖 濃度 ・光線比較試験結果

□ ,根重0__助 片獄0
0 . 5     1 . 0 ( g )
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表4 ほ 温処理試験結果
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神奈川県立自然保護センターの離苔類 (コケ)植 物目録

吉田文雄*・足立直義*

A List of Bryophytes plants

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center,Atsugi,Japan

Fumio YOSHIDA* and Naoyosi ADACHI*

はじめに

「コケ」という言葉は、いろいろの意味に使われているが、真正の意味でのコケ『辞苔類』

は、スギゴケやゼニゴケ、ニワツノゴケ等の胞子で増える植物を指している。コケ植物(欝

苔類)は 世界中で20,000種が知られている。日本には、そのうち、約2,Otltl種以上が生息

するといわれ、神奈川県では約4側種あまりが知られている。これらのコケ類は、そのか

らだの作りの特徴から大きく3つ のグループに分けられている。

① セ ン類 (辞類)

スギゴケやオオカサゴケ等で、体はすべて茎葉体となり、細胞内には小形の棄緑体だけ

を含む。胞子嚢(さく)は先端にふたを持ち、さく歯がある。胞子義内には胞子だけができ、

空気中の乾燥や湿気を感じるさく歯の運動で胞子がはじき出される。

② タ イ類 (苔類)

ゼニゴケやジャゴケ等のように体は平らで葉状体になるものとハネゴケの仲間のように

茎葉体になるものがあり、共に細胞内に小形の葉緑体と油体を含む。胞子嚢は4～多裂して、

胞子は弾子と共に飛び出す。

③ ツ ノゴケ類 (苔類)

ニワツノゴケのように体は平らで胞子嚢 (さく)は 2つ に分かれて胞子を出す。胞子の

色が種類の決め手になることもある。細胞内に大形の葉緑体が 1～ 2個 ある。

厚木市七沢の谷戸及び周辺部の揮苔類 (コケ)植 物目録凡例

位)こ の目録は 1994年 4月 から1995年 3月 までに調査し収集、又は記録(写真撮影)

した資料を掲げたものである。

t2)証 拠標本及び記録写真は県立自然保護センターに保管され、閲覧できる様になっている。

(3)科 の配列は、原色日本辞苔類図鑑 (服部新佐ほか 1981)に ならった。

14)1995年 以降も同一地域で調査を継続しており、その成果は随時報告する予定である。

*み ずきの会  Mizuki Nature Observation Club
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辞 綱   Musci(Bryopsida)

・スギヨケ科  PolytHchaceae

l ,ナ ミガ タ タ チ ゴ ケ  A r r ,あ ″秘 ″″あ わr″腕 ( H e d w . ) P , B e a u v . (写 真 1 )

畑や山地の林床の土上で良くみられる。葉をルーペで見ると濃い緑の横じまが数

本見られる。

2 . オ オ ス ギ ゴ ケ  免 汐 ″′C力″″ ル 初 岱初  H e d W ,

雑木林の林床でみられる。ここでは少ない。

3 .コ スギ ゴ ケ Pθ 即 ″α勉腕 ′"釘 ″″ (L i n d b . ) L c . (写 真 2)

木陰の下や林道の路傍にしばしばみられる。庭先の植えこみに生えることもあり

ニワスギゴケとも言う。

・ホウオウヨケ科  Fissidentaceae

4.サ ツマホウオウゴケ ns立 姥″sり α"″な H00k.et Wilson

日陰の湿った岩上や地上に生える。小形の柔らかいコケで見つけるのが難しく神

奈川県下では初めての記録で、稀産種に属する(IWATSUKI et SUZuK1 1982)。

赤土の塊を日に透かして見て生えているのを確認した。

5。 キュウシュウホウオウゴケ Fな sj姥″scわsttri Aust.

subsp.た,″説″切″sな (Sak)Iwats.(写 真 3)

山地の林下の岩上や地上に生える、非常に小さなコケで前種同様見つけるのが難し

く、これまで神奈川県下での発見記録は、岩月 (1980年 箱根 750m)の 1か

所 の み で ( I W A T S U K I  e t  S U z u K 1  1 9 8 2 )、 今 回 の 記 録 は 2例 目 で あ る 。 稀 産

種に属する。

6. ト サカホウオウゴケ Fiss,姥"s冴″うルsP.Beauv.

山地の岩上や地上、樹木の株元や時々樹上にも生える。センター内の沢沿いの急

斜面の湿った地上にかなり広い範囲で生えていた。生長が良く大きな群落を作り、

長さ6 ull以上の個体も多くみられた。

7.キ ャラボクゴケ Fiss,た″s 勉皮ル′J″S Hedw.

山地の山道ぞいの岩上や地上に普通に生える。他のコケ類と共に小さな群落を作っ

ていた。当センターでは、他の場所でもよくみかける。

8,コ ホウオウゴケ rriss,た,sα物 筋″S Besch.

岩上や地上に生える。センター内の朽ち木の部分に密生しているのが数ケ所にみ

られた。

9.ナ ガサキホウォウゴケ Fiss,た″sr所 ″"伊 ZS Doz.et Molk.

var.″αttsαたれ″S(Besch.)Iwats.(写 真 4)

沢沿いの急斜面や垂直な斜面の湿ったローム層の赤土の部分や常時水の滴る表面

数か所にみられた。他の場所でも、いつも水のかかるような湿った岩上や地上で

みられた。
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・キンシヨケ科  DRttchaceae

10.ヤ ノウエノアカゴケ Cでraゎ抜加β″?″″″S(Hedw.)Brid.

林の縁の明るい場所に小さな群落を作っていた。

・シツポヨケ科  Dicranaceae

ll.ユ ミダイゴケ Trc″arO力″′ο″gicθrris Michx.

関東ローム層の上や林道の路傍にみられる。

12. シ シゴケ 』″ο協で″ 姥α脇 (Sull.)C.Muell.

スギの倒木の上にまばらに生えていた。

・シラガヨケ科  Leucobryaceae

13.ホ ソバオキナゴケ とで″cοうり″″ ″をう!静研鶴SC C,Mucll.

スギの木の株元に自緑色の小さな塊を作る。ここでは少ない種類に属する。

・センポンコケ科  Potiaceae

14.ツ チノウエノタマゴケ Asわ″″″ cれソ″″ (Hedw.)Hampe

上の上に生える小さなコケで球状の胞子体をつける。手に取ってルーペで確認し

ないとわかりにくい。

15. ツ チノウエノコゴケ 肝 cとsstt cο″rrO昭rsa Hedw.

路傍の岩上や地上で良くみられる。

16.ハ マキゴケ ,ヵ ″'あPrOPag湖控″ Broth.

道路脇の溝のコンクリート上についていた。乾燥すると葉を巻く。日当たりの良

い石垣や塀の上でも普通に生える。

17.ネ ジクチゴケ Jαrb″わ ″″g2,c″rara Hedw.

敷地内のコンクリートの塀やたたら沢の水路の乾燥した石垣上で褐色の群落がみ

られた。

・ギポウシヨケ科  Gttmmb∝ ae

18.ス ナゴケ R力α“閉,″,″初 ca″cscttS(Hedw.)Brid.

たたら沢に近い砂質の土上に、表面が白っぽい群落を作っていた。

19.ハ チヂレゴケ Pゥ 統ο″j″J″″ 姥″物rzz(Mitt.)Jaeg.

乾燥している岩の上でみられた。少ない。

20.イ ンノウエノヒダゴケ Pゥ cカタがrri″″ "″αhル″″閉 Reim.et Sak,

けものの森の岩の上でみられた。少ない。

・ヒナノハイヨケ科  Erpodiaceae

21.サ ヤゴケ C幼 力赫 ′″秘力″″″筋″″″ (Mitt.)Card.

樹幹に着生 している小型のコケ。鞘状に胞子体を包む。近くの人家の樹木上でも

良くみられる。
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22. ヒナノハイゴケ 拷 ″rzricrra s,″御sな (Vent)C,Muell.

樹上に着生している小型のコケ。人家付近のカキの木や塀等で良くみられる。

。とヨウタンヨケ科  Funattaceae

23. ヒ ョウタンゴケ F″″αガαカッ甘o″crrたα Hedw.

裸地やたき火の跡地にかたまって良く生える。西洋梨形の胞子をつけ黄緑色。古

くなると褐色になる。

24.ヒ ロクチゴケ 白りsCθ″ル′″″ ι″りSわれ″初 Sendtn.

裸地や畑の溝などに良く生える。

・カサヨケ科  Bryaceae

25.ホ ソウリゴケ 』″chy碑?所″初 α′た (Don.et Molk)Bosch et Lac.

道路の脇にギンゴケと一緒に生えていた。深緑色。

26.ヒ メギンゴケモ ドキ A″ο″θうヮ″″ヵ物 を (Dicks.)Husn.

林道の脇の溝の上に他のコケ類と共に生えていた。

27.ハ リガネゴケ βり″阿 “″′ra″ Hedw.

たたら沢の桑の木に着生していた。

28.ギ ンゴケ 』ヮ切 αrgc″r?″″ Hedw.

道路の脇にホソウリゴケと一緒に生えていた。

2 9 .オ オ カサ ゴケ  R力 ο力 うヮ″″ 豆繁″確″何 ( S C h w a e g r . ) P a r . (写 真 5 )

たたら沢や林床の腐食上のまばらに生えていた。大形の美しいコケ。低地では大

変珍しい。

・チヨウチンコケ科  Mntaceae

30.コ バノチョウチンゴケ Tr2ctysrな秘た,OP的と筋 (Doz.ct Molk.)Lindb.

雑木林の林床の岩の上に生えていた。

31.オ オバチョウチンゴケ Praダ。″″j″″ ツタSたαr″″ (Besch.)Kop.

谷戸の小さな渓谷の石の上に生えていた。葉が大きい。

3 2 .コ ツボゴケ P物 所″″ ″′勧οttα″2S ( M i t t . ) K o p。(写真 6)

やや湿 り気の多い土や岩の上に普通にみ られる。池の近 くに大きな群落がある。

・タマヨケ科  Batramiaceae

33.タ マゴケ 』″rrra″′α″″肋 jS Hedw.(写真 7)

たたら沢沿いにしばしばみられる。岩の砕けた面に他のコケ類と共に生えていた。

34.コ ツクシサワゴケ P力どわο″θ,s soc′α Mitt.

水の流れる岩場や水路の壁面に良くみられる。薄い緑が良く目立つ。

・タチヒダヨケ科  Oythotttchaceae

3 5 .  コ ダ マ ゴ ケ  Qガ 物 r r i c ヵ″閉 c t t S θうr i″切 ,  C a r d 。 (写 真 8 )

沢沿いの桑の木に他のコケ類と共に生えていた。
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3 6 .ミ ノ ゴ ケ  M a c″ 閉, ,ァル閉 ブ4 2 P伽' C″″ D o z . e t  M o l k .

沢沿いの桑の木や他の木々に他のコケ類と共に生えていた。

・トラノオゴケ科  Embophyllaceae

37.ト ラノオゴケ Dο′fttο″ルαり初うル′′″ (Lindb.)Broth.

林の緑にシノブゴケの仲間と一緒に群落を作っていた。

・アプラヨケ科  Hookettaceae

38.ア プラゴケ rrO。姥ァルac″r枕力2 H00k,et Crev.

林縁や小さな渓流の地上や岩上に自緑色の群落がみられた。この地域では非常に

少ない種類である。

・クジヤクヨケ科  Hypopderygiaceae

39. ク ジャクゴケ ■ 呼qЙ宅培筋印ル″r′冴 Besch.

朽ち木の上にまばらにみられた。少ない。

・シノフコケ科  Thuidiaceae

40. イ ワイトゴケ 打 q北力閉2″れ″ ″な姥 (Ccsati)Kindb.

糸が捩れあった様な感じの群落を作る。岩の上や樹幹に多い。

41.ラ センゴケ rrerPcrizで″″″″C∽C(Sullちet Lesq.)Card.

岩上や樹上に群落を作る。中肋が螺旋状に蛇行するのが特徴。

42.ノ ミハニヮゴケ 打竹どθra冴″″ α空辞M搬 !j″閉 (Hampe et C.Muell.)

朽ち木や木の根本の上にまばらにみられた。

43. ト ヤマシノブゴケ 印ル↓″ど″″ た″″材αg Sak.

休耕田と林縁の境に大きな群落がみられた。

・ヤナギヨケ科  Amblystegiaceae

44.ミ ズシダゴケ C″ ゎ″̀″rο″炉riCれ″″ (Hedw4)SPruce

山地の湿った岩上や水の流れる場所に多くみられた。

・ア才ギヌヨケ科  Brachythedaceae

45.ネ ズミノオゴケ 虹げurοc脇冴α純筋,閉οッ′czjど(Borcz.)Steere et schof.

先が細くなり鼠の尻尾の様である。木の株元にあった。

46.ハ ネヒツジゴケ 』″の 筋2Cj″″ノ″初岱″″ (HedW.)B.S.G.

地上や岩上、朽ち木や木の根本等に緑色でやや褐色の群落を作る。

47,ア ラハヒツジゴケ J″αcルサんでcわ″ うアο協2″j Par.

地上や岩上等に黄緑色で光沢のある群落を作る。

48. コ カヤゴケ Rり ″c力釘姥gJtt βα′′↓冴""″初 (Mitt.)Jaeg.

日陰の岩上等に光沢のある大きな群落がみられた。
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・ツヤヨケ科   Entodontaceae

49. ヒ ロハツヤゴケ ど″o冴ο″勧α′た″g"(Par.)Card.

岩上や倒木、樹木の幹等に光沢のある黄緑色の群落がみられた。

・サナづrョヶ科    Plagiotheciaceae

50。 キャラハゴケ 免 捌"り′′″″ r2.Jrzz“″″ (Mttt.)Fl.

日陰地の岩上に薄いマット状にみられる。

51. ア カイチイゴケ rw姥 ヮgi″れμ力"α夕carP″初 (Sull.ct Lesq.)Jaeg.

雑木林の木の株元に平らな群落がみられた。植物体がしばしば赤みを帯びるので

分かりやすい。この地域では希少種。

・ハジポツ」ケ科  Sematophyllaceae

52.コ モテイ トゴケ Cわ sわうり冴わ たなαな″夕"sis(Beach)Iwats.

山地の樹幹や倒木上に群落を作っているのがみられる。

53.カ ガミゴケ β″れを″rraヵ¢″。ttJ(Duby)FL.

樹木の株元や土上、岩上に光沢のある群落がみられる。

・ハイコケ科  Hypnaceae

54.ハ イゴケ 助 ″″″ PrZ秘解ル印を wils.

日当たりの良い土手や林縁に柔らかい黄緑色の群落を作る大形のコケ。

55.イ トハイゴケ 的 沖 ″閉 T施わ がガ姥 (Broth)Paris

土手や林縁の朽ち木上に柔らかい相緑色の密な群落を作る。

苔  申日   Hepaticae (Hepaticopsida)

ウロコヨケ科  Lophocoleaceae

56.ト サカゴケ と9カο∽たα姥とをrottrJ2(Schrad.)Dum.

雑木林の朽ち木の表面や湿った上の表面にみられた。

57.オ オウロコゴケ ダα/osqッ″″S arg″筋S(Reinw.et al.)Schiffn.

朽ちた木の表面や湿った土の表面にみられた。

ハネヨケ科    Plagiochilaceae

58.コ ハネゴケ Pわ 」∝力Jわαcα″筋Dpttrra

Cott.subsp.ブ?ο″た。 (Lac)Inouc(写 真 9)

朽ちた倒木の上や岩上に小さな群落がみられた。

ヤバネヨケ科  Cephaloziaceae

59. ク チキゴケ Ottο″しosch's″α姥″″妨rz閉 (Nees)Dum.

朽ちた倒木の上に小さな群落がしばしばみられた。
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・クラマヨケモドキ科  Porellaceae

60.チ ヂミカヤゴケ 〃πッ,cari2″′切りrra(steph)Hatt.(写真 10)

雑木林の樹幹部に着生していた。

'ヤ スデヨケ科    Fru‖aniaceae

61.カ ラヤスデゴケ Fr材 筋α″2scたoJa StePh.(写真 11)

雑木林の樹木に小さな群落がみられた。

・クサリコケ科  Leieuneaceae

62.フ ルノヨゴケ Tr死 力θりc″″でα Sa″旋 なな (Gott.)Mttt.

桑の木に着生しているのがみられた。

・ウスバゼニヨケ科  Blasiaceae

63. ウ スタヾゼニゴケ 例 佑ia βttj′′α L.

ローム層の表面にさまざまな大きさの個体がみられた。

・ミズゼニヨケ科  DHenaceae

64.マ キノゴケ Makれ οα cr↓甲 ね (Steph.)Miyake(写 真 12)

湿った土上に暗緑色の群落がみられた。

65.ホ ソバミズゼニゴケ 姥 rriα¢″冴均修肋 (Dicks.)Dum.

渓谷の、いつも水のかかっている岩上でみられた。

・フタマタヨケ科  MetzgeHaceae

66.ヤ マ トフタマタゴケ 〃 αzg2,jα c切″gαtt Lindb.subsp.ブ句″″たα (Hatt.)

樹木の株元や岩上に、淡緑色の小さな群落がみられた。

・ジンガサ」ケ科  Gttmaldiaceae

67.ジ ンガサゴケ 鳥 ゎ%ri2ヵで″,ジaCrた2(L.)Raddi

林縁の土上や岩上に群生しているのがみられた。

・ジヤヨケ科  Conocephalaceae

68.ジ ャゴケ a切 印 αr21″Cttjご″″ (L.)Lindb`(写 真 13)

林縁の湿った土上に、大きな群落がみられた。

69.ヒ メジャゴケ attocqヵ″筋″ sη″たCο″戸じ,r2″(Lindb。)Steph.

ジャゴケよりも小形のコケで、人家付近でも良くみかける。

70.ア ズマゴケ 岡 を開で″rra冴御″協ra(Mitt.)Steph.

たたら沢の湿った土上に群生していた。

・セニヨケ科  Marchanttaceae

71.ゼ ニゴケ 財 釘c力α″ric Pθゥ″οち″α L.

人家の辺りの上上に群生していた。
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72.ト サノゼニゴケ 〃 仰』物″riaで″arg力αtt Rena.et.al.subsP・′θSα″α (Steph.)

胞子を着けた雌雄の株がみられた。

73.フ タバネゼニゴケ 材 伊訪α″ria subsp彼 ″ (Necs et Mont)inOue(写真 14)

自みがかった緑色をしている。低地の上上でみかける。

74.ケ ゼニゴケ D″″οrri2″力j湾″r2(sw.)Nees.

雑木林の林縁で良くみかける。この地域では多い種類。

・ミカリキゼニヨケ科  LunuMaceae

75。 ミカヅキゼニゴケ と″″″rariα crzcル物 (L.)Dum.

路傍の付近に群落がみられた。外国からの帰化種 (生出ほか 1984)。 人の

手で作られた植えこみや庭先に多い。

・ウキヨケ科  Ricctaceae

76.ハ タケゴケ 用 cc′a gra″∽ L.(写 真 15)

畑の中や畦道にウキゴケ等と小さな群落がみられた。

77.ウ キゴケ 用 cc,α「zira″S L.

植え込みの中や畦道にハタケゴケ等と小さな群落がみられた。

ツノゴケ綱   A n t h o c e r o t a e  ( A n t h o c e r o t o P s i d a )

・ツノヨケ科  A n t h o c e r o t a c e a e

7 8 .ニ ワツノゴケ p物 をο“rO sルで所s( L . ) P r o s k .

S u b S P ・C a″ '″れ″s ( Mに h a u x ) P r o s k . ( 写 真 1 6 )

道沿いの畑の中や畦道に小さな群落がみられた。

79.ツ ノゴケモドキ Ⅳαo,りわsj叩 ″'Ca HOrk.

道沿いの畑の中の盛土の上に数個の個体がみられた。

摘  要

コケ類は、地上、岩上、樹上、水中、水上等で生活している。半日陰地には種類が多いが、
一方、日当たりの良い塀の上などに生える種類もある。

調査地となった七沢の谷戸は、長い間自然状態が良く保たれていて、沢水がいつも流れ

ているところが多く見られる等、辞苔類にとってきわめて恵まれた環境にある。また、谷

戸の休耕田の中の湿地は、事地化している所もあるが、まわりの雑木林は、保全されてい

るので、水は絶えることなくいつも潤い、多様な環境をつくっているもしたがって湿地を

好む植物は、かなり豊富である。

今回の調査の結果、鮮類は22科 55種 、苔類は13科 22種 、ツノゴケ類は1科 2種 、

合計で 36科 79種 であった。

水の傍にはホソバ ミズゼニゴケ、ケゼニゴケ、 ミズンダゴケ、ジャゴケの大きな群落が
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あり、林の縁や林床にはトヤマシノブゴケやコッボゴケ、タマゴケの群落が随所に観察

された。県内の分布調査では、最も低地の記録になるオオカサゴケ、アプラゴケ等の大群

落も見られた。斜面の関東ローム層には、県内で初記録のサツマホウオウゴケ、 2例 目

のキュウシュウホウオウゴケの分布が特徴的である。また、樹木にもサヤゴケやヒロハツ

ヤゴケ、コダマゴケ等特色ある種類が着生している。

以上のことから、

(1)七 沢の谷戸、特にけものの森エリアは、コケ類にとっても大変すばらしい環境であ

るといえる。

12)し かし、全体の種類数については、豊かさが証明される結果が得られなかった。そ

のことに関しては、つぎの 2つ の理由が考えられる。

① 調 査地の体耕回は湿地性のコケ類が多くみられたが、ほぼ低地性のものに限定さ

れていること。また周辺の開発との関連で、雑木林の乾燥化が進み、林床のコケ類

が意外に少なかったことなど。

② 調 査期間が短く、未調査の部分が残ってしまったこと、などが考えられる。

(3)さ らに、注目すべきことは、熱帯アジアの要素 (山田 1983)を 持ったオオカ

サゴケ、サツマホウオウゴケ等の種類が量的に多く分布していることである。これに

ついてはこの年が、暖冬であったことによるものであるかどうかはわからないが、種類、

量を考えると何年も蓄積されているものと考えられる。このことについては、今後の

調査で明らかにしていきたい。

七沢の谷戸は、コケを環境の指標として見た場合、低山地の中では量的にも種類数的にも、

県央地区の中ではもとより、県内でも他に類を見ないほど大変に優れた地域であるといえ

る。この自然がいつまでも保全されることを願ってやまない。

今後機会があれば追加調査をし、リストを充実させたいと考えている。

引用文献

IWATSUKI,Z.et SuzuKI,T. 1982 :THEJOURNAL OF THE HATORI BOTANICAL

LABORATORY(51):501-505 財 団法人 服 部植物研究所 宮 崎

生出智哉ほか 1984:神 奈川の植物ときのこ :110 暁 印書館 東 京

服部新佐ほか 1981:原 色日本蘇苔類図鑑 保 育社 大 阪

山田耕作  1983:コ ケ類の採集と研究 :53-54 ニ ューサイエンス社 東 京
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神奈川県立自然保護センター報告第 13号

手作りの見学者参加型展示 :

「自然をみる眼を育てる子供向けパズル」
神奈川県立自然保護センターにおける事例

金田 平 *・川村優子**

Handmade puzzle to help children understand the mechanisms of nature

Hitoshi KANEDA* and Yuko KAWAMURA**

1983年 に、本館と同時に完成した自然保護センターの常設展示は、解説型のパネルを

主体としており、周辺類似施設やイヴェントにおける、新しく開発された見学者参加型、

体験型の魅力ある展示からは、取り残された感がある。事実、残念ながら、利用者の多く

は本館常設展示を素通りして利用している。恐らく、展示手法があまり刺激的ではないこと

と、 10余 年を経た現在では、内容、施設共に古く、もはや見学者にとって、魅力ある展

示ではないからであろう。

そもそも、 1993年 までに、見学者がいろいろ参加、体験できるような常設展示へ、全

面改装の予定で、基本構想、基本設計、実施設計まで進行していたが、タイミング悪くバ

ブル経済の破綻と重なり、工事執行予算の目途が立たず、現在までそのままになっている。

きびしい財政事情では、今後も据え置かれることが予想されるので、1995年 はじめに、

特に傷みの激しい一角を手作りで改装し、見学者参加型展示として子供向けパズルを作製し

た。完成後 1年 を経たが、展示運営状況は順調であり、利用者にも好評なので、その内容

を紹介する。

展示企画

1 企 画上の制約

手作り改装なので、製作については、低費用 ・省資源 ・小規模作業、完成後の運営が容

易でこわれにくい、しかも展示目的が十分に達成できるものを、ということが条件となった。

そこで、日ごろ季節展示コーナー等で好評であり、なおかつ展示改装の設計の中にも子供

向けコーナーのパズルとして、その発想が組み込まれていた見学者参加型展示の「手作リゲー

ム」を、より発展させて作ることとした。

「手作リゲーム」とは、1990年 のバー ド・ウィークにイベントを組んだ際、子供向けの

ゲームとして作られた大型パズルである。床にじかに置いて組めるよう、厚手のベニア板

などで作った 「組み合わせパズル :ト リ」 (胴体とくちばしと脚の3部 分を組み合わせる

と色々な鳥のシルエットが出来る)と 「組み合わせパズル :草花」 (ごく普通の野草を花

と茎葉の 2部 分から組み合わせるもの)、 そして 「選択パズル :スズメのほくろ」 (磁石

の付 くボー ドに張ったはくろのないスズメの顔にマグネットシー トで作った何種類かの

*日 本自然保護協会 The Nature

*ネ神奈川県立自然保護センター

73

conservation Sctety of

Kanagawa Prefectural

Japan

Nature Consclwation Center
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ほくろを選んでつけるもの)であるが、子供だけでなく大人にも大好評であった。その後、

見学者参加型の展示として、いくつかのバリエーションを展開させながら、季節にあわせた「手

作リゲーム」を季節展示コーナーで運営し、現在に至っている。

2 展 示コーナーの現状

改装の対象としたコーナーは、高さが 6 0 all、上面の長径 4血 の十角型の台形で、上部

の平面には都市の地形模型、サイドの 10面 は、約 60度 傾きがあり、縦横ほぼ43 ull×48

allのカラーコル トン・パネルになっていた。

この 10面 が、子供が座って対面できる高さと大きさであることから、カラーコル トン

パネルをとりはず して、ここにゲーム版を組み込み、上面の地形模型は塞いだ(写真 1)。

3 展 示目的

自然を見る限を育てることを目的とし、野外施設で観察できるもの、確かめられるものが、

対象テーマとして選ばれた。

目的を紹介するために次の表題が掲げられている。

ゲームコーナー

自然を見る眼を育てるゲーム

あなたの自然とのつきあい度をテストしてみましょう 1

これを機会に、身の回りの自然を気にしてみる生活をしていただけると、うれ

しいです。

4 展 示意図と展示内容

① タ ンポボなら知っている?(写 真 2、 3)

展示意図 :普通のもの、見慣れているものへの注意。

ポピュラーな草本(タンポポ)を花、茎、葉の 3部 分に切り、組み合わせるパズル。ただ

し、花茎など形態の専門的名称は無視して作られている。

良く知っている筈のタンポポについて、花のつき方、葉のつき方などに注意が向いてい

たか気付かせる。

展示内容 :

*タ ンポポなら知っている?*

迷ってみて下さい。どうだったかな一と、
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タンポポが、ちゃんとわかるようになるでしょう。

〔気にしたいポイント〕

花は茎 (柄)の 先っぽに一つだけつくのか、枝分れした先に、それぞれっくの

か。

茎 (柄)に は葉がついているのか、ついているならどのようについているのか、

それともついていないのか。

解答 花-3 茎-3

② 花 あわせゲーム (写真 4)

展示意図 :普通のもの、見慣れているものへの注意。

ポピュラーな草本 (人里植物)を 上、中、下の 3部分に切り、組み合わせるパズル。た

だし各部の専門的名称は無視して作られている。

人里植物のナズナ、キンエノコロ、ヤブカンゾウ、オヒシバについて、花をよく知って

いても、葉や茎を見ていない、記憶にないことに気付かせる。

展示内容 :

米花あわせゲーム米

4種 類のよく見られる草を、上 。中 ・下に切ってばらばらにしました。

正しい組み合わせは?

組み立てることで、特徴がつかめれば、野外での識別に役立つでしょ

〔気にしたいポイント〕

植物の形は、おかれた環境にうまく適応するものになっています。

葉のつき方にみられる特徴

★葉が、地面に張りつくように根元だけについている。

→動物たちに踏まれてもだいじょうぶという形で、茎が極端に短い。

花のつき方にみられる特徴

★花が、葉のない茎の先端だけについている。

→茎のようにみえるのは花の柄。

花をふさわしい時期、お、さわしい位置に効率良く咲かせる形。
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ナズナ

キンエノコロ

ヤブカンゾウ

オヒシバ

花 -1、 茎 -2

花 - 4、 茎 -3

花 - 2、 茎 -1

花 - 3、 茎 -4

ハクセキレイ、セグロセキレイの 3種 がいる

ただし、幼鳥かどうか、季節はいつ、など専

③ ス ズメあわせ (写真 5、 6、 7)

展示意図 :普通のもの、見慣れているものへの注意。  ｀

誰でも知っているスズメは、鳥好きでも 「なんだスズメか」で、よく見ていないことで

知られている。スズメの部分を変える間違い探しは、鳥仲間ではよく行なわれている。前

述したセンターでの、バードウイークのイベントでは、ホクロを選ばせたのだが、ここでは、

くちばし、脚、尾の 3部分で色々なものを用意し、正確なスズメを組立てさせる。

よく知っていても、見ていない、記憶にないことに気付かせる。

展示内容 :

*ス ズメあわせ米

な―んだ、スズメか !!と言う人はど、スズメをきちんと見ていないといわれま

す。

スズメにしてみて下さい。

〔気にしたいポイント〕

くちばしは、何を食べているかでちがいます。

あしは、交互に出して歩くか、どんな所に止まるか、がヒントです。

尾は、旋回用やブレーキ用などです。

さて、スズメのはどれでしょう?

解答     く ちばし-3  あ し-5  尾 -2

④セキレイあわせ (写真8、 9)

展示意図 :普通のもの、見慣れているものへの注意。

自然保護センター付近で、よくみられるセキレイ類3種の、胴体部に正しい頭部を組み

合わせるパズル。

自然保護センター付近では、キセキレイ、

ことに気付かせ、その 3種 の区別をさせる。

門的な識別は無視して作られている。
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展示内容 :

十七キレイあわせ*

セキレイ3種 類の頭をあわせてみましょう。

細かなちがいに気がつけば、野外での識別に役立つでしょう。

幼鳥か成鳥か、夏羽か冬羽かという細かいことは、お、れていません。

〔気にしたいポイント〕

顔と胸の模様のちがいを気にしてみましょう。

ハクセキレイ、セグロセキレイ、キセキレイができあがります。 3種 類ともほ

ば同じ大きさで、水辺にいて地上を歩きながら昆虫などを食べます。

セグロセキレイ、キセキレイは内陸にすみ、ハクセキレイは海岸や河日付近に

みられます。

解答   ハ クセキレイー2  セ グロセキレイー3  キ セキレイー1

⑤ こ の木どこの木 (写真 10、 11、 12)

展示意図 :ふるさとの木を知ってもらう。

馴染みの深い樹木が、県自生種であるか、外国産種か、栽培種かを区別させるパズル。

自然が豊かな森林公園に、外来種や園芸種を気楽に植え込むことが、変なのだということ

を、一般の常識にしたいという意図。記念植樹という形で、その地域のふるさとの自然と、

かみ合わない樹種を持ち込むのはとても迷惑なのだが、貫う側も断わりにくい事情が多い

という。

展示内容 :

*こ の木どこの本 ?*

生物界も国際化が進み国籍不明が多くなりました。

もともと神奈川のもの (県自生種)、 外国からもぐり込んできたり運ばれてきた

りしたもの (外国産種)、 人間によつて特定の形質を強調した形に生まれ変わっ

たもの (栽培種)に 分けてみて下さい。

〔気にしたいポイント〕

公園の植え込み、街路の並木、庭木など、私たちのまわりにみられるなじみ深

い木は 「どこの木」なのでしょう。
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県自生種かそうでないのかで、自然保護の視点からは、大きくちがいます。

県自生種であると、お、るさとの生き物との多彩なつながりがあり、地域の生態

系の安定維持に、大きな役割を果たします。

解答

⑥鳥ジグソー (写真 13)

展示意図 :似たものを見分ける。

平塚博物館の浜口哲一氏が、 1992年 神奈川で行われた、全国野鳥保護のつどいに向

けて作ったパズル集に、フクロウとヤマセミがあるが、このアイデアをいただいての、ツ

グミとムクドリのジグソーパズルである。

プロポーションや大きさを揃え、直線の 12分 割である。直線のカットにしたのは、作

業が楽であるからなのだが、ゲームを楽しむ側とすれば、曲線であるより色々な組み合わ

せが出来て、より効果的であると思われる。

展示内容 :

*鳥 ジグソー米

2種 類の トリがまざっています。

組み立てることで、形や色の特徴が記憶に残れば、野外で識別に役立つでしょう。

〔気にしたいポイント〕

ムクドリとツグミができあがります。

両方とも大きさはほぼ同じですが、顔や腹の模様がそれぞれ特徴的です。

ムクドリは1年 中日本にいます (留鳥という)が 、ツグミは日本で越冬し (冬

鳥と い う)、 シベリアで繁殖する鳥です。

① 鳥 ジグソー (写真 14)

展示意図 :前述の⑥に同じ。

カヮセミとヤマセミのジグソーパズル。

県自生種

スダジイ

シラカシ

ケヤキ

イヌシデ

クロマツ

外国産種

シダレヤナギ

ポプラ

トウカエデ

スズカケノキ

イチョウ

栽培種

ツバキ

スギ

オオムラサキ

ソメイヨシノ

ヒノキ
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展示内容 :

米島ジグソー米

2種 類の トリがまざっています。

組み立てることで、形や色の特徴が記憶に残れば、野外で識別に役立つでしょう。

〔気にしたいポイント〕

カワセミとヤマセミができあがります。ここでは同じ大きさに結かれています

が、体長で比べるとヤマセミが 2倍以上の大きさです。

どちらも、一年中日本にいます (留鳥という)。 水の中の魚、昆虫、ザリガニ

などを、水中に飛び込んでくちばしで採取し、食べています。

③ 居 場所さがし (写真15)

展示意図 :生き物と環境のつながりを知ってもらう。

里山にみられる、身近な野鳥の環境を気にしてもらい、シジュウカラ、ヒバリ、ホオジロ、

スズメ、コゲラを、家、畑、雑木林の何処にいるかはめ込むパズル。

展示内容 :

本居場所さがし*

5種 類の トリがいます。それぞれの トリたちの好きな所がわかるかな?

動物たちは、長い時間をかけて、それぞれの環境の中で姿かたちを整え、行動

をかたち作ってきました。それぞれ最も暮らしやすい所があるわけです。

〔気にしたいポイント〕

その鳥をいつも日にする場所で鳥たちは何をしているのでしょうか。

いつも日にする場所というのは、その鳥たちにとって餌とりや休息をするのに

好都合な所といえます。ねぐらや子育てなどには、外敵を避けることが出来る安

全な場所を選んでいます。

解答    ホ オジローこずえ    ス ズメー家のまわり

ヒバ リー畑       コ ゲラーヨナラの幹

シジュウカラー切り株のほら



80

③居場所さがし (写真 16)

展示意図 :生き物と環境のつながりを知ってもらう。

水辺にみられる、身近な トンボの環境を気にしてもらい、ギンヤンマ、オニヤンマ、イ

トトンポ、カワトンボが、流水面、開水面、岸辺等の何処にいるかをはめ込むパズル。

展示内容 :

米居場所さがし*

4種 類の トンボがいます。どこを飛び回るか、どこに止まるか、わかるかな?

動物たちは、長い時間をかけて、それぞれの環境の中で姿かたちを整え、行動

をかたち作ってきました。それぞれ最も暮らしやすい所があるわけです。

〔気にしたいポイント〕

その トンボをいつも目にする場所で、その トンボたちは何をしているのでしょ

うか。いつも目にする場所は、 トンボたちにとって、餌とりや産卵などに好都合

な所です。休息などには目立たない安全な所が選ばれています。

解答    オ ニヤンマー流れ   イ トトンボー水草

ギンヤンマー池    カ ワトンボー流れの中の石

この居場所さがし③③については、今後、背景をそのままにして、里山でバッタ、セミ、

コオロギ、カミキリムシなどを、水辺では、鳥でといったバリエイションを用意するつも

りである。

① 食 連 15ゲ ーム (写真 17、 18、 19)

展示意図 :生き物どうしのつながりを知ってもらう。

食う食われる関係を、生産者、第一次消費者、第二次消費者、第二次消費者の段階に納

めて完成、という15ゲ ーム。いじくり回して食物連鎖を印象付けよう、との意図である。

展示内容 :

それぞれの生物の間には、

になっています (食物連鎖 :

米食連 15ゲ ーム*

食う食われる関係が複雑にからみあって、鎖のよう

フー ドチェイン)。 この鎖に多様な種が関わるほど、
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それぞれの生物の数が安定します。

ここでは、代表的なもので簡単な鎖を組みました。 15ゲ ームの要領で (スラ

イ ドさせて)、 組み立てて下さい。

〔気にしたいポイント〕

黄色の駒に描かれている生き物で

木の実、木の葉、草の葉、水生昆虫を食べるのは?

緑色の駒に描かれている生き物で

ネズミ、チョウ、コオロギ、サカナを食べるのは?

水色の駒に描かれている生き物で

クモ、 トカゲ、ザリガニを食べるのは?

白色の駒に踏かれている生き物で

ヘビ、シジュウカラ、モズ、カワセミを食べるのは?

白色の駒の生き物は、タカとイタチです。

解答 タ カ イタチ

ヘ ビ シジュウカラ モ ズ カワセ ミ

クモ トカゲ ザリガニ

ネズミ チョウ コオロギ サカナ

木の実 木の葉 事の葉 水生昆虫

展示物の製作

展示位置には傾斜があるので、パズルのピース(小片)が滑り落ちてしまう。そこで、ピー

スの多いものには、ゲーム版(ベースとなる枠)に鉄板を張り付け、ビースにマグネットシー

トを埋め込み (写真 13、 14)、 ピースの少ないものには、各ピースを紐でゲーム版に

とめる (写真 8、 15、 16)な どの対応をした。

ゲーム版には5ミ リベニヤ、ピースには10ミ リベニヤをそれぞれ使った。厚さに差を

もたせたのは、ゲーム中にピースを手にしてはめ込んだり取り出してみたりする作業を容

易にするためである。

子供の掌では扱いにくい大きめのピースには、角を落としてつかみ易くした(写真 7)。

「⑤この木どこの木」では、ベースとなるゲーム版にマグネットシー トを埋め込み、ビー

スに鉄板片を張った。ピースを上 。中 ・下に二部分で対応させ、正解にのみ磁石が働くよ

うにした (写真 12)。

「⑩食連 15ゲ ーム」では、 3ミ リベニヤと10ミ リベニヤをずらせて張り合わせ、ス

ライディングを可能にした (写真 19)。

ゲーム版、ピースともに、彩色はアクリル絵の具を使い、仕上げに透明ニスをかぶせ艶
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出しと汚れ防止を図った。ただし、ピースの裏面は、滑りを良くするためにエスは塗って

いない。これは、たとえ十分乾燥しても同質の塗料は互いにくっつき合ってしまうので、

これを避けるためである。

ピースの紛失防止には、建築用水糸でベースとなるゲーム版と結んだ。しかし細い糸な

のでは、数回ゲームを楽しむだけで糸が絡まって編まれる状態になるので、糸を6本編ん

で太くし、絡まりをほどきやすくした (写真 8、 9、 15、 16)。

椅子は可動で、丸太を輪切りにしたもの (写真 1)。

運営 ・利用状況

展示運営状況は、破損も紛失もなく良好である。難点としてあげるなら、「セキレイあわ

せ」、 「居場所さがし」 (写真 8、 9、 15、 16)で 、ゲーム版にとめてあるピースの

糸が絡まることで、利用頻度が高い時は、度々ほどいてまわる必要がある。ほどき易く、

糸を太くしてあるが、ピースをゲーム版から引き離すと同時に、絡まりがとれるような素

材を使うなど、工夫の余地がある。

利用状況は、家族連れが子供にやらせるだけでなく、大人の参加も多い。また、小学校、

中学校の団体が利用する際には、順番待ちの行列が出来るほどである。

おわりに

コンピューターなどの電子機器類を駆使する方向で発達してきた展示手法であるが、一方

で、手書きの掲示が注目されるなど、人のぬくもりが求められる状況もあるように思われる。

ここで紹介した展示は、見学者が参加できること、展示そのものの構造が簡単でその運営

にはエネルギーを必要としないことが最大の特徴である。また、素材に木を使い遊びが単

純であるので、せわしく動くいわゆる電子機器類に嫌悪感を持つ大人にも、また電子機器類

ゲームの楽しみしか知らない子供にも、親しみやすく参加できるかと思われる。

自然保護思想の啓発や環境教育に役立ちながら遊べるゲームの開発は、今後盛んになっ

てくると思われるが、皆様のご批判とご指導を頂きたい。

最後に、パズルのアイデアの使用を許された浜口哲一氏に感謝する。
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写真1 ゲ ームコーナーの状況

写真2 ① タンポポなら知っている?

の完成型

写真3 ① タンポポなら知っている?

のビース

写真4 ② 花あわせゲームの完成型
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写真5 ③ スズメあわせの完成型

写真6 ③ スズメあわせのゲーム版

写真7 ③ スズメあわせのビース

写真8 ④ セキレイあわせの完成型

写真9 ④ セキレイあわせのゲーム版
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写真10

写真 11

写真 12

写真 10 ⑤ この木どこの木の

ゲーム版

写真 1l ⑤ この木どこの木の

完成型

写真 12 ⑤ この木どこの本の

ビース

各ピースは、マグネッ

トの働く位置が異なる。
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写真13 ⑥ 鳥ジグソー

ムクドリとツグミ

写真14 ② 鳥ジグソー

カワセミとヤマセミ

写真 15 ③ 居場所さがし

トリ

写真 16 ③ 居場所さがし

トンポ
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写真 17

写真 18

写真 19

写真 17

写真 18

写真 19

①食連 15ゲ ームの

完成型

①食連 15ゲ ーム

①食連 15ゲ ームの

ビース

上板と下板をずらして、

貼りあわせてある。
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神奈川県立自然保護センター野外施設周辺のハチ類12)

浅田真一*

Fauna of species of HymenoPtera

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center(2)

Shinichi ASADA*

はじめに

昨年度実施した自然保護センター周辺でのハチ類調査について (浅田 ・椀 1995)、

報告後にベッコウバチ、アナバチ、ヒメハナバチのグループで新たに同定ができ、またす

でに報告した種に誤りがあったため、それらについて報告する。これにより、自然保護センター

周辺のハチ類 61種 を整理した。

自然保護センター野外施設周辺のハチ類 訂 正 ・追加種

訂正種

ナ ミツチスガリ C c r cタガs力οr, w評 力οrr′昭即  K o h l ,  1 8 8 0  を 訂正

ヒメツチスガリ C c r c cガs  c 2 ,ど″α's  P e r e z ,  1 9 0 5

1 9 9 3  J u n . 2 7 ,  1♂ . ,浅 田真一.1 9 9 3  A u g . 2 9 ,  2♀ . ,浅 回真一

シロスジヨンブ トハナバチ A " c g , ! !α?″″カルsc ,α物  ( V i l l e r s ,  1 7 8 9 )  を 訂正

スジボソコンブトハナバチ A″ ?girraヵ卯釘 ″θ″α (Smith, 1879)

1993 Aug.15, 1♀ `,浅 田真一.

追加種

ベツコウバチ科  Pompilidae

オオシロフベッコウ 駒 ″″αrrθgα″s(Smith, 1873)

1993 Sep.26, 1♂ .,浅 田真一.

ハナナガヒメベッコウ A4メ ?β″S Cο″S″″Cルア (Smith, 1873)

1993 Sep.26, 1♀ .,浅 田真一.

シラキ トゲアシベッコウ Car,αあrg″S″ss″rig″sJs (Cussakovsk町)

1993 Aug.15, 1♀ .コ 浅田真一.

ミヤコヒメベッコウ A4βo辞 sゆ οr2″StS  くYasumatsu, 1939)

1993 Jun.15, 1♀ ,,浅 田真一.

*東 丹沢昆虫研究会 Higashitanzawa lnsec:Rcsearch Ciub
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アナバチ科  Sphecidae

オオジガバチモ ドキ 竹 %れヴο″″α筋サSで' Cussakovsk専, 1933

1993 Jun.7, 1♀ .,浅 田真一。 1993 Jun.13, 1♀ .,浅 田真一.

ガガンボギングチ C,ossocを脇SИ 抑 ″″あSメ2れαrOz,czs (Tsunekt, 1948)

1993 Apr.7, 2♂ , 2♀ .,浅 田真一。 (羽化 :1993 APr。 29)

オオアゴマエダテ Ps2″ガ容 a死脇切`″raを (Yasumatsu, 1938)

1993 Jun.13, 2♀ .,浅 田真一.

コハナバチ科  Halictidae

ミゾハラアカハナバチ 身 力cCοたSS″r幹 ″ Tsuneki, 1983

1998 May 4, 1♀ ,浅 田.

ヒメハナバチ科  Andrenidae

ウツギヒメハナバチ A″″″″α rost硫 筋S Perez, 1905

1998 Jun.6, 1♂ ,浅 田.

1993 Jun.13, 2♂ , 2♀ ,浅 田.

コノデタウツギヒメハナバチ A″″re″α rs″た″う″″α Hirashima, 1957

1 9 9 8  J u n .  1 3 ,  2♀ ,浅 田.

ヤヨイヒメハナバチ A″″rを″α力ett s  P e r e z ,  1 9 0 5

1 9 9 3  A p r . 7 ,  1♀ ,浅 田.

マメヒメハナバチ A″ど″″α材′″″r2r2 (Kirby, 1802)

1 9 9 3  M a y  4 ,  2♀ ,浅 田.

ヒコサンマメヒメハナバチ A″αrcれα力放a,α″α Hirashima, 1957

1 9 9 3  A p r . 7 ,  1♂ ,浅 田.

カグヤマメヒメハナバチ A″江rc,α tt g z yα H i r a s h i m a ,  1 9 6 5

1 9 9 3  A p r .  7 ,  1♂ ,浅 田. 1 9 9 3  M a y  4 ,  2♀ ,浅 田.

トゲホウヒメハナバチ A″ガrを″αあ 筋物 Sm i t h ,  1 8 7 9

1 9 9 3  A p r ,  7 ,  1♂ ,浅 田.

ワタセヒメハナバチ A″冴″“″α″αrasをj C O c k e r e l l ,  1 9 1 3

1 9 9 3  M a y  4 ,  1♀ ,浅 田.

キタヾナヒメハナバチ A″か切α筋″筋J Alfken, 1900

1993 May 4, 2♀ ,浅 田.

引用文献

浅田真一 ・桃真史 1995:自 然保護センター野外施設周辺のハチ類 神 奈川県立自然

保護センター報告 (12):1-14 神 奈川県立自然保護センター



神奈川県立自然保護センター報告第 13号

神奈川県立自然保護センター野外施設の トンボ (成虫)の 推移 12)
-1995年 の観察記録追加 一

上方一久*

Transition of the Dragonflies

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center12)

Kazuhisa HIJIKATA*

観察の方法

センター野外施設の観察路及び一部の池周囲を午前中から午後にかけて 1～ 3回 程度巡

回して観察を行った。

観察期間は4月 の上旬から12月 初旬頃までの間。ただし、 7月 初旬から9月 初旬まで

の間は調査していない (この期間を網掛け表示した)。

日撃できた観察日を0(黒 丸)で 印し、その間を結線 して目撃期間を表わした。

さいごに、各年に目撃できた種を一覧に福め、「各年のトンボロ撃リスト」として添付した。

91

クロイトトン

ヒガシカワ

*平 塚市黒部丘 7-18
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L‐ドサナエ  Dttfれ rs″αPltrs

ミルンヤンマ  Praz恋 統″α所筋冴

カトリヤンマ

シオカラトンボ  0筋 夕れ″

シオヤトンボ OrrZ初 筋

オカラトンポ  θ 筋夕r″″

マユタテアカネ



93

ノシメトン

ま と め

今までに目撃した種数は48種 で、年間を通して各年 30種 以上が目撃でき、 1991年

は最も多く39種 が日撃できた。但し1995年 は観察できなかった期間があり、この間に

しか見られない種が目撃できなかったため27種 にとどまった。

センター野外施設におけるトンボの目撃状況は、比較的個体数が多くまた出現期間も長

く毎年安定してみられる種、個体数は極めて少なく出現時期と観察日が合致した場合に見

られる種、個体数は多くはないが毎年見られる種、偶産種で稀にしか見られない種などに

大別できる。

種の消長においては、そのおおよそは表からうかがい知ることはできるが、個体数の増

減は知ることが出来ないため、特徴的な種について記す。

毎年継続して目撃できていた種で、ある年以降まったく目撃できなくなった種では表で

も見られるようにモー トンイ トトンボ、キイ トトンボ、マルタンヤンマ、ハラビロトンポ、

ヨツボシトンボ。

毎年目撃できてはいるが個体数が漸減して極めて少ない種ではクロイトトンボ、オオイ

トトンボ、アジアイ トトンボ、クロスジギンヤンマ、ショウジョウトンボ。

個体数が漸増している種ではシオヤトンボ、オオシオカラトンボ。

年毎に漸増後、次第に漸減或いは消滅した種ではシオカラトンボ、ヨフキ トンボ。

これらの種の消長の要因としては棲息環境の変化が考えられ、センター野外施設の湿地

や池の改修による水深・周囲植物相の変化、挺水植物・浮葉植物・沈水植物の減少、外来魚

種 ・ザリガニや鯉の繁殖、夏の異常気温によるミドリムシの発生、台風被害による湿地や

池への大量の土砂流入など多岐にわたる自然現象や人的な要因によるものと考えられる。

これからも消滅した種の回復と現在棲息している種の保全に、職員の方々の努力をお願

いしたい。
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各年の トンボロ撃種リス ト

トンボ壇名 19884■ 19894F 1990と, 19914■ 1992とこ 1993と■ 1994空F 19954F

イトトンポ科
モートンイトトンボ

キイトトボ
アジアイトトンボ 零 謂 謂 零
クロイ トトンパ ○ ○ ○ O ○ 〇

才才イ トト ノ`ボ ∩ の 0 0 〇 0 〇

アオイ トトレポ科

ア牙イ トトンバ O

牙牙ア方イトトンパ ○ ○ ① ○ ① ○ O O

ホ ノ`き方 ツ`ネ ツ トツ京 ∩ 命 ● ∩ ∩ ● ●

カワ トンボ科
O  I

_迎 二
〇  |斜 封 封

サナエ トンボ科

ヤマサすエ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 〇

ダピドサす工 ① ○ ① ○ ① O

方ジロサすエ O ○

コ牙ニヤンマ ∩ ○ ○ ∩ ○ ○ O

的 手 日 や
｀
ノロ ○

オニヤンマ科

ヤンマ科
コンパソヤンマ ○ ① 〇 D D う

ミブしンヤンマ ① ○ め め 0

カ トリヤンマ ○ ○ O ① ① ) ○

ヤフヤンマ ○

ルリボシヤンマ ① ○ O O

方オルリボシヤンマ ○

マルタンヤンマ ○ ○ ○ ○

ギツヤンマ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ O

つ nフ ,`耳 ノ`や ノ`ロ 〇 ○ ○ ○ O ○

エゾトンボ科
O
∩ ∩ 甲

トンポ科

ハラビロトンポ ○ ○ O 0 ○

ウ才力う トツボ ∩ ∩ ∩ ○ ○ ○ ○ ○

シ方ヤ トン不 〇 ○ ○ ○ ① O ○

牙牙シ万刀ラ トンバ 0 ○ ○ ○ O ○ ○ 〇

ヨツポシトンバ ○ ○ ○

コフキトンポ O ○ ○ ○ ①

ショワショウトンボ ∩ O O ○ O ○ O

アキアカネ O 〇 〇 ○ ○ 〇 〇

ナツアカネ ○ 0 ○ ○ ○ O ○ O

マユタテアカネ ○ O 〇 ○ ○ O O

ヒメアカネ ① ○ う 0 0 ○ ○ O

ミヤマアカネ ○ O ) O 〇 ○ ○

ノシメトンボ ① う ○ ○ O

コノシメトンボ O

ⅢIアフカス 0 O

キ トンボ ○ O

ネキ トンパ ○ O O D O

コシアキ トンボ O ○ ○ ○ O う

句 ア バ キ トツ 京 ○ ○ O O ○ ) ○

チョウ トンポ ● 0

目整 した種の数 30



神奈サ|1県立自然保護センター報告第 18号

横浜市及び三浦半島におけるニホンザルの目撃記録

とりまとめ :加藤千晴*・ 中田利夫**

Notes on〃α∽∽ルscα勉 (Bttth,1875)

in Yokohama city and The Miura Peninsula

Chiharu KATOH*・ Toshio NAKADA**

はじめに

神奈川県内におけるニホンザル0危 cacαルsca物(Blyth,1875)、 以下ニホンザル)

の目撃情報については、近年、本来の棲息地と思われる地域 (丹沢、津久井、足柄、箱根、

西湘等)以 外の都市部 (横浜市、三浦半島等)で 確認されるケースがあるにも拘わらず、

これまでまとまった記録として残されていないのが現状であった。

今回、 1995年 の横浜市及び三浦半島におけるニホンザルロ撃情報を元に、出現地点を

地図上に記録した。また、今後の都市部におけるニホンザル (特にハナレザル)の 動向を

推察する一助として若干の考察を加えた。

とりまとめ方法

とりまとめたデータは、 1995年 3月 から12月 にかけて横浜市衛生局及び横須賀三浦

地区行政センター等に寄せられたニホンザルの出現記録である。

寄せられた情報を元にして、ニホンザルが出現した位置を 「自然公園 ・自然環境保全地

域等区域図」に初認から終認までを出現順にプロットし、併せて地図上の出現順 (地図上

の番号)に 対応する一覧表を作成することで整理した。

結果及び考察

整理されたデータから、同一個体が移動したと思われるような地理的、時間的な連続性は、
一部で見受けられたものの、多くの確認地点は各地域で不連続に点在していた。このことか

ら、日撃されたニホンザルは一個体とは判定し難く、複数頭いたものと考えられる。

また、市街地には一定の場所に長く留まっていなかったのに対し、郊外では、保全対象と

なっている緑地周辺に頻回に出現していた。陸棲の野生動物は、安定した餌場と安全な棲

拠を確保することが、棲息のための必要条件であるが、今回のニホンザルも、都市部では

餌や保身等の確保が難しく、これらの条件に当てはまる地域、即ち緑地とその周辺部に高

頻度に出現したものと推察される。

95

ネ神奈川県立自然保護センター
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ま と め

今回のとりまとめからは、ニホンザルがどのようなルートで山間部から都市部へ移動し

てくるのか、また、どのエリアの集団に属する個体なのかは推測不能であった。しかし、

この問題は長い調査期間を必要とすることから、今回のデータを参考に、今後の課題とし

て提え、新知見が得られることで徐々に解明されていく可能性に期待したい。

また、複数の個体が同時期に多地域で出現している例をみても分かるように、今回のと

りまとめ範囲には、1か ら複数のニホンザルが多元的に侵入してきていることも伺えた。

農作物や家屋、物品への被害、人身事故等ニホンザルの本来の棲息地で起こっている諸

問題が、都市部の目撃情報からも同様にみられる点は、今後の野生動物保護管理のあり方

を再検討する素材として、慎重に受けとめなければならない。人間と野生動物との歪みは、

人間でなければ解決できない問題であり、責任ではないだろうか。

このデータをとりまとめるにあたり、関係機関の方々から様々な情報をお寄せいただき

ました。ここに厚くおネL申し上げます。

表 1 横 浜～三浦半島におけるニホンザルロ撃情報 (1995年 )

辞謝

番号 通報 。目撃日 時 刻 目 撃 地 点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

上3

14

15

16

17

3月 2 7日

30日

31日

4月 1 7日

17日

18日

19日

20日

20日

27日

28日

28日

30日

5月  1日

8日

18日

19日

1 8  : 4 5

夕方頃

13  i 4 0

1 0  :  0 0

1 4  :  3 0

1 1  :  5 5

1 7 :  0 0

7  :  0 0

1 3  :  1 0

1 6  :  4 5

1 5  :  2 5

1 2  :  4 0

9  :  3 0

8  :  5 0

1 2  :  5 7

1 1  :  0 0

横浜市鶴見区上末吉 4丁 目付近

横浜市神奈川区神之木台付近

横浜市神奈川区松見町2丁 目付近

横浜市保土ヶ谷区境木町 160付 近

(2頭 出現/2週 間位前から見かける)

横浜市栄区笠間町付近

鎌倉市今泉台付近

逗子市新宿付近

横浜市港北区新羽 1107-2

横浜市港北区鳥山666付 近

横浜市南区永田南 1-22-11

横浜市港南区下永谷 1-28-1付 近

三浦市三崎町六合付近

横須賀市津久井付近 (民家で食物を食べて困る)

三浦市南下浦町金田付近

横須賀市佐島付近

横須賀市粟田付近

横須賀市長坂付近
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番号 通報 ・目撃日 時 刻 目 撃 地 点

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

5 1

5 2

5月 2 3日

24日

24日

24日

26日

30日

31日

6月  9日

14日

22日

28日

29日

7月 1 2日

12日

13日

14日

19日

26日

31日

1日

1日

7日

22日

22日

23日

24日

25日

25日

28日

29日

30日

30日

31日

1日

1日

8月

9月

1 5  : 4 0

朝方 ?

1 0 : 2 0

1 1  :  5 0

1 6  :  0 0

1 6  :  0 0

1 5  :  3 0

1 6  :  5 5

1 0  :  0 0

1 5  :  0 0

1 1  :  0 0

8  :  3 0

1 5  1  0 0

1 4 : 3 0

9 : 1 5

9 1 2 0

1 4 :  0 0

1 3 :  3 0

年前中

16  :  3 0

5  :  3 0

1 0  1  1 5

1 5  :  5 0

8  :  3 0

1 1  :  2 5

1 8  :  0 0

1 1  : 3 0

6 1 1 0

1 6  : 4 0

朝 方

朝 方

7  :  0 0

葉山町一色付近

機須賀市武 1丁 目 (電気通信研究所の三叉路)

横須賀市公郷付近

葉山町一色 (葉山御用邸付近/体 長 60 clll位)

横須賀市長沢付近 (農作物を荒らす)

三浦市南下浦町松輪 (剣崎バス停付近)

三浦市内 (メロンを食べている)

逗子市小坪付近

横須賀市久里浜 8丁 目 (伝福寺付近)

横須賀市佐原付近 (瓦をはがし、アンテナを揺らす)

横須賀市小矢部付近

横須賀市池上付近

横須賀市長坂 (市営住宅付近)

横須賀市長坂 (市営住宅付近)

横須賀市長坂 (市営住宅付近/体 長 5 0 all位。農作物

を荒らしたり、子供を脅す)

葉山町付近 (農作物を荒らす)

横須賀市長坂 (市営住宅付近/体 長 50 all位。農作物

を荒らす→枝豆、 トウモロコシ、ナス)

逗子市桜山付近

鎌倉市岩瀬付近 (アパートヘ侵入)

鎌倉市今泉付近 (人に慣れている)

鎌倉市今泉台付近

逗子市沼間付近 (自動車、農園に被害あり)

横須賀市長浦付近

横須賀市田浦付近 (左足を噛まれる→かすり傷)

横須賀市船越付近

横須賀市船越付近

横須賀市田浦付近 (2件 通報)

逗子市沼間付近

逗子市沼間付近 (2件 通報)

逗子市桜山付近

葉山町長柄付近 (公園/2件 通報)

葉山町長柄付近

葉山町堀内付近 (公園)

葉山町下山口付近

葉山町下山口付近 (下山橋付近)
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番号 通報 ・目撃日 時 刻 点地撃目

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

6 0

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

6 8

6 9

7 0

9月  1日

1日

6日

23日

23日

26日

28日

29日

30日

30日

1 0月  1日

3日

4日

4日

5日

6日

7日

9日

1 1月  2日

2日

1 6 :  1 0

1 7 :  0 0

年前中

13  :  3 0

1 7  :  0 0

1 1  1  5 0

9  :  0 0

8  :  2 5

9  : 5 0

夕 方

1 4  :  0 2

9 : 4 0

1 2 : 4 0

1 6 : 2 5

夕 方

9  :  0 0

9 : 4 0

1 0 : 4 5

1 4  : 0 0

葉山町上山口

葉山町上山口 (民家に侵入)

横須賀市太田和付近

横須賀市二葉付近 (15:35に も確認)

横須賀市二葉付近

機須賀市馬堀付近

横須賀市根岸付近 (13:25、 17:10に も確認)

横須賀市根岸付近 (13:30、 13:40、 16:30

にも確認/洗 濯物をとる)

横須賀市浦上台付近

横須賀市桜が丘付近

横須賀市鴨居付近

横須賀市二葉付近        ャ

横須賀市浦賀 (浦賀駅ホーム/大 小 2～ 3頭 )

横須賀市浦賀 (浦賀駅横のビル)

横須賀市大津付近 (民家に侵入)

横須賀市根岸付近

横須賀市公郷付近

横須賀市衣笠栄町付近

横須賀市湘南鷹取付近

横須賀市湘南鷹取 (鷹取小学校)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3月 2 3日

3月 2 7日

6月

6月

川崎市高津区で確認

川崎市幸区で確認

座間市内で確認

大和市内で確認

*12月 には、日撃情報は得られなかった。

*番 号は<図 1>の 目撃地点番号と対応する。

*通 報 。日撃日は関係機関に通報があった月日。

または、ニホンザルを現地で目撃した月日。

*時 刻は関係機関に通報があった時刻。

または、ニホンザルを現地で目撃した時刻。一は時刻が確認できなかったもの。

*記 号A～ Dは 、今回の対象地域外での目撃情報。
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神奈川県立自然保護センター報告第13号

平成 7年 度

神奈川県立自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査 (4)
一
幼虫の上陸および成虫発生状況調査 一

とりまとめ :石渡和夫*

Note on Fireflies in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center 141

Kazuo lSHIWATA*

調査目的

ホタルの生息状況を明らかにし、自然保護センター野外施設の特性である谷戸の環境全

体をとらえる一つの指標とするために、野口 (1993、 1994、 1995)に 引き続き本

年度もホタル生息状況総合調査の一環としてゲンジボタルと″ciοtt crzc,α勉 ・ヘイケボタ

ルと″抗滋 腕 ″体の幼虫および成虫発生状況調査を実施したのでここに報告する。

調査方法

多々良沢沿いの回路をゆっくりした速度で歩きながら見える範囲を目視により記録していっ

た。また、多々良沢の上 。中 ・下流にポイントを設け (図1)、 気温 ・水温 ・地温を測定

し、その他自然環境についても記録していった。

調査期間は 1995年 4月 25日 から7月 7日 までの延べ 19日 間にわたり、概ね午後 8

時から9時 までの 1時 間で調査を行った。本調査は自然観察指導員およびセンター職員等

の延べ 69人 で実施した。本調査にご協力いただいた方々にここで厚くお礼を申し上げる。

調査結果

調査したデータは次のとおりである。調会をしていく過程でクロマドボタル秒rocοttα

ル閉οsクの幼虫も確認できたので、併せて記載しておく。

調 査 員

足立直義、石井 晃 、伊藤 治 、大津昇一、加藤千晴、門脇厚子、紙谷嘉朗、唐沢良子、

川村優子、熊沢泰信、坂本堅五、塩沢徳夫、杉山 勉 、高崎好計、高橋アヤ子、田仲謙介、

田中佐佳子、塚本香代、露木三津夫、中島滋俊、中田浩司、中田利夫、中田洋介、長門 渉 、

成井勝重、野口光昭、花上友彦、増子忠治、吉口元昭、吉田文雄

引用文献

野口光昭 1998:平 成 4年 度自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料

神奈川県立自然保護センター報告 (10):137-153 神 奈川県立自然保護

センター
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野口光昭  1994:平 成 5年 度自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料12)

神奈川県立自然保護センター報告 (11):151-172 神 奈川県立自然保護

センター

野口光昭  1995:平 成 6年 度自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料13)

神奈川県立自然保護センター報告 (12):119-140 神 奈川県立自然保護

センター

データ 1 4月 25日 (火)雨

○風、無風。月、無し。星、見えない。

○カルガモがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴いていた。エ

ビがいた。

○ゲンジボタルの幼虫 2か 所で6匹 確認。図2

1 沢 筋の蛇籠の縁に1匹

沢の中に3匹

2 沢 筋に2匹

○クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 5匹 確認。図3

1 園 路脇の草の中に5匹

OSt.1 気 温14.0度、水温15.0度、地温15.0度

St. 2    ″  14.0居モ、   〃  13.OΣモ、  ″  14.OS壬

Sl. 3    〃  14,5度、  〃 13.0度 、  ″ 14.0度

○調査時間 20:00～ 21:00

データ2 5月 1日 (月)雨

○風、微風。月、無し。星、見えない。

①カルガモがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの幼虫 2か 所で3匹 確認。図4

1 園 路脇に 1匹

2 園 路脇に2匹

①クロマ ドボタルの幼虫 3か所で4匹 確認。図 5

1 園 路脇に2匹

2 回 路脇に1匹

3 沼 の縁に 1匹

①St.1 気 温14.0度、水温15.5度、地温16.0度

St. 2    ″  15,0昼壬、   〃  14.0居モ、  〃  15.0昼壬

St. 3    〃  14.5居室、  〃  14.OSモ、  ″ 15,5】モ

○調査時間 19:30～ 21:00

データ3 5月 4日 (木)曇 時?雨

○風、無風。月、見えない。星、見えない。

①ゴイサギ ・コサキがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。エビがいた。
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○ゲンジボタルの幼虫 6か 所で 13匹 確認。図 6

1 沼 の縁に1匹

2 池 の縁に 1匹

3 池 の縁に 1匹

4 沢 の対岸の山裾に5匹

5 沢 の対岸の山裾に 1匹

6 池 の縁に4匹

○クロマ ドボタルの幼虫 3か 所で 3匹確認。図 7

1 沢 の対岸の山裾に1匹

2 沢 の対岸の山裾に1匹

3 沢 の対岸の山裾に1匹

OSt.1 気 温18.0度、水温15.5度、地温17.0度

St,2   ″  18.5】度、  〃 14,5】電、  〃 15.0度

St. 3    〃  16ち51モ、   ″  14,0居壬、   〃  15.OS壬

○調査時間 19:50～ 20:50

データ4 5月 10日 (水)晴

○風、無風。月、半月。星、少し。

○アオバズクがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ザリガニがいた。シカがい

た。

①ゲンジボタルの幼虫 4か 所で4匹 確認。図 8

1 沢 筋に1匹

2 園 路脇に 1匹

3 園 路脇に1匹

4 園 路脇の草の上に1匹

○クロマ ドボタルの幼虫 2か 所で4匹 確認。図 9

1 園 路脇に2匹

2 回 路脇に2匹

OSt.1 気 温16.0度、水温19.0度、地温17.5度

St. 2    ″  16.OS壬、   ″  15。0居壬、   〃  17.OSモ

St. 3    ″  15.0】モ、   〃  15.0】壬、   ″  17.0ぼ壬

○調査時間 19:30～ 20:50

データ5 5月 16日 (火)曇 時々雨

○風、微風。月、見えない。星、見えない。

①シュレーゲルアオガエル ・アマガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴いていた。

○ゲンジボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図 10

1 園 路脇に1匹

○クロマ ドボタルの幼虫 14か 所で 19匹 確認。図 11

1 沢 の対岸の山裾に1匹
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2 園 路脇の草の中に1匹

3 池 の縁に1匹

4 園 路脇の木の上に2匹

5 沢 の対岸の山裾に1匹

6 園 路脇に1匹

7 沢 の対岸の山裾に1匹

8 沢 の中に5匹

9 園 路脇の木の上に1匹

10 園 路脇に1匹

11 沢 の対岸の山裾に1匹

12 園 路脇の車の中に1匹

13 池 の縁に1匹

14 沢 の対岸の出裾に1匹

OSt.1 気 温16.0度、水温15.5度、地温16.0度

St. 2    ″  16.0】壬、   〃  14.0昼モ、   〃  16.0】壬

St. 3    〃  16.OS壬、   ″  13.5あ壬、   〃 16.0居壬

○調査時間 20 :  0 0 - 2 1  :  0 0

データ6 6月 13日 (火)雨 時マ曇

○風、弱風～微風。月、見えない。星、見えない。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。 ドジョウがいた。シカかイノシシの移動する

音が聞こえた。

①ゲンジボタルの成虫 1か所で 1匹確認。図 12

1 園 路脇の草むらに1匹 (♂♀不明)

①St.1 気 温15,5度、水温17.0度、地温17.0度

St. 2    ″  16.0呂壬、   〃  16.0】壬、  〃  16.2昼壬

St, 3    ″  16.0ほ=、   〃  15.0呂壬、  ″  16.OΣ壬

○調査時間 20:00～ 21:15

データ7 6月 14日 (水)曇

○風、微風。月、見えない。星、見えない。

○アオバズクが鳴いていた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ザリガニ・エビがい

た。

①ゲンジボタルの成虫 5か所で 8匹確認。図 13

1 園 路脇の草むらに4匹 (♂♀不明)

2 沼 の縁の草むらに1匹 (♂♀不明)

3 園 路脇の草むらに 1匹 (♂♀不明)

4 園 路脇の木の上に1匹 (♂♀不明)

5 園 路脇の草むらに1匹 (♂♀不明)
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OSt.1 気 温18.0度、水温17.0度、地温17.0度

St. 2    〃  19.0居壬、   〃  16.0居室、   〃  17.0】モ

St, 3    〃  18.5昼モ、   ″  15.5昼壬、   ″  17.OS竜

○調査時間 19:30～ 21:00

データ8 6月 16日 (金)曇

○風、無風。月、見えない。星、見えない。

○シュレーゲルアオガエル ・ツチガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 7か所で8匹確認。図 14

1 沢 の対岸の木に 1匹 (♂♀不明)

2 園 路脇の草むらに2匹 (♂♀不明)

3 沢 の対岸の木に1匹 (♂♀不明)

4 池 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

5 池 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

6 沼 の中の木に1匹 (♂♀不明)

7 沼 の中の木に1匹 (♂♀不明)

①St.1 気 温20.5度、水温17.0度、地温17.5度

St. 2    〃 20.0度、  〃 16.0度、  〃 17.5度

St. 3   〃 20.0度、  ″ 15.5度、  〃 17,0度

○調査時間 19:40～ 20:50

データ9 6月 21日 (水)曇

○風、無風。月、無し。星、見えない。

①シュレーゲルアオガエル ・ヒキガエルが鳴いていた。シカまたはイノシシの移動する

音が聞こえた。

①ゲンジボタルの成虫 18か 所で 22匹 確認。図 15

1 沼 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

2 園 路脇の木に1匹 (♂♀不明)

3 沼 の中の木に1匹 (♂♀不明)

4 沢 の対岸の強に1匹 (♂♀不明)

5 沢 の対岸の木に1匹 (♂♀不明)

6 沢 の対岸の木に2匹 (♂♀不明)

7 沢 の対岸を飛翔 1匹 (♂♀不明)

8 園 路脇のササに1匹 (♂♀不明)

9 園 路脇の木に1匹 (♂♀不明)

10 沼 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

11 園 路脇の木に1匹 (♂♀不明)

12 沢 の対岸の木に1匹 (♂♀不明)

13 沼 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

14 沼 の中の木に1匹 (♂♀不明)
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15 沼 の中の木に1匹 (♂♀不明)

16 沼 の上を飛翔 3匹 (♂♀不明)

17 沢 の奥を飛翔 1匹 (♂♀不明)

18 沼 の上を飛翔 2匹 (♂♀不明)

○クロマ ドボタルの幼虫 3か所で4匹 確認。図 16

1 回 路脇に1匹

2 園 路脇に1匹

沢の中に1匹

3 沢 の中に1匹

OSt.1 気 温19.0度、水温18.5度、地温19.0度

St. 2    〃  19.0居モ、   〃  16.5S壬、  ″ 19`0居壬

St. 3    〃  17.5居モ、   〃  16.0昼壬、  〃  18.0居室

○調査時間 19 :  5 5 - 2 0  : 4 0

データ 10 6月 23日 (金)雨 時々曇

○風、弱風。月、無し。星、見えない。

①アオバズクがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。シマアメンボウがいた。

ザリガニ ・エビ・ドジョウ・サワガニがいた。

①ゲンジボタルの成虫 4地 域で 27匹 確認。図 17

l ① 地域で 9匹 (♂9)

2 ② 地域で 5匹 (♂4、 ♀1)

3 ③ 地域で2匹 (♀1、不明 1)

4 ④ 地域で 11匹 (♂11)

①クロマ ドボタルの幼虫 1地域で4匹 確認。図 17

l ③ 地域で4匹

OSt.1 気 温19.0度、水温16.5度、地温17.0度

St. 2    ″ 22.0度、  〃 15`5度、  〃 16.0度

St. 3    〃 24.0度、  〃 15,0度、  〃 16.0度

○調査時間 19:55～ 21:00

データ 11 6月 24日 (土)曇

○風、無風。月、無し。星、見えない。

①アオバズク・トビがいた。ヤマアカガエル ・シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

キンヒバリが鳴いていた。ハシリグモがいた。

○ゲンジボタルの成虫 2地 域で 61匹 確認。図 18

l ① 地域で 21匹 (♂♀不明)

2 ② 地域で40匹 (♂♀不明)

○ヘイケボタルの成虫 2地 域で 13匹 確認。図 18

l ① 地域で 8匹 (♂♀不明)

2 ② 地域で 5匹 (♂♀不明)
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○クロマドボタルの幼虫 6か 所で 11匹 確認。図 19

1 園 路脇に2匹

2 園 路脇に3匹

3 園 路脇に 1匹

4 園 路脇に2匹

5 園 路脇の草の裏に2匹

6 園 路脇に 1匹

OSt,1 気 温19.9度、水温18.3度、地温19.0度

St. 2    ″ 22.0度 、  〃 16.5度 、  ″ 18.0度

St. 3    〃  19,0呂壬、   ″  16.OSモ、   〃  17.7ぼ壬

○調査時間 19:40～ 20:45

データ 12 6月 25日 (日)曇 時々雨

○風、無風。月、無し。星、見えない。

○シュレーゲルアオガエル ・ツチガエル ・アマガエルが鳴いていた。クビキリ・キンヒ

バリが鳴いていた。オ トシブミ・アメンボがいた。メダカがいた。

○ゲンジボタルの成虫 4地 域で41匹 確認。図 20

l ① 地域で 2匹 (♂2)

2 ② 地域で 10匹 (♂6、 ♀4)

3 ③ 地域で 4匹 (♂2、 ♀2)

4 ④ 地域で 25匹 (♂21、 ♀4)

○ヘイケボタルの成虫 1地域で2匹 確認。図 20

l ④ 地域で2匹 (♂1、 不明 1)

○クロマ ドボタルの幼虫 3か 所で4匹 確認。図 21

1 沢 の中に2匹

2 沢 の対岸に 1匹

3 園 路脇に1匹

OSt.1 気 温19,0度、水温19.6度、地温19.5度

St. 2    〃  19.OSモ、  ″  17.0ど壬、   〃  19.OS壬

St. 3    ″  19.OS壬、   ″  16.OSモ、   〃  19.0居壬

○調査時間 19:30～ 21:00

データ 13 6月 27日 (火)曇 一時雨

○風、無風。月、無し。星、見えない。

○アオバズク・ゴイサギがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 22か 所で73匹 確認。図 22

1 林 の中を飛翔 1匹 (♂♀不明)

2 園 路脇に2匹 (♂2)

3 沢 の対岸の木の上に9匹 (♂8、不明 1)

沢の対岸を飛翔 2匹 (♂2)
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4 園 路沿いを飛翔 3匹 (♂3)

5 沼 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

6 沢 の対岸の草むらに2匹 (♂2)

7 沢 の対岸に2匹 (♂2)

8 園 路脇の木の上に9匹 (♂9)

沢の対岸に2匹 (♂2)

9 沢 の対岸に2匹 (♂2)

10 池 の上を飛翔 1匹 (♂♀不明)

11 沢 の対岸の木の上に2匹 (♂♀不明)

沢の対岸を飛翔 2匹 (♂♀不明)

12 沢 の対岸の木の上に2匹 (♂2)

園路脇の木の上に1匹 (♂1)

13 園 路脇の木の上に2匹 (♂♀不明)

14 沢 の対岸を飛翔 3匹 (♂♀不明)

15 池 の上を飛翔 1匹 (♂1)

16 池 の上を飛翔 1匹 (♂1)

17 園 路脇に 1匹 (♀1)

18 園 路脇の木の上に 1匹 (♂♀不明)

園路沿いを飛翔 3匹 (♂♀不明)

19 園 路沿いを飛翔 5匹 (♂5)

20 園 路沿いを飛翔 5匹 (♂5)

21 園 路沿いを飛翔 4匹 (♂4)

22 園 路沿いを飛翔 4匹 (♂4)

①ヘイケボタルの成虫 3か 所で6匹 確認。図 23

1 園 路脇の草むらに1匹 (♂1)

園路沿いを飛翔 2匹 (♂2)

2 園 路沿いを飛翔 2匹 (♂♀不明)

3 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂♀不明)

○クロマ ドボタルの幼虫 2か 所で 3匹 確認。図 24

1 園 路脇に2匹

2 園 路脇に 1匹

OSt.1 気 温20.8度、水温19.2度、地温20.0度

St. 2    〃 22.0度 、  ″ 17.2度 、  〃 19.8度

St. 3    ″ 22,0度 、  ″ 17.0度 、  〃 20.0度

○調査時間 19i 4 5～ 20 : 5 5

データ 14 6周 28日 (水)晴

○風、無風。月、無 し。星、見えない。

①アオバズク・ゴイサギ ・カルガモがいた。シュレーゲルアオガエル ・ヒキガエルが鳴

いていた。
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○ゲンジボタルの成虫4地域で95匹確認。図25

l ① 地域で6匹 (♂♀不明)

2 ② 地域で31匹 (♂♀不明)

3 ③ 地域で26匹 (♂♀不明)

4 ④ 地域で32匹 (♂♀不明)

○ヘイケボタルの成虫1地域で9匹確認。図25

l ④ 地域で9匹 (♂♀不明)

○クロマドボタルの幼虫3か所で6匹確認。図26

1 園 路脇に2匹

2 園 路脇に3匹

3 園 路脇に1匹

OSt.1 気 温22.2度、水温18.5度、地温21.0度

St. 2    ″ 20.0度、  ″ 17.0度、  〃 20.0度

St. 3    〃 1940母モヽ  〃 17.0居モ、  ″ 19.5度

○調査時間 19:40～ 21:00

データ 15 7月 1日 (土)曇

○風、弱風。月、かすんでいる。星、見えない。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。スジブトハシリグモ ・オニグモがいた。

①ゲンジボタルの成虫 19か 所で62匹 確認。図 27

1 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

2 園 路沿いを飛翔 5匹 (♂5)

3 池 の上を飛翔 2匹 (♂2)

4 園 路脇でオニグモにとらえられていた 1匹 (♂1)

5 国 路脇の木の上に4匹 (♂♀不明)

園路沿いを飛翔 3匹 (♂3)

6 沢 の対岸を飛翔 4匹 (♂4)

7 園 路脇の木の上に2匹 (♂♀不明)

園路沿いを飛翔 6匹 (♂6)

8 池 の上を飛期 2匹 (♂2)

9 国 路脇の事の上 4匹 (♂4)

10 園 路沿いを飛翔 2匹 (♂2)

池の縁の木の上に1匹 (♀1)

11 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

国路脇の木の上に2匹 (♂2)

12 国 路沿いを飛翔 3匹 (♂3)

園路脇の木の上に6匹 (♂6)

13 国 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

14 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

15 国 路沿いを飛翔 2匹 (♂2)



110

16 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

17 沢 の奥を飛翔 4匹 (♂4)

18 沼 の上を飛翔 1匹 (♂1)

19 園 路沿いを飛翔 3匹 (♂3)

○ヘイケボタルの成虫 6か 所で 16匹 確認。図 28

1 園 路脇の草の上に5匹 (♂5)

沢の対岸に1匹 (♂♀不明)

2 園 路脇の草むらに1匹 (♂1)

園路脇の木の上に1匹 (♀1)

3 沼 の上を飛翔 4匹 (♂4)

4 園 路脇の草むらに2匹 (♂2)

5 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

6 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

①クロマ ドボタルの幼虫 2か 所で5匹 確認。図 29

1 園 路脇に2匹

2 園 路脇に3匹

OSt.1 気 温25.0度、水温22.0度、地温22.0度

St. 2    〃 24.0度、  〃 19.5度、  ″ 21.5度

St。 3    〃 23.0度、  ″ 19`0度、  〃 21.0度

○調査時間 19:45～ 21100

データ 16 7月 2日 (日)晴

○風、強風。月、見えない。星、見えない。

○アオバズクがいた。キンヒバリが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 25か 所で 69匹 確認。図 30

1 沼 の上を飛翔 1匹 (♂1)

2 園 路沿いを飛翔 2匹 (♂2)

3 園 路脇の草の上に2匹 (♀2)

4 沢 の上を飛翔 1匹 (♂1)

5 沼 の上を飛翔 1匹 (♂1)

6 園 路沿いを飛翔 3匹 (♂3)

国路脇の木の葉の上に4匹 (♀4)

7 園 路沿いを飛期 5匹 (♂5)

8 沢 の中に2匹 (♂2)

園路脇の木の上に3匹 (♀3)

9 園 路脇の葉の上に2匹 (♂2)

10 園 路沿いを飛翔 6匹 (♂6)

11 園 路脇の葉の上に1匹 (♂1)

12 園 路脇の草の上に1匹 (♂1)

13 沢 の対岸の草の上に 1匹 (♂1)



14 園 路脇の草の上に4匹 (♂4)

15 園 路脇の木の葉の上に2匹 (♂1、 ♀1)

16 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

17 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

園路脇の木の下に1匹 (♂1)

18 沢 の対岸を飛翔 3匹 (♂3)

19 池 の縁の葉の上に2匹 (♂2)

20 園 路沿いを飛翔 7匹 (♂7)

21 園 路脇の葉の上に2匹 (♂♀不明)

22 沼 の上を飛翔 2匹 (♂♀不明)

23 沼 の上を飛翔 6匹 (♀1、不明5)

24 園 路沿いを飛翔 3匹 (♂♀不明)

25 沢 の対岸の枝の上に 1匹 (♂1)

○ヘイケボタルの成虫 4か 所で23匹 確認。図 31

1 園 路脇の木の上に 1匹 (♂1)

2 沼 の中の草の上に 16匹 (♂14、 不明2)

3 園 路脇の草の上に4匹 (♂♀不明)

4 沼 の中の木の上に2匹 (♂♀不明)

①クロマ ドボタルの幼虫 4か 所で5匹 確認。図 32

1 園 路脇に1匹

2 沢 の中の車に1匹

3 沢 の中の草に1匹

沢沿いのササに1匹

4 沢 の対岸に 1匹

OSt.1 気 温23.6度、水温21,0度、地温21.5度

St. 2    〃 23.2度、  ″ 18.1昼壬、  ″ 20.8】壬

St. 3    ″ 22.5】モ、  ″ 17.7度、  〃 20.0ぼモ

○調査時間 19:35～ 20:50

データ 17 7月 3日 (月)曇

○風、微風。月、見えない。星、見えない。

①シュレーゲルアオガエル ・ヒキガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 4地 域で40匹 確認。図 33

l ① 地域で 2匹 (♂♀不明)

2 ② 地域で 11匹 (♂♀不明)

3 ③ 地域で 17匹 (♂♀不明)

4 ④ 地域で 10匹 (♂8、 ♀1、 不明 1)

○ヘイケボタルの成虫 4地 域で 34匹 確認。図 33

l ③ 地域で 6匹 (♂♀不明)

2 ④ 地域で28匹 (♂♀不明)

キンヒバリが鳴いていた。
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○クロマ ドボタルの幼虫 1地域で2匹 確認。図 33

l ③ 地域で 2匹

OSt.1 気 温24.3度、水温21.0度、地温22.0度

St. 2    〃 23.2度 、  〃 19.0度 、  ″ 21.2度

St. 3    〃 21.8潟壬、   〃  19.0丹=、   ″ 21.5Bモ

○調査時間 20:00～ 20:55

データ 18 7月 5日 (水)雨

○風、微風。月、見えない。星、見えない。沢の水が増水して濁っている。

○アマガエル ・ヒキガエルが鳴いていた。キンヒバリが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 4地 域で 37匹 確認。図 34

l ① 地域で 1匹 (♂♀不明)

2 ② 地域で 11匹 (♂8、 不明 3)

3 ③ 地域で 16匹 (♂4、 不明 12)

4 ④ 地域で 9匹 (♂2、 不明7)

○ヘイケボタルの成虫 3地 域で30匹 確認。図 34

l ② 地域で 9匹 (♂♀不明)

2 ③ 地域で 8匹 (♂♀不明)

3 ④ 地域で 13匹 (♂3、不明 10)

①クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 2匹 確認。図35

1 園 路脇に2匹

OSt.1 気 温21.0度、水温18.0度、地温19.0度

St. 2    〃 21.0度 、  ″ 16.0度 、  〃 19.0度

St. 3    〃 21.0度 、  〃 16.0度 、  ″ 18.0度

○調査時間 19:50～ 21:00

データ 19 7月 7日 (金)曇

①風、無風。月、かすんでいる。星、見えない。霧が濃い。

○キンヒバ リが鳴いていた。ヘビがいた。

①ゲンジボタルの成虫 20か 所で 39匹 確認。図 36

1 沢 の対岸の木の葉の上に1匹 (♂1)

2 沼 の上を飛翔 1匹 (♂1)

3 沢 の対岸の葉の上に1匹 (♂1)

沢の上を飛翔 1匹 (♂1)

4 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

沢の上を飛翔 2匹 (♂2)

5 沢 の対岸の草の上に 1匹 (♂1)

沢の対岸の木の上に 1匹 (♂1)

6 沢 の対岸を飛翔 2匹 (♂♀不明)

7 沢 の対岸の草の上に2匹 (♂2)
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8 園 路脇の木の上に1匹 (♂1)

9 園 路脇の木の上に 1匹 (♂1)

10 園 路脇の葉の上に 1匹 (♂1)

11 池 の上を飛翔 2匹 (♂2)

12 沢 の対岸の葉の上に1匹 (♂1)

13 園 路脇の葉の上に 1匹 (♂1)

14 沢 の上に2匹 (♂2)

沢の中の草の上に 1匹 (♂1)

15 沢 の上を飛翔 2匹 (♂2)

沢の中の葉の上 1匹 (♂1)

16 沢 の対岸の葉の上に1匹 (♂1)

17 沢 の対岸を飛翔 3匹 (♂3)

18 園 路沿いを飛翔 1匹 (♂1)

19 沼 の上を飛翔 1匹 (♂1)

20 沼 の上を飛翔 7匹 (♂5、 不明 2)

①ヘイケボタルの成虫 1地域で 72匹 確認。図 37

l ① 地域で 72匹 (♂♀不明)

OSt.1 気 温20.5度、水温18.5度、地温20.7度

St. 2    〃 20,3度、  ″ 16.7度、  〃 20.7度

St 3    ″ 20.5度、  ″ 16.4度、  ″ 18.7度

○調査時間 19:55～ 20:55
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図 1 気 温 ・水温 ・地温の測定ポイント 図 2 ゲンジボタル幼虫の観察ポイント
(1995,4.25)

図 3

図 5

クロマドボタル幼虫の観察ポイン
(1995.4.25)

ー

(1995,ぶが
タル幼虫の観察ポイン

図 4 ゲンジボタル幼虫の観察ポイント
(1995.5.1)

クロマドボタル幼虫の観察ポイン
(1995.5.4)

ー

行托訂がぁ
ル幼虫の観察ポイント

一

ゲンジボタル幼虫の観察ポイント
(1995.5.10)

図 6

中 エ

図 7 図 8
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図 9

図 11

クロマドボタル幼虫の観察ポイント
(1995.5.10)

ゲンジボタル幼虫の観察ポイント

(1995.5。16)
図 10

クロマドボタル幼虫の観察ポイント
(1995,5.16)

ゲンジボタル成虫の観察ポイント
(1995.6.13)

図 12

図 1 3 ゲンジボタル成虫の観察ポイント
(1995.6.14)

ゲンジボタル成虫の観察ポイント

(1995,6.16)
図 14

ゲンジボタル成虫の観察ポイント
(1995.6.21)

クロマドボタル幼虫の観察ポイン
(199 5 . 6 . 2 1 )

図 15 図 1 6
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図17 ゲ ンジボタル成虫 4

(1995623)
クロマドボタル幼虫の観察地域 図18 ゲンジボタル成虫・ヘイケボタル成虫観察地域

(1995.624)

図 19

(1995が ダFル
幼虫の観察ポイント

図21 行
品軍がダFル幼虫の観察ポイント

図2 0 ゲンジボタル成虫・ヘイケボタル成虫観察地域
(1995625)

ー

図22  行

話訂がぁ|レ
成虫の観察ポイント

図23 ヘ イケボタル成虫の観察ポイン
(1995.6.27)

図24 ク ロマドボタル幼虫の観察ポイント
(19956.27)
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図2 5 タンジボタル成虫・ヘイケボタル成虫観察地域
(1995628)

図27 ゲ ンジボタル威虫の観察ポイント
(19957.1)

図29 ク ロマドボタル幼虫の観察ポイント
(1995.71)

ヘイケボタル成虫の観察ポイント
(1 9 9 5 . 7 t 2 )

図26 ク ロマドボタル幼虫の観察ポイン

(1995.6.28)

図28 ヘ イケボタル成虫の観察ポイント
(19957.1)

図30 ゲ ンジボタル成虫の観察ボイント
(1995.7.2)

図32 ク ロマドボタル幼虫の観察ポイント
(1995.72)

図 31
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図33 祭
/形ガ蚤祢盛装れ盆

イケボタル成虫・クロマド
( 1 9 9 5 7 3 )

関34 ゲ ンジボタル成虫・ヘイケボタル成虫観察地域

(199575)

図36 ゲ ンジボタル成虫の観察ポイント
(1 9 9 5 7 7 )

図35 ク ロマドボタル幼虫の観察ポイ
(1995.75)

図37 ヘ イケボタル成虫の観察ポイ
(1995.7,7)

ン ト

ン ト
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田38  St,11こ おける気温 ・水温 ・地温の変化
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図39 st.2に おける気温 ・水温・地温の変化
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図40 St.3に おける気温 ・木温 ・地温の変化
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神奈川県立自然保護センター報告第 13号

神奈川県におけるセミ類の生息状況について13)

紙谷嘉朗*・石渡和夫米.野口光昭**・ 加藤千晴*

Distribution of 6 species of Cicada in Kanagawa Prefecture(3)

Yoshiroh KAMIYA*,Kazuo ISHIwATA*

Mitsuakt NOCUCHl** and Chiharu KATOHネ

はじめに

県立自然保護センターでは、 1985年 (平野内ほか 1986)及 び 1990年 (古内は

か 1991)に 神奈川県におけるセミ類の生息調査を行った。今回、前 2回 と同様にア

プラゼミ、ニイニイゼミ、ミンミンゼミ、ヒグラシ、ツクツクボウシ、およびクマゼミの

6種 のセミ類 (以下 6種 のセミ類という)に ついて、 5年後の経過状況を把握するため、

第 3回 目の調査を行ったので、その結果をここに報告する。

調査方法

この調査は、 1995年 7月 から9月 にかけてアンケート方式により行った。

表 1 ア ンケー ト用紙

1.ア プラゼミ
(1)あなたは、過去5年の間に神奈川県内でアプラゼミを確認しましたか。
該当する記号にOをつけて下さい。

ア.確 認できた イ.確 認できない ウ.わからない

☆よく見られる
☆時々見られる   4匹 以下の生息確認をしたとき
☆全く見られない  過 去5年の間に生息確認をしていない
S以下2・ 3・ 4・ 5・6に ついても同様の方法で回答して下さい

◎書きされない場合は、裏面へお書き下さい。
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(2)確 認できた場合は、次の表にご記入下さい。な魚帥の妹況及び舗番帥の痕靖につい

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservぶlon Center

**神 奈川県東部治山事務所 Kanagawa Prefcctural Forestry Conservation Offlce
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調査対象は、神奈川県在住の日本セミの会会員、神奈川県昆虫談話会会員、三浦半島昆

虫研究会会員、自然観察指導員、日本昆虫学会会員、自然環境保全指導員、自然公園指導員、

鎌倉の自然をまもる会会員等で、これらの方々の中から1市町村(横浜市および川崎市は区)

あたり1名 から21名 を無作為に抽出し、計 455名 にアンケー ト票(表 1)を 送付 した。

回答は過去 5年 間の6種 のセミ類の生息状況について、該当するものを○で囲む選択式と

記述式を併用した。

回収した調査票は種類及び市 (区)町 村別に集計し、さらにメッシュ単位で生息確認分

布図を作成した。

メッシュ図は、神奈川県の 10万 分の 1の地形図を、東西約1,45 km・南北約1.15血に区

分したもので、メッシュ数は、全体で1,660個となった。

なお、神奈川県全体のメッシュ数を総メッシュ数、生息していたメッシュを生息メッシュ、

1985年 の調査を第 1回 調査、 1990年 の調査を第 2回 調査、今回の調査を第 3回 調査

と呼ぶこととする。

Ｎ

ｌ
ｌ
川

、
ュ

ー
ー

ii導 吾箕

図 1 神 奈川県市 (区)町 村配置図

調査結果

調査対象者は455個 (人)で 、回収数は178個 (人)、 回収率は39.1%と なった。第

1回 および第 2回 調査に比べかなり下回っている(表2)ば かりでなく、回収できなかった

市 (区)町 村が 6地 域あり、生息分布図および市 (区)町 村別の生息状況は前 2回 の調査

に比べかなり減少した。

回収地域は第 1回 および第 2回 調査と同様相模川以東在住者の回答が多かった。
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表 2 ア ンケー ト回収状況

第 1回 調 査 第 2回 調 査 第 3回 調 査

調査対象者数 492 580 455

回  収  数 218 311 178

回 収 率 (%) 44.3 53.6 39.1

1,種 類ごとの生息状況

6種 のセミ類について第1回 。第2回 および第3回 の回答内容について表3に まとめた。

また生息メッシュ数の状況を表 4に まとめるとともに、各種の生息確認分布図を図2～ 7

に示す。

アプラゼミを除く5種 のセミは、 「確認できた」の割合が前 2回 に比べ5%前 後減少し

ている。これは「未記入 (未回答)」がかなりあるためで、「確認できない」「わからない」

の割合は前 2回 の調査とはぼ同じであった。

また生息メッシュ数は、 6種 のセミ類のすべてで前 2回 のメッシュ数を大きく下回って

いるが、これは回収されたデータ数の少なさによるものと考えられる。このため前 2回 の

調査との数量的な比較は難しいと考えられる。

全体的な傾向としてクマゼミを除く5種 は、前 2回 の調査と同様市街地を中心に県下全

域に広く分布していた。ただニイエイゼミは、メッシュ数の減少割合がかなり大きかった。

またクマゼミは、分布状況が点在的であることは同じであったが、前 2回 の調査に比べ分

布範囲が拡大する傾向を示していた。

なお、生息確認分布図はアンケートの回答内容から生息が確認された位置を図化したもの

で、生息が確認できなかった位置は「未調査のため生息が確認できなかったか」または「生

息していないため確認できなかった」という2つ の状況を示している。

表3 生 息状況の回答内容

(1)ア プラゼ ミ

第 1回 調査 第 2回 調査 第 3回 調 査

確 認 で きた 205 (94.0%) 306 (98.4,る) 172 (96.6%)

確認できない 7 (3.2%) 4 (1.3%)

わ か らな い 6 (2.8%) 1 (0.3%) 1 (0.6%)

未  記  入 5 (2.8%)

計 218 (1 0tl.0%) 311 (100.0%) 178 (100.0%)
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(2)ニ イニイゼ ミ

(3 )ミンミンゼ ミ

14)ヒグラシ

(5)ツクツクボウシ

第 1回 調 査 第 2回 調 査 第 3回 調 査

確 認 で きた 162 (74.3%) 234 (75.3%) 118 (66.3%)

確認できない 23 (10.6%) 48 (15.4%) 25 (14.0%)

わ か らな い 33 (15.1%) 29 (9.3%) 19 (10.7%)

未  記  入 16 ( 9 . 0 % )

計 218 (1側 .0%) 311 (100.0%) 178 (ltXl.0%)

第 1回 調 査 第 2回 調 査 第 3回 調 査

確 認 で きた 201 (92.2%) 300 (96.5%) 162 (91.0%)

確認できない 9 (4.1 %) 9 (2.9ワ6) 5 (2.8%)

わ か らな い 8 (3.7%) 2 ( 0 . 6 % ) 2 (1,1%)

未  記  入 9 ( 5 . 1 % )

計 218 (100.0%) 311 (100。0%) 178 (100.0%)

第 1回 調 査 第 2回 調 査 第 3回 調 査

確 認 で きた 180 (82.6%) 273 (87.8%) 143 (80.4%)

確認できない 27 (12.4%) 30 (9.6'る) 16 (9.0%)

わ か らな い ■
■ (5.0%) 8 ( 2 . 6 % ) 7 (3.9り妬)

未  記  入 12 (6.7%)

計 218 (100.0%) 311 (100.0%) 178 (100.0%)

第 1回 調 査 第 2回 調 査 第 3回 調査

確認 で きた 196 (89.9%) 289 (92.9%) 152 (85.5%)

確認できない 13 (6.0'イ) 19 (6.1 %) 10 (5.6%)

わ か らな い 9 (4.1 %) 3 (1.0%) 4 (2.2%)

未  記  入 12 (6.7%)

計 218 (100.0%) 311 (ltXl.0%) 178 (ltXl.0%)



第 1回 調査 第 2回 調査 第 3回 調 査

確 認 で きた 100 (45.9%) 161 (51.8%) 73 (41,0%)

確認できない 67 (30,7%) 111 (35.7%) Ｅ
Ｕ (28.7%)

わ か らな い 51 (23.4%) 39 (12.5%) 38 (18.5%)

未  記  入
ヽ
ェ
つ
乙 (11.8%)

計 218 (100.0%) 311 (100.0%) 178 (100,0%)
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(6)クマゼ ミ

表4 生 息確認メッシュ数の状況

県内のメッシュ総数は 1,660個

2.市 (区)町 村別の生息状況

6種 のセミ類について、その生息状況を市 (区)町 村別にとりまとめ表 5に 示す。

3.生 息環境

6種 のセミ類の生息環境別割合を図8に 示す。

生息地の環境は、前 2回 の調査結果と同様、落葉広葉樹林、市街地及び人家の庭が 55

～ 60%を 占めており、以下社寺林 ・照葉樹林 ・針葉樹林 ・果樹林 。その他の順であった。

全体の傾向として、果樹林が減少し照葉樹林が増加している。

アプラゼミ・ミンミンゼミおよびツクツクボウンの社寺林の割合は減少する傾向が見られ

る。

ヒグラシの落葉広葉樹林の割合は増加する傾向が見られる。

第 1回 調査 第 2回 調 査 第 3回 調 査

ア プ ラ ゼ ミ 532 (32.0ワる) 463 (27,9%) 294 (17.7%)

ニ イエ イゼ ミ 409 (24.6%) 422 (25ム4%) 207 (12.5%)

ミン ミンゼ 494 (29.8%) 407 (24.5%) 277 (16,7%)

ヒ グ ラ シ 415 (25.0%) 386 (23.3%) 219 (13.2%)

ツクツクボウシ 458 (27.6%) 399 (24.0%) 235 (14.2%)

ク マ ゼ ミ 228 (13.7%) 236 (14.2%) 135 (8.1 %)
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図 2-1 第 1回 調査 (1981～ 1985)

図2-2 第 2回 調査 (1986～ 1990)

図2-3 第 3回調査 (1991～ 1995)

図2 ア プラゼミの生息確認分布図
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図3-1 第 1回調査 (1981～ 1985)

図3-2 第 2回 調査 (1986～ 1990)

図3-3 第 3回調査 (1991～ 1995)

図 3 ニ イエイゼミの生息確認分布図
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図4-1 第 1回調査 (1981～ 1985)

図4-2 第 2回調査 (1986～ 1990)

図4-3 第 3回調査 (1991～ 1995)

図4 ミ ンミンゼミの生息確翌分布図
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図5-1 第 1回調査 (1981～ 1985)

図5-2 第 2回調査 (1986～ 1990)

図5-3 第 3回調査 (1991～ 1995)

図5 ヒ グラシの生息確認分布図
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図6-1 第 1回調査 (1981～ 1985)

図6-2 第 2回調査 (1986～ 1990)

図0-3 第 3回調査 (1991～ 1995)

図 6 ツ クックボウシの生息確認分布図



図7-1 第 1回調査 (1981～ 1985)

図 7-2 第 2回 調査 (1986～ 1990)

図7-3 第 3回調査 (1991～ 1995)

図 7 ク マゼミの生息確認分布図
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表5  市 (区)町 村 別 生 息 一 覧 表

◎は生息が確認された市(区)町村、●は未確認または未回答の市(区)町村
市町村の数は37。 市(区)町村の数は第1回調査では56、 第2回調査では58、 第3回調査では60。
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調査の問題点

本調査は、県内の野生動物の生息状況の変化をとらえるため、ほ乳類 ・鳥類 ・昆虫類の

21種 類について実施している調査のひとつである。これらの調査は過去 15年 間にわたり、

今年度と同様のアンケー ト形式で実施 してきた。しかし、「アンケー ト回収状況」(表 2)

からわかるように、年により回収数にかなりの差異が生じているため、生息状況の変化を

知るための基礎データとしては不十分な場合がある。また、このようなアンケート調査では、

調査者の数といった量的な面ばかりでなく、調査者が年により異なることや調査者の関心

の程度等により調査内容という面においてもかなり差がでることは容易に想像がつくこと

である。

野生動物の生息状況の調査は、県内の自然の状態を知るうえで必要かつ重要なものであ

るので、調査方法 ・調査内容等について検討し調査を継続していく必要がある。この報告

では来年度以降の調査についての方向性はだせなかったが、 「調査者数の増加」 ・「同一

調査者による同一地域の調査」。「調査対象生物」。「生息状況の区分と確認の方法」。「環

境要因の区分と把握の方法」 ・「調査者への研修」等が検討内容として考えられる。

また、これまで実施してきたアンケート調査については、環境要因との関係等、別の要

素からの検討をする必要があると考えられる。

謝  辞

このアンケート調査を行うにあたり、ご協力いただいた多くの皆様に厚くお礼申し上げる。
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神奈川県立自然保護センター報告第 13号

平成7年 神奈川県立自然保護センター野外施設の水量調査

とりまとめ : 長 門 渉*

Note on Quantity of water

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Wataru NACATO*

調査目的

自然保護センターの野外施設の環境のなかで、重要な位置を占めると考えられる水の状

況を把握するための基礎資料として、野外施設に流入する水量を知るために行われた。

なお、この調査は平成 5年 8月 より実施をしていて継続しているものである。

測定場所

野外施設に流れ込む沢の 2か 所に設定 した (野外施設の公開エリアの最上部に位置す

る)(図 1)。

測定方法

測定場所の沢の流れを、ビニール袋で制限をして、 5秒 間に流れる水を全量このビニー

ル袋に採り入れ、計量カップ(2,tXlttc)で計量をした。各測定毎に3回 以上の計量を行い、

1秒 間当たりの水量の平均値を算出した。

測定は、平成 7年 1月 から6月 までは、平成 5年 度(柳下 1994)及 び平成 6年 度調査(長

門 1995)と 同様に、ほぼ月に1回 の割合で実施し、 7月 から12月 までは、ほぼ週に

1回 の割合で実施して、合計 38回 の測定を行った。

測定結果

ポイント1の 結果を表 1に 、ポイント2の 結果を表 2に 、ポイント1・ 2の 合計の結果

を表 3に 示した。また、合計の平均水量と季節の関係を図 2に 、合計の平均水量とポイン

ト1に 対するポイント2の 割合の関係を図 3に 示した。

まず、今回の結果より、各ポイントでは降雨などの要因に関わりなく通常は少なくとも

どのくらいの水量が流れているかを推定 してみると、ポイント1で は8tXLc/sec前後、

ポイント2で は40陸c/sec前 後で、2か 所の合計で1,20徒c/sec前 後の水量と考えられる。

この水量は前々回の資料(柳下 1994)の 推定値2,60tLc/seは前回の資料(長門 1995)

の推定値1,60徒c/secよ り更に小さい量である。この減少が測定回数が増加して精度が上

がったためか、外的要因 (小雨等)の ためかは今後の継続的な調査を待ちたいと思う。

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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季節的変動を図 2か ら見てみると、 1月から6月 は調査が月 1回の頻度であるので類推

は難しいが、春、梅雨及び秋の雨の時期に水量が増加すると考えられる。平成 7年 は梅雨

以降小雨傾向が続いたため、 7月 11日 の調査時の5,173cc/secを最高点として以後減少

に転じ、先に推定した通常水量1,20徒c/sec前後で推移しているようである (9月 18日

調査時の水量増加は台風 12号 による影響と思われる)。

ポイント1と ポイント2の水量を表 3及 び図 3よ り比較すると、水量が増加するほどポ

イント1の比率が高くなる傾向が見られる。水量の増加は降雨による影響が強いと考えら

れるので、ポイント1の方がポイント2よ り降雨による増加の影響が大きいと考えられる。

今回、 7月 以降の 6か 月は週 1回程度の頻度で調査を行ったが、今後も継続し年間の推

移を検証する必要がある。また、単年度では意味がないので少なくとも数年の単位で動向

を見るべきであろう。

調 査 者

本調査には、次の皆様にご協力いただいた。ここに記して感謝の意を表す。

渥美誠寛・石渡和夫・伊藤 治 ・加藤千晴・P弓脇厚子・唐沢良子・サ|1村優子・木村博治・

酒井 勲 ・白鳥元己・鈴木知子・坪井弘行・露木三津夫・中島滋俊・中田利夫・成井勝重・

細谷精二 ・増子忠治 ・松本 勇 ・松本カヨ子 ・松本好郎 ・山室京子
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表 1 ポ イント1に おける測定水量

鯛査日 測 定時間  天 気 気 温 水温 第 1回目 第2回 目 第 3回目 第4回 目   平 均

R3    R3   cc/5sec  cc/5sec  cc/5sec  cc/5sec   cc/5sec  cc/sec

95/01/28 10i50 AM

95/01/29    -

95/02/26 10:30 AM

95/03/24 01i50 P‖

95/04/29    -

95/04/30  -

4.0   5 5    4,000    5,000    4,700    4,000    4,425     885

95/05/28 11:00 AM曇時々晴 200 150  6.500  71500  7.100

95/06/25    -        -    21 0  16 0    6,500    7,100    6.300

95/07/11  10:50 AM    酎腎    24.5  17 2   17,350   20,350   20,240

95/07/20 12:00 P‖   ヨ氏日F   23 0  18 0   12,600   11,320   12,790

95/07/23  -   韓 量  250 180  8,400 10,900 11,000

95/07/25 02:30 P‖    研岳    28 5  20 0   11,020   10,350   10,700

95/08/01  02:25 P‖    噺肯    29.7  21 0    8,110    9,480    8,460

95/08/09  10:58 AM    晴    29 2  20 6    7,080    7,500    7,600

95/08/1501:48P‖  晴   295 211  7,030  7,000  6,750

95/08/22  11:35 A常    曇    26 7  20,9    6,600    5,600    5,900

95/08/27   -    晴   290 220  5,300  5,300  5,200

95/08/29 1■35A‖  量   254 20,3  5,480  5,650  5,430

95/09/05 02:00 P‖    量    24 7  19 7    4,850    5,000    4,690

95/09/12  10141 AM    朗寺    24 0  19,4    4.400    4.550    4,240

95/09/1502:51P‖曇時々雨 198 187  6,000  6,130  5,980

95/09/18 02:37 P‖    噺青    20 6  17 9    7,280    7,100    6,790

95/09/24  -  量 時々雨 190 17.0  4,700  3,700  4,700

95/09/26 02:17 PM   ′〕ヽ戸同   20 6  17 8    5,790    6,040    61010

95/10/06 02:12 P常    ヨR    17 7  16 4    4,970    5,400    5,690

95/10/18  10t49 A‖    晴    20 4  17 3    5,020    4,680    5,090

95/10/22  10:50 AM    ユR    17 0  14 0    3,500    3,800    2,900

95/10/24  11:35 A‖    担駐    18 0  15 5    4,670    4,480    4.370

95/10/29  -   曇   165 140  4,500  4,900  4,200

95/11/01  11:16 AM   量     18 0  15 5    4,000    3,980    3,800

95/11/07 02:57 P‖    ユ監    16 0  14,0    4,070    4,000    3,700

95/11/15 10:45 A‖   町等     9 0  12 0    4,250    4,250    4,780

95/11/22 10:51 AM   曇     10.0  10 0    4,770    4,350    4,150

95/11/26   -    晴   100 105  4,000  3,800  3,900

95/11/29  11:20 AM    晴     8 3   9 0    4.260    4,210    4.080

95/12/05  11:22 A‖    研青     9 8   9.2    4,000    4,060    3,970

95/12/12 01:47 PM    』監    11 8   9 0    3,610    3,740    3,850

一
晴

雨

量

一

一

3.0   6 0    4,500    4,100    4.200

4 0   6 0    4,800    5.200    4.600

13 5  11 5    5,300    5,700    6.200

17 0  15.0    6,600    6,000    6,000

20 0  15 0    8,900   10,000    9,700

4,267     853

4.867     973

6,200    6.100   1,220

6,200   1,240

9,533   1,907

7,033   1,407

6.633   1,327

20,690   19,658   3,932

12,760   12.368   2,474

10,100   2,020

10,690  2,138

8,490    8,635   1,727

7.393   1,479

6,927   1,385

5,650    5,938   1,188

5,267   1,053

5,520   1,104

4,847     969

4.397     879

6,037   1,207

7,057   1,411

4,367     873

54947   1,189

5,353   1,071

4,930    986

3,400    680

4.50,     901

4,533     907

3,927     785

3.900    3.918     784

4,427     885

4,770    4,510    902

3.900    780

4,183     837

4,010    802

3.733     747

95/12/24 10i38 AM  晴    89  87  3400  3、 450  3,950        3,600   72住
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表2 ポ イント2に おける測定水量

調査日 河 定時間 天気 気 温 水温 第 1回 目

1'    11   66/5sec

第 2回 目 第 3回 目 第 4回 目   平 均

60/SSeo  66/5so6  66/5sec   cc/5sec  cc/sec

95/01/28 11:55 AM  ―

95/01/29  -    晴

95/02/26 10:40 AM   F同

95/03/24 02i13 P‖    ヨ監

95/04/29   -    ―

95/04/30   -    ―

95/05/2811:15 AM量時々晴

95/06/25  -    一

95/07/11  11105 AM    研青

95/07/2012:21P‖ 量 雨

95/07/23  -   薄 曇

95/07/25 02i55 PM    噺宮

95/08/01  02:45 P‖   晴

95/08/09  11:14 A‖    噺青

95/08/15 02:08 Pは    晴

95/08/221■55 AM 量

95/08/27  -    晴

95/03/29 11:45 AM   曇

95/09/05 02:17 PM    ヨR

95/09/12 10:55 AM  晴

95/09/1503打O PM曇時々雨

95/09/18 03:00 P‖    町青

95/09/24  -  曇 時々雨

95/09/26 02:35 P‖  J Fヽ同

95/10/06 02:26 P‖    ヨ監

95/10/18 11,02 AM   晴

95/10/22 11■O AM  量

95/10/24 11:50 AM  量

95/10/29  -   量

95/11/01 11:29 AH  曇

95/11/07 03:14 PH    ヨ氏

95/11/15  11:00 A‖    尉青

95/11/2211:15 AM 曇

95/11/26  -   晴

95/11/29 11:37 AM  晴

95/12/05 1li37 AM  晴

95/12/1202:00 PM 晴

95/1ク/ク4 10:45 AM   酎 書

1,800    1,900    2,100

2,000    1,950    1.700

2,300    2,200    2.000

2,100    2,150    2,050

2,000    1,700    2,300

2,600    3.000    2,700

3,500    2,400    2,800

2,500    2,300    2,500

6,030    6.460    6,190

4,350    4,640    4,300

3,400    3,000    3,400

4,030    3,650    4,300

3,600    3,170    3.820

3,180    3,000    3,220

3,120    3,000    2,930

2,700    2,140    2,850

2,700    1,800    2,300

2,680    2,870    3,030

2,750    2,740    2,710

2,510    21320    2,290

2,390    2,640    2,770

3,080    3,050    3,280

2,050    2,000    2,300

2,750    2,640    2.570

2.230    2,700    2,790

2,650    2.410    2,700

1,800    2,300    1.100

2,000    1,900    2,180

2,200    2,100    2,200

2.150    2,250    2.270

2,210    2,140    2,320

2,180    2,140    2,260

2,000    1,820    1,950

2,100    2,150    2,000

2,120    2,100    2.240

1,990    2,040    21080

2,070    2,000    2.230

1 500    1 790    1 620

1,933     387

1・883     377

2.167     433

2,100     420

2,000     400

2,767     553

2,900    580

21433     487

6.150    6,208   1,242

4,600    4,473     895

3,267     653

4,170    4.038    808

3,540    3.533     707

3.133     627

3,047     609

2,700    2,598    520

1,800    2,150    430

2,860    572

2,733     547

2.373     475

2,450    2.563     513

3,137     627

2,117    423

21653     531

2.573     515

2,587     517

1,733    347

2,027     405

2.167     433

2,223     445

2,223    445

2,193    439

1,923    385

2.083    417

2,153    431

2.037     407

2,100    420

1 710    1 655     331

7 0   9 0

5 5  1 1 0

3 0  1 0 0

1 1 0  1 3 0

1 6 0  1 5 0

1 9 0  1 5 0

1 8 0  1 5 0

2 1 5  1 6 0

24 0  16 0

2 2 0  1 6 2

23 0  16 0

27 0  17 0

30 3  17 7

30 6  17 4

28 6  17 4

26 4  17.4

28 0  18 0

25 7  16 9

24 2  16 7

24 5  16 6

19,7  163

182  159

190 150

20 0  15 4

1 6 9  1 5 . 0

20 6  15 2

160 140

170 150

13 5  14.5

20 0  14 7

1 7 0  1 4 0

1 1 0  1 3 0

9 0  1 2 0

1 1 0  1 3 0

1 0 2   1 2 0

1 0 5   1 2 1

1 3 0  1 2 0

1 0ク 1 2ク
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表3 平 均推量及びポイント1・ 2の比較

調査日 司二出域7Ktti  cc/sec ホ
°
イント2/ホ
°
イント1

ホ
・
イント1 ホ
・
イント2  合 計

95/01/28      885

95/01/29      853

95/02/26      973

95/03/24    1,220

95/04/29    1,240

95/04/30    1,907

95/05/28    1,407

95/06/25    1,327

95/07/11    3,932    1,242    5,173    0.316

895    3,368    0.362

653    2,673    0。 323

808    2,946    0.378

707    2,434    0.409

627    2,105    0.424

609    1,995    0.440

520    1,707    0.437

430    1,483    0.408

572   1,676   0.518

547    1,516    0.564

475    1,354    0.540

513    1,720    0.424

627    2,039    0 444

423    1,297    0 485

531    1,720    0。 446

515    1,585    0.481

517    1,503    0.525

347    1,027    0 510

405    1,307    0 450

433    1,340    0.478

445    1,230    0.566

445    1,228    0.568

439    1,324    0.495

385    1,287    0 426

417   1,197   0.534

431    1,267    0.515

407    1,209    0.508

420    1,167    0.563

387    1,272    0 437

377    1,230    0.441

433    1,407    0.445

420    1,640    0.344

400    1,640    0 323

553    2,460    0.290

580    1,987    0.412

487    1,813    0.367

95/07/20    2,474

95/07/23    2,020

95/07/25    2.138

95/08/01    1,727

95/08/09    1,479

95/08/15    1,385

95/08/22    1,188

95/03/27    1,053

95/08/29    1,104

95/09/05      969

95/09/12      879

95/09/15    1,207

95/09/18    1,411

95/09/24      873

95/09/26    1,189

95/10/06    1,071

95/10/18      986

95/10/22      680

95/10/24      901

95/10/29      907

95/11/01      785

95/11/07      784

95/11/15      885

95/11/22      902

95/11/26      780

95/11/29      837

95/12/05      802

95/12/12      747

95/12/24  720  331 1,051 0.460
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平成7年 神奈川県立自然保護センター野外施設気象データ

石渡和夫*・伊藤治*・大野啓一朗ネ.門脇厚子米・川村優子*

小宮卓二*・長門渉*・増子忠治*

Data of weather in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Kazuo ISHIwATA*,Osamu ITOHⅢ ,Keiichiro OHNOキ

Atsuko KADOWAKI辛 ,Yuko KAWAMURA球 ,Takuii KOMIYA率

Wataru NACATOtt and Tadaharu MASUKOⅢ

自然保護センターの野外施設の谷戸の自然環境を把握し、野外施設で発生 したさまざま

な自然現象の基礎的データとして活用するため、気象観測 (気温、湿度、地温、水温及び

降雨量)を 行いそのデータをとりまとめたので報告する。

各気象現象の観測方法、データ処理方法は以下のとおりである。

1気 温

ll)観 測機器 :働いす 製ゞ作所製 電 子式自記温湿度計。

12)観 測機器設置場所 :図 1参照。

(3)デ ータ処理方法

平均 :3, 6, 9, 12, 15, 18, 21, 24時 の各正時値の 8回 平均値。

最高 (低):任 意時刻の瞬間値中の最高 (低)。

2 湿  度

(1)観 測機器 :榊いす 製ゞ作所製 電 子式自記温湿度計。

(2)観 測機器設置場所 :図 1参照。

(3)デ ータ処理方法

平均 :3, 6, 9, 12, 15, 18, 21, 24時 の各正時値の 8回 平均値。

最小 :任意時刻の瞬間値中の最小。

3 地  温

位)観 測機器 :鶴いす 製ゞ作所製 電 子式自記隔測温度計。

12)観 測機器設置場所 :図 1参 照。

(3)デ ータ処理方法

最高 (低):任 意時刻の瞬間値中の最高 (低)。

4 水  温

(1)観 測地点 :図 1参照。

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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(2)観 測方法 :午前 9時 から10時 頃の間に電子温度計を使用し、各ポイントの水面

下 5～ 1 0 allの水温を測定。なお、各表の空欄は未測定。

5 降 雨量

位)観 測機器 :働池田計器製作所製 雨 量計及び自己電接計数器。

12)観 測機器設置場所 :図 1参 照。

131 観測機器設置時期 :平成 7年 8月 27日 。

(4)デ ータ処理方法

日合計値。ただし、無降水及び0.5111111未満は 「一」。
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神奈川県立自然保護センター報告第 13号

神奈川県立自然保護センタ
ー野外施設維持管理事業

一自然素材を活用した小生態系保全工法の事例―

伊藤 治 *

なヽaintnance of Ecological Garden

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

A case of the construction used Natural Materials to conserve small Ecosystem

Osamu lTOH米

はじめに

1978年 に自然保護センターを開設 して以降、野外施設整備は、水路 ・観察路について

主要な工作物の設置を継続している。

一方で、 「野外施設管理運営指針 (川村 ・森尻 1993)の なかでは、野外施設自体が自

然保護についての野外展示であり、県民が自然保護を理解 し実践するための学習の場と位

置づけられている。 この指針のなかで 「野外施設維持管理基本方針」が定められ、基本

立地型 (樹林 ・湿地 ・池沼 ・水路 ・台地)を もとにした①保護区壊、②緩衝区域、③保全

区域別の管理区分に応じて維持管理を行うことを基本としている。

1995年 の冬期、保全区域(人と自然との関わりを学ぶ場で、目的に応 じて手入れを行い、

利用していく区域)の うち2か 所 (図 1)に ついて、利用者の安全確保のための緊急措置

として、自然素材を活用した小生態系保全工法により野外施設維持管理事業を実施したの

でその概要を報告する。

(事例-1)自 然観察路の崩落防止工事

この箇所は、湿地の主要動線に位置する自然観察路 (あぜ道)で あり、たたら沢水路の

左岸である。増水時の流水により長さ約 9mに わたり洗堀されて洞窟状に崩落し、利用者

にとって危険であることが判明した (写真 1)。

そこで、たたら沢水路の水量が少ない冬期、自然素材のアズマネザサ (現地素材)、 池

沼の堆積土 (現地素材)、カラマツ杭木 (無処理丸太)を活用 して、伝統的工法の「しがら

み」の設置を手作業で実施した。自然素材、現地素材を活用し、小規模で実施することに

より地域の小生態系へのインパクトは極力抑えられる。

なお、 「しがらみJの 裏側には、上のうを積み上げて自然観察路 (あぜ道)の 法面崩落

箇所を復旧し、今後の流水による洗堀と崩落を防止した (図2、 写真 2、 3、 4)。

(事例-2)ア ケビ棚の倒壊防止工事

この箇所は、ケヤキの広場と薬用植物見本園を結ぶ動線に位置する。
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ミツバアケビをじっくり身近に観察できるアケビ棚として親しまれているが、棚を支え

るヒノキ柱(8本 )が老朽化 し、危険となったため、落葉期に入り棚上のアケビ重量が軽く

なった時期に、新しくヒノキ柱 (8本 )を 追加補強して利用者の安全を図った。

アケビ棚の上部構造 (マダケ棚、ヒノキ桁、ヒノキ梁)は 、老朽程度が軽微なため継続

使用することとし、これを支えている老朽ヒノキ柱補強のため、約 40 oll離して新しいヒ

ノキ柱を並行に立てて梁に固定し、上部構造を安定させた (図3、 写真 5、 6)。

したがって、アケビ棚の老朽ヒノキ柱はそのまま残り、これを利用する昆虫、野鳥、菌

類等に与える影響は少ない。

さいごに

野外施設管理運営指針に基づく野外施設の維持管理は、緊縮財政のなかにあっても利用

者である県民の安全確保と自然保護センターにふさわしい学習や体験の場としての野外施

設をめざすものである。自然保護センター開設 18年 目に入り、野外施設は老朽化が進行

しており、今後とも維持管理の重要性が倍増するであろう。

今年度実施した (事例-1)自 然観察路の崩落防止工事、 (事例
-2)ア ケビ棚の倒壊

防止工事の維持管理事業は、小規模かつ緊急の手作業を主体とする人力作業で、外部発注

が困難なため自然保護センター職員、天野英治氏、荻山太一氏、小宮卓二氏、中村正好氏

の協力により完成したものであることを記して感謝申し上げる。

引用文献

川村優子 ・森尻雅樹  1993:神 奈川県立自然保護センター野外施設の管理運営につい

て 神 奈川県立自然保護センター報告 (10):170-184
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萌面口

図2 自 然観察路崩落防止関係図

表 1 自 然観察路崩落防止工 材 料表

材  料 形 状 寸 法 数 量 単 位 摘 要

カラマツ杭木 長さ2,tXXl、末口径 1∞ ～ 110 本 皮なし、無処理

アズマネザサ 長さ約 5,400、目通り径約 2側 4.5 束 1束 53本 程度

上壊 500× 300×  100 265 袋 ポリエチレン製、白色

結束 ・控鉄線 芋8、 なまし鉄線 4.15 k g

スギ横木 長さ 1,800～ 3,150、末日径 70～ 1∞ 4 本 皮なし、無処理

スギ控杭木 長さ 1,CX10、末口径 lt10 本 皮なし、無処理
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図3 ア ケビ欄倒壊防止関係図

表2 ア ケビ欄倒壊防止工 材 料表

材  料 形 状 寸 法 数 量 単 位 摘 要

ヒノキ柱 長さ3,OtXl、末口径 210 8 本 磨き柱、無処理

カスガイ 長さ 1,2tXl、径 6 16 本

結束鉄線 #8、 なまし鉄線 1.02 k g

ケヤキ副木 長さ4∞ ～5tXl、末口径 30～ 40 8 本 皮なし、無処理
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写真 1 自 然観察路の洞窟状崩落状況 (施工前)

写真2 自 然観察路の崩落防止 (施工中)
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写真3 自 然観韓路の崩落防止 (完成)

写真4 自 然観察路の崩落防止 (完成)
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写真5 ア ケビ掘のを朽化状況 (施工前)

写真6 ア ケビ相の倒壊防止状況 (完成)
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暦年)、 表題、掲載雑誌名、巻、号、頁の順とする。単行本の時は、出版社名とその所在地を

記入する。

ら_日 本野鳥の会神奈川支部報 (192),7-10
↑     ↑         ↑   ↑  ↑
・字空白 文 献名 (出典)   血   i ペ ージ

タケ科菌類_日 菌報3-(7),133-140
↑ ↑   ↑      ↑

:名    文 献名 Vol.No   ペ ージ

17)文 献の並べ方は著者名の五十音順とし、同一著者については、年次順に並べ、同一年について

は、a, b, cを つけて区別する。

(8)図 、表及び写真は、そのまま製版できるようにし、図、表及び写真の番号、天地を書く。

(9)図 、表及び写真の説明は、別の原稿用紙に書き、本文の余白に挿入箇所を示す。

00 字 体は、学名は、イタリック体、人名は、スモールキャビタル体とし、字体の指定方法は次

のようにする。

イタリック字体 ;字の下にアンダーラインを引く   Primula

スモールキャピタル字体 ;字の下に2本線を引く   Machida

ゴシック字体 ;字の下に波線を引く はじめに

dD 著 者は、 1報文につき、30部 の別刷りを受け取ることができる。

5 原 稿の送り先

〒243-01 厚 木市七沢657

神奈川県立自然保護センター

自然保護センター報告編集委員会

Te1 0462-48-0323
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